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    　　　プロローグ


    



    　人間の想像力が作り出したあらゆる架空の存在の中で、最もつともポピュラーなものと聞かれれば何を思い浮かべるだろうか。


    　天使？　鬼？　悪魔？　妖精？　宇宙人？　サンタクロース？


    　「神様」って答えを抜くとしたら、一位はきっとあいつだ。


    　神話や民族伝承の類たぐいから、最新のソーシャルゲームの中にまで、人類史上最も広こう汎はんに愛され続けてきた怪物。


    　ヨーロッパに、中国に、アラブに、インドに、そして日本に。


    　洋の東西を問わず、古代からの神話の中に、未確認生物ＵＭＡの目撃談の中に。


    　ハイファンタジーの中に、ローファンタジーの中に。


    　あいつはどこにでも棲すんでいる。


    　人に寄り添う可愛かわいらしいキャラクターとして、人に仇あだなすおそるべき怪物として。


    　善玉から悪玉まで何でもこなす、モンスター界のスーパースター。


    



    　──ドラゴン。


    



    　伝承の中に、活字の中に、画面の中に、想像力の中にしか存在しないはずのその生き物が、今、確かに俺たちの眼めの前に圧倒的な存在感をもって存在している。


    　でも、今の俺たちはそれをすんなりと受け容いれていた。


    　そりゃドラゴンくらいいようってものだ。


    　だって、ここは異世界なのだから。


    



    　そんな恐るべき怪物、ドラゴンが今、走りだせば手が触れられるほどの距離に存在していた。そして純白のドレスを身に纏まとった少女が大きくその両手を広げ、ドラゴンの威容の前に立ちはだかっている。


    　少女はその偉大なる怪物に対し、臆おくすることなく堂々と言葉を叩たたきつけた。


    「退しりぞけ竜よ！　妾わらわはこの国の王女じゃ！　王女として、これ以上民の血が流れることを看かん過かできぬ！　妾の民を傷つけんとするなら、まずは妾の屍しかばねを踏み越えてゆけい！」


    　だが、いかな威勢をあげようと、一人の少女とドラゴン、その力の差は比べること自体が馬鹿らしい。


    　邪悪な竜は、今まさにその身に食らいつかんと狙ねらっている。


    　それでも少女は──プリシラ王女は、その場から一歩も退ひこうとしない。


    　プリシラの奴め、自分だけ格好つけやがって。


    「行くの、浩こう介すけ。やめておいたほうがいいと思うわ」


    　幼なじみの少女が、俺を引き留める。


    「行くよ。行かなきゃならないんだ。今行かなきゃ、俺はきっと一生後悔する」


    「──そっか。じゃあ行ってきたら。後悔しないように」


    　俺は彼女の言葉を背に受けながら、ドラゴンと王女の間へ飛び出してゆく。


    「……？」


    　目の前に飛び出してきたちっぽけな人間の姿を認めて、ドラゴンは大きく鎌首をもたげた。


    　そうだ、お前の相手は俺だ。


    　俺は自みずからの意志をドラゴンに伝えるべく、その眼を睨にらみ返す。


    　その意図が伝わったのかどうかは定かでないが、ドラゴンはわずかに眼を細め、口の端からわずかに炎を漏らした。


    　大人の胴回りほどもある大木を軽々と薙なぎ倒す爪。


    　その口から吐き出されるのは、鉄の盾たてをも溶かす業ごう火か。


    　そして何より、生物の戦力を決定づける要素として圧倒的な、その巨体。


    　まともな戦いならばどう考えても、単なるいち文化系高校生である俺に勝ち目などない。


    でも、それでいい。


    「来いよドラゴン、次は俺が相手だ」


    　剣を──竜殺しドラゴンスレイヤーと銘打たれた剣を掲げながら、俺はドラゴンに宣戦布告をする。


    「な……何しに来たんじゃ、あほっ！」


    　プリシラは、信じられないものを見たとでもいうような声をあげる。


    　俺自身、自分がここに立っていることが信じられない。でも、これは紛まぎれもない現実で、もう引き返すことなんてできない。


    「プリシラ、下がってろ。お前だけに格好つけさせてたまるかよ」


    　俺はドラゴンに剣を向けながら言う。


    「いやいや、ここ妾わらわの見せ場！」


    「ヘッ、お前だけに格好つけさせてたまるかよ！」


    「二回言わんでええわい！　つか邪魔じゃ！　妾だけに格好つけさせろ！」


    「か弱い王女様がドラゴンに立ち向かってるっつーのに、男の俺が隅っこで震ふるえてられっかよ！」


    「そういう雑なアドリブいらんっちゅーのに！　隅っこで震えとけ！　まじで！　ここは妾の献身に民たみとドラゴンが心打たれる場面なんじゃ！　トラックの前に飛び出した武たけ田だ鉄てつ矢やのさらに前に知らん奴が飛び出してきたら視聴者混乱するじゃろ！」


    　かなり古いドラマのたとえを織り交ぜて怒りながら、プリシラは俺のドラゴンスレイヤーを靴底で蹴けった。


    「ったく……。こいつと話つけるんで、Ｄ、ちょっと待っててくれるかの」


    　プリシラはドラゴンを見上げて言う。Ｄとは無論、ディレクターではなくドラゴンのことだ。ドラゴンは応ずるように低く唸うなった。


    　プリシラは「ちょっとゴメンね」のジェスチャーをドラゴンにしてから、俺に向き直る。


    「ていうか沢さわ木きよ、キミのこと呼んでないけどなんでいるの？」


    「お誕生会で言われたら一番傷つく台詞せりふを言うな！　俺は邪悪なドラゴンからお前を守るために来たんだよ！」


    「押しつけがましいの～。べつにそんなこと頼んでないじゃろ。お前さてはプレゼントに洋服とか贈るタイプのやつじゃな？」


    「えっ、それダメなの？」


    「おお、なんといういたわりとＫＹじゃ。そういうことでもう帰っていいぞよ」


    　思わず怯ひるんだ俺に、プリシラは冷たい視線と冷たい言葉の連続攻撃を食らわせる。


    　だが、プリシラに怯んでいては、ドラゴンと戦う勇者の資格は得られない。俺はプリシラをキッと見返した。


    「やだやだやだ！　ドラゴンさんと戦うまで帰らない！」


    「お前は厄介なアイドルのおっかけか。だいたいマッチョも女剣士も電車マニアも歯が立たなかったのに、今さらプレーンなボンクラが出てきてどうなるっちゅーんじゃ」


    「ドラゴンとの戦闘において、電車マニアとボンクラの間にそう差があるとは思えんのだが」


    「コース料理で白いご飯が二回連続で出てきたら嫌じゃろ」


    　そんな言い争いを続けていると、ずしん、と大地が響き、俺とプリシラは思わず身を竦すくませた。ドラゴンがその前足で地面を強く叩たたいたのだ。


    　ドラゴンは黄こ金がね色いろに輝く眼まなこでこちらを見下ろしながら「何でもいいからはやくしてくんない？　ハリアップ」的な意志が含まれていると思われる唸り声をあげた。


    「ああ……そういうことだ。待たせたなドラゴン、さあ、俺が行くぞ！」


    「あっ、なにがそういうことじゃ、あほっ！」


    　なおも俺を引き留めようとするプリシラを無視して、俺はドラゴンと向かい合う。


    　そして、フィクションの中で無数の勇者がそうしてきたように、剣を握り締め走りだした。


    　世界で最もつとも強い、愛すべき怪物へ向かって。


    　応えるようにその巨大な顎あぎとを開き、ドラゴンが吼ほえた。


    



    　このドラゴンに関するクエストの、そもそもの始まりは三日前。


    　俺たちがあの商都へと辿たどり着いた日に遡さかのぼる。

  


  
    



    　　　一章　旅の日記を書こう


    



    「パンがなければカステラを作ればいいじゃない」


    　妾わらわのこの機転によって誕生したのが、かの新作スイーツ、カステラであった。


    　新たなスイーツを作って地場産業を振興するだけでなく、長年誰もが当然のこととして諦あきらめていたゴブリンと地元住民との不和を解決することができたのは、プリシラ王女の知恵と人徳のなせるわざであると誰もが讃たたえた。


    　妾自身はそうとは思わぬが、もしそうであるとするなら、妾の空のように広く海のように慈愛に満ちたこの人格を形成する支えとなってくれた、具体的にいうと毎年きっちり税金を納め続けてくれた、愛すべき臣しん民みんたちのおかげといえるであろう。


    　付け加えるならば、妾のその慈愛と美しさに打たれ、心酔し、手足となることを願い出た異世界より来きたる客人神まろうどたちもそれなりに貢献したといえよう。まじサンキュー。


    　こうして美しく賢いと誰からも讃えられるプリシラ王女と、クラス委員長、ポンコツ剣士、眼め鏡がねっ娘、筋肉のカタマリ、電車バカ、他一名、計六名の客人神まろうどたちは、こうして次なる旅に出発したのであった。


    『プリシラ王女漫遊記　Episode2～ゴブリンの逆襲とカステラの誕生～』完


    　プリシラ王女の次回作にご期待ください。


    　親愛なる臣民たちに愛と感謝を込めて、プリンセス・プリシラ。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「……プリンセス・プリシラ、と。んー、もうちょっと中盤に盛り上がりが欲しいところじゃのう。起伏の少ないグッダグダの展開が続くと読者が退屈して離れてしまうぞよ。どうすっかの～、んじゃ誰か死闘の末に死んだことに……しかし無む闇やみに殺すと、あとで辻つじ褄つまが合わなくなるかもしれんしのう……。キャラが立ってなくてこの後の展開に影響なさそうな奴なら……」


    　プリシラがブツブツと独り言を言いながら、宿の机に向かって何か書き物をしていたので、俺は後ろから覗のぞき込んでみた。


    「何書いてんだ？」


    「んあっ！　覗くでない！」


    　プリシラは慌てて、体で覆おおい被かぶさるようにして紙の束たばを隠した。


    「ああ、悪い。見ちゃまずかったのか」


    「ったく沢さわ木きよ、おぬしはそういう風にデリカシーに欠けるからモテんのじゃぞ！」


    「へいへい、悪かったよ」


    　俺はいちおう謝ったが、プリシラは紙かみ束たばを胸元で抱かかえて頬ほおを膨ふくらませる。


    「でも、何を書いていたの。日記とか？」


    　俺の後ろから、陣じん内ない綾あやがやってきた。彼女、陣内綾は俺の幼なじみであり、クラス委員長でもある。


    「んー、ほとんど正解じゃが、個人的な日記ではない。いちおうあとで他人に見せることを想定して書いておる。これは旅行記を書いとるんじゃよ」


    　プリシラは紙の束をかき集めて、膝ひざの上でトントンとまとめた。


    「この旅のことを書き記しておいて、旅を終えて帰ったら出版するんじゃ。王女自みずからが客人神まろうどと世界を巡って書いた旅行記とくればベストセラー間違いなしで印税がっぽり」


    　プリシラは親指と人差し指をくっつけて、にししと笑った。そのジェスチャーは異世界でも共通なのか。


    「普通に税を徴収してる立場なんだから、印税まで得ようとすんな。つか、いつか他人に見せるんなら見せてくれたっていいだろうに」


    「そういう問題ではない。執筆過程を覗のぞき見るのはマナー違反じゃ」


    　プリシラは俺を睨にらむ。が、まあその言い分はもっともだ。


    　それにしても旅行記か。


    　プリシラが言うには、この世界はつい最近まで魔王の脅威が世界中に及およんでいたため、一般人が旅をするということはほとんどなかったという。


    　この世界は俺たちにとってはもちろん異世界だが、地元から出ることなく暮らしている人々にとっても、外の広い世界は別世界なのだろう。そういう人たちにとっては、ほかの世界の文化風土を知ることができる旅行記というのは最高の娯楽になるのかもしれない。


    「それに、これは同時代の人間だけが読むものでなく、きっと後世にも伝わるものになるじゃろうからな。十分に推すい敲こうを重ねてよいものを書き残したいもんじゃ」


    　プリシラは腕組みをして、偉そうに胸を張る。


    「そっか。この世界に来たときに見せてもらった紙芝居みたいに、私たちの旅もこの世界に伝わる伝説として後世に残る可能性があるということね」


    　綾ちゃんが感心したように言った。


    「ん、長い目で見ればそういうことじゃの。じゃが、おぬしらの場合はかつての客人神まろうどたちがそうであったように、魔王を倒したり世界を救ったりのエキサイティングな大冒険は期待できそうにないからの」


    　かつての客人神まろうど──そう、俺たち緑みどりヶが丘おか高等学校二年一組が修学旅行の真っ最中に突とつ如じよこの世界に放り出されてしまったように、この世界ではおよそ百年に一度くらいのペースで、俺たちの世界から十代の少年少女がやって来ては、そのたびに魔王を倒したりだの世界を救ったりだのの大冒険を繰り広げ、この世界の伝説として残っているらしい。


    　俺自身も、この世界にやってきた当初はそういう大冒険が待ち受けているのかと期待に胸を膨ふくらませていたが、肝心の魔王とやらはどこかの誰かさんによってとっくに倒されたあとだった。そんな俺たちがこの世界で始めたのは大冒険というより観光旅行、もっと言えば、この異世界を舞台とした修学旅行の続きだった。


    　もっとも、旅行をするだけでなく、この世界中に散らばっていると思われるクラスメートたちを捜すという目的もある。


    　そして、この世界にやってきた俺たち二年一組の一部メンバーを保護し、またこの異世界修学旅行のスポンサーとなっているのが、このプリシラ王女である。


    　確かに顔立ちは整っていて、綺き麗れいなドレスを着せて黙っていれば立派な王女様に見えなくもないし、これでなかなか頭の回転もいいようなのだが、その所しよ作さから自然と溢あふれ出すのは気品というより地方のヤンキー臭である。


    　フィクションの中の王女様といえば、咲き誇る花に囲まれた庭園で紅茶を嗜たしなんでいたり、城の窓辺から物もの憂うげな表情で月を見上げていたり、なんてのを想像してしまうが、こいつは深夜のコンビニ前で炭酸飲料のペットボトルをラッパ飲みしているほうが似合いそうだ。


    「やっぱり娯楽本は適度なエロスとバイオレンスがないと、なかなか売れんのじゃよな」


    　とにかくこの王女様、言うことなすこと王女らしくない。だからこそ、一緒に旅をしていても気を使わなくていいともいえるのだが。


    「エロスはともかくバイオレンスはちょっとなあ」


    「浩こう介すけ、エロスもダメよ。修学旅行なんだから」


    　綾あやちゃんは冷たい眼で俺を見る。俺のことを下の名前で呼ぶのは、メンバーの中でもこの幼なじみだけだ。


    「とりあえず全裸の少年は出てきたんじゃがの。あれはエロスというより、全裸の押し売りという、ある意味特殊なバイオレンスじゃからのう。挿さし絵えをつけてもごく一部の者しか喜ばぬ」


    　プリシラが言及したのは俺たちのクラスメートにして全裸芸の達人、木き村むらのことだ。あいつはこの世界に俺たちより早くやってきて、厳しい旅を一人で続けてきた。全裸で。


    　ちなみに、その旅が厳しいものになったり一人旅だったりしたのは全裸のせいだという説が有力である。


    「プリシラ、それは私たちの世界の恥だからカットしてくれないかな。そんな人はいなかったことにしましょう」


    　綾ちゃんがクラスメートの存在をこの世界の歴史から抹消しようとしている。こうして歴史というものは造り替えられていくのか。


    「むー。妾わらわは事実をありのままに書く主義なんじゃがの。ま、とにかく、たまにはエロスとバイオレンス抜きのゆるい伝説があってもよいじゃろ。旅先でゆるめの文化交流をしながら、土地土地での小ハプニングを潜くぐり抜けて成長したりしなかったりする、そんな等身大の旅こそが人々の心を捉とらえることもあるじゃろう。具体的に言うと、目指せ『猿さる岩がん石せき日記』じゃよ！」


    　プリシラはキメ顔で原稿の束たばを掲げたが、俺たちのリアクションは微妙だった。


    「それ、俺ら世代は名前はかろうじて知ってるけど、読んだことはないんだよ」


    「ん、そうなのかや？　伝説によると日本国民全員が読んでおるくらいの勢いじゃとか」


    「当時ベストセラーだったのは間違いないけどな」


    　プリシラは異世界人のくせに、やたらと俺たちの世界の現代知識に詳しい。それは、かつて俺たちと同じようにこの世界を訪れた客人神まろうどと呼ばれる少年少女たちが、この世界へと残していった知識の断片である。十代の人間が伝えたことなので、ポップカルチャーに関する知識が多くなるのはしかたがないともいえる。


    「その後の情報はこちらの世界に入ってきてないんじゃが、猿岩石はテレビ界の天下を取ったのかや？　今でもＣＤはミリオンセラーなんじゃろか？」


    「……天下を取ったというか、半分はというか……そのへんは説明が長くなるんで、こんど気が向いたら話してやるよ」


    「ふむ」


    　わずか十数年の歴史の間にも、栄えい枯こ盛せい衰すいの人間ドラマがいろいろとあるのだ。


    「まあともかくそういうわけで、おぬしらが後世の人々にどう語られるかは、この妾わらわの筆先次第というわけじゃ。ふふふ」


    　プリシラはペンをこちらに突きつけて、いやらしい笑いを浮かべる。とても一国の王女の表情とは思えない。


    「伝説の語り部に少々問題があるんじゃないのか」


    　俺が疑惑の眼まな差ざしを向けると、プリシラは机に向き直り、紙にペンをサラサラと走らせた。


    「沢さわ木きというやつは常に、洗っていない犬の匂においがした、と」


    「おいこら捏ねつ造ぞうすんな！　事実をありのままに書くっつってたろうが！」


    　俺の抗議を、プリシラはきりりとした表情で撥はね除のけた。


    「捏造ではない。これは妾にとっての真実。歴史というものは常に語り手の主観によって紡つむがれてゆくものじゃからの。何が正義で何が邪悪か、洗っていない犬の匂いがするかしないか、それは語り手たる妾の主観を通して次の世代に受け継がれてゆくものなんじゃな。妾が『こいつむかつく』と思ったら、洗っていない犬の匂いがするのも、常に鼻毛を三メートル伸ばしていたというのも、自由自在というわけじゃ」


    「自由自在じゃねーぞてめえ」


    「しかしまた、真実というものは脆もろく儚はかなく頼りなく、常にたゆたい移ろい続けるもの……。語り手の気分次第で、一人の人間は歴史の中で勇者にも悪魔にもなる……」


    　歴史の語り手は、ニヤニヤしながらこちらに掌てのひらを差し出した。


    　俺は黙って、その小さな掌にブラックサンダーを乗せてやった。


    「むぐ、むぐ、んぐ。ふむ」


    　たちまちブラックサンダーを飲み込むと、プリシラはぶつぶつ言いながら旅行記の草そう稿こうにペンを走らせた。


    「沢さわ木きというやつは、洗っていない犬の匂においはしなかった。それはさておき、かの者が妾わらわに献上したブラックサンダーなる異世界の菓子は超うまい。甘いチョコレートとほろ苦いビスケットとが舌の上で混じり合う様は天使と悪魔の抱ほう擁ようにも例えられよう。この舌の上で奏でられた天上の音楽とでもいうべきハーモニーを妾は生涯忘れることはないであろう……、と」


    「しなかった匂いについては書くな。つーかブラックサンダーについての記述が俺の四倍くらいあるじゃねーか」


    「注文の多いやつじゃのう。取材対象がライターの原稿にあんまり細かくチェックをつけると、インタビュー依頼がなくなってしまうぞよ？」


    「何の話だ」


    「さておき、こればっかりは机に向かっておるだけではどうにもならぬでな。ここらで一段落して、旅行記のネタを仕入れにいこうではないか！」


    　プリシラはペンを置くと、立ち上がって拳を突き上げた。


    「うん、そのつもりで声をかけに来たんだけど……プリシラ、その格好で行くの？」


    　綾あやちゃんは、プリシラの頭から爪つま先さきまで視線を這はわせる。


    「ん？　この格好がどうかしたのかや？」


    　プリシラが身につけているのは、我が校指定の秋冬用体操服、要するにジャージの上下だった。俺たちも修学旅行中の寝間着としてジャージを持ってきてはいたものの、その姿で観光しようとは思わない。


    　だがプリシラはこのジャージが妙に気に入ったらしく、城を出てからこっち、ずっとジャージで通している。


    「まあ、本人がいいならいいんじゃないか。つーか、俺たちの制服のほうが、こっちの文化だと奇妙な格好らしいし」


    「うむ。ぶっちゃけこんな格好の連中と一緒に歩きたくないんじゃが、我慢してやるぞよ」


    　言うが早いか、プリシラはジャージのポケットに手を突っ込んで、部屋を飛び出していった。


    　俺と綾ちゃんは互いに顔を見合わせ、苦笑し、わがまま王女様のあとを追った。
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    　俺たちは世界でも有数の人口密度をほこる、東京という都市からやってきた高校生だ。だからこの国で一番栄えている街だといわれても、人の多さに驚くことはないだろうと思っていた。けれど宿を一歩出て、目の前の大通りに広がる光景に、俺は思わず息を飲んだ。


    　到着したときは夜だったし、旅の疲れからすぐ宿に入ってしまったので、街の様子はあまり見ることがなかったのだが、今こうして陽ひの光のもとで見てみると、その街並みに圧倒される。


    　高層ビルの建ち並ぶ渋谷や新宿の街並みとはまるで違って、空がとても広い。当然のことながら、青い空と白い雲の間に一本も電線を見つけることはできない。


    　その広大な空の下に広がるのは、異国の──異世界の街並み。


    　遮さえぎるものの何一つない大空と、おもちゃ箱を引っ繰り返したかのように雑然とした、それでいて独特の空気感のもとに統一された街並みと人々。


    　これまで通り過ぎてきた城や村でももちろんそうは思ったのだが、あらためて、自分が遠いところへとやってきたのだという実感がふつふつと湧いてくる。


    　この異郷に立っているという実感こそ旅の醍だい醐ご味みというものだろう。


    「うっわ、多っ！　ひと、多っ！」


    　寝癖のついた金髪を掻かき上げながら、ジャージ姿の少女が言う。誰あろう、この商都を含めたこの国の支配者、に将来なる予定の少女、プリシラである。


    「もうちょっと気の利いたこと言えないのか」


    「そんな奇を衒てらったり無む闇やみにカッコつけたこと言うても嘘うそ臭くさいじゃろ。うまいもん食うたら『うまっ！』、熱湯かけられたら『熱っ！』、リアクションはシンプルイズベストじゃよ」


    　プリシラは朝っぱらからやたら元気でうるさい。


    「やはり、陽が出てからだと全然印象が違うな」


    　宿の前では、既にクラスメートの和泉いずみ刀とう香かが俺たちを待っていた。


    「和泉、おはよう」


    「うん、おはよう沢さわ木き君。プリシラも」


    　和泉刀香は、剣術や柔術などを修めた武芸百般の剣客少女である。その腰には、京都の土産みやげ物屋で買った木刀が挿ささっている。それはつい先日、闇やみの覇王の脛すねに大打撃を与えてその野望を粉砕した強力な武器である。そういえばあのくだりは若干バイオレンスだった。ものすごく地味だが。


    「おはよう……ございます」


    　朝だというのに消え入りそうな声で挨あい拶さつしてくれたのは、坂さか上がみ雪ゆき乃の。パーティの中での眼め鏡がね一点であり、学年一の優等生でもある。そしてその豊富な知識を活いかして、プリシラの家庭教師にも任命されている。もっとも、旅の中で勉強を教えることも家庭教師というのかどうかは知らないが。


    　いつも小さな声で、常に多少怯おびえたようにしているのだが、これでも修学旅行前よりずっと、クラスメートとの距離が近くなっている。それはプリシラのおかげといえるのかもしれない。


    「おはようございマッスル！」


    「え？　そういう持ちネタあったっけ？　つーかそういうキャラだっけ？」


    　朝っぱらから胸焼けするほどの筋肉を見せつけてくるのは、宗むな像かた力つとむ。超高校級のボディービルダーであり、今もはち切れんばかりの筋肉を、第三ボタンまで外したシャツの間から見せつけてくる。


    「おはようござい舞まい鶴づる線せん」


    「え、そのパターン続くの？」


    　日に焼けた宗像とは対照的に、青白い顔で背筋を伸ばして直立しているのは鉄くろがね道みち夫お。名が体を表してしまった電車マニアだ。その知識はもとの世界での旅行であればそこそこ役立つが、残念なことにここは何線も通っていない異世界である。


    　この四人に、クラス委員長である陣じん内ない綾あやと、修学旅行委員である俺、沢さわ木き浩こう介すけ、そしてプリシラ王女を加えた七名が、この異世界修学旅行の現在のメンバーだ。


    「さて、とりあえず朝食じゃな。朝飯を食いながら、今後の方針を決めようぞ」


    　泊まった宿では朝食が出ないということだったので、俺たちは起きてからまだ何も口にしていない。プリシラの意見には誰も反対することがなかった。
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    　俺たちは大通りにある食堂に入って、朝食がてら話し合うことにした。


    　食事のメニューはパンとクリームスープ、それに果物の盛り合わせ。


    　けして豪勢というわけでもないが、パンは焼きたてで、スープは温かい。果物もその新鮮さを感じさせるもので、素朴ながら俺たちの食欲を十分に満たしてくれるものだった。


    「はー、食った食った。んじゃ、さっそく今後の予定を立てるかの」


    　たちまちのうちに食事を平らげ、時間は一秒でも無駄にしたくないとでもいうように、プリシラは言う。もっとも、それは俺たちも同じ。時間は少しでも無駄にしたくない。


    「そこで昨夜、書店でこんなものを買うてきた」


    　プリシラが取り出したのは、一冊の書籍だった。


    「この世界にも本はあるんだな。ああ、旅行記の出版つってたくらいだから、当然存在はするのか」


    　俺たちの世界の本ほど整った形ではないが、紙の束たばを糸でかがって閉じた、立派な書籍だ。


    「電書とはいかぬがの。世界中のことが──というわけではないが、この商都から旅立ってゆける範囲のことがいろいろと書いてある」


    「へえ、観光ガイドか」


    　俺はプリシラが掲げたそれを手に取った。この世界の文明レベルではこれが一般的な書籍なのだろうが、紙がざらざらしていたり微妙に不ふ揃ぞろいなところなどが、古文書や宝の地図という感じでワクワクする。豊富に絵図も入っており、眺めているだけで楽しい。


    「観光っちゅーのとは少し違うがの。旅の何が怖いかっちゅーて、未知ほど怖いことはないからの。知識もなしにノリと勢いだけで行動するとどうなるか、つい先日骨身に沁しみたはずじゃろう。つーか妾わらわもむっちゃ沁みた」


    　プリシラの言うとおり、俺たちは王都からとなり村まで徒歩で移動するだけで全滅しかけたという苦い経験がある。魔物の生息地などの危険はもとより、次の村までどれくらいの距離があるかということでさえ、旅をするにはとても重要な情報なのだ。


    「そんなわけで、妾たちのように旅慣れぬ初心者にとっては、この手のガイドブックは必需品なんじゃろうな。どの道を進んだらどこにどう繋つながるという、まあ要するに地図がメインじゃの。加えてどこにどういう動物や魔物がいて、植物の生態系はどうなっておるとか、どこでどういうものが買えるじゃとか」


    「わかった、要するにあれだ、ＲＰＧの攻略本みたいなもんだな」


    　実際にプレイしなくとも、攻略本や攻略サイトを眺めているだけでも楽しいものだ。


    「……順序が逆な気がするんじゃが、まあ要するにそういうことじゃな。さて、どういう風に世界を回っていこうかのう。途中で余計な冒険や不意の危険が発生しそうな順路はできるだけ避けて、うまいもんが食えて清潔な宿に泊まれて毎日おもしろおかしく過ごせるような旅程がいいんじゃがの」


    　そういうＲＰＧがあったらたぶんクソゲーだが、現実の旅行となると絶対にそっちのほうがいいよな。


    「プリシラは城から出たことがないっつっても、俺たちよりはこの世界のことを知ってるだろ。どういうルートで旅をするのがいいと思う？」


    「そうじゃのー。妾たちは冒険者でも開拓者でもなく旅行者じゃからの。基本的には人口の多い大都市を巡ってゆくのがよかろうな」


    「クラスメート捜しも、やっぱり人口の多い都市を回るのが効率いいでしょうしね」


    　綾あやちゃんもプリシラの意見に同意を示した。俺にも特に異論はないし、ほかのメンバーも同じようだ。


    「しかし逆に、妾は修学旅行の作法っちゅーものがわからん。ほれ、これはただの旅にあらず、『修学旅行』じゃろ。あらためて聞いておきたいんじゃが、修学旅行っちゅーのは、普通はどういうところを回るものなんじゃ？」


    　プリシラが修学旅行に興味を持つのももっともなので、ガイドブックを机の端に寄せ、自分の鞄かばんから取り出した冊子を広げた。


    「これが、俺たちの『修学旅行のしおり』だ。ここに予定してた順路も書いてある。まあ取り立てて特徴のない、一般的な修学旅行コースだよ」


    「ほーん」


    　プリシラはしおりをパラパラと捲めくっていく。


    「基本的にはやっぱり史跡が多いわよね。お寺とか、城跡とか。あとは史跡というほど古くはないけど、戦争にまつわる場所を巡って、戦時中の話をお年寄りに聞いて回ったり──なんていうのが定番ね」


    「ふーむ。まさに学びの旅というわけじゃの」


    「といっても、お堅い場所ばかりを回るわけじゃなくて、土地の美お味いしいものを食べたり、お土産みやげを買ったり。最近じゃ遊園地が順路に組み込まれてる修学旅行も珍しくないっていうし、名目上は修学旅行だけど、実質的には同じ学校の仲間と思い出を作るためのお楽しみ旅行、って意味合いが強いわね。……というか、無理に私たちの世界の修学旅行に合わせなくとも、思うがままに旅をするだけで十分に修学旅行になると思うわよ」


    「なんでじゃ？」


    　首を傾かしげるプリシラに、綾あやちゃんは優しく微ほほ笑えむ。


    「だって、ここは異世界でしょ？　知らない土地を旅すること以上の学びなんてないわよ、きっと」


    「──じゃの。妾わらわにとっても、城の外は異世界同然じゃものな」


    　プリシラはしおりから顔を上げ、


    「じゃあ、妾はうまいもん食いたい！　世界の美味珍味、腹いっぱいたらふく食いたいの～」


    　いきなり原始的な欲望を全開にする王女であった。


    「んで、委員長はどうなんじゃ？」


    「そうね、私はこの世界の社会──っていうと漠然としすぎかな。この世界がどういう仕組みで回ってるのかを知りたいから、大都市を見て回りたい」


    「リアルに修学するつもりかや」


    　まあ、それも悪いことではないだろう。


    「わたしは良質なタンパク質が摂取できて、筋トレの道具が手に入りそうなところならどこでも構わんよ」


    　超高校級のボディビルダー、宗むな像かた力つとむは見た目の期待どおりの答えをする。


    「肉か魚はだいたい手に入るし、重いものもだいたいの場所にあるからＯＫじゃろ。でも残念じゃが、この世界のどこにもローカル線はないと思うぞよ」


    　プリシラは鉄道マニアの鉄くろがねへと話を振った。


    「いえ、大丈夫です。鉄道マニアというものは、鉄道がなくても鉄道で楽しめるのです」


    「は？」


    「鉄道がない世界であれば、この世界のどこに鉄道を通せばいいか──。そういった想像の翼を広げることで楽しめるのです！　いずれ線路の敷かれる大地さえそこにあれば！」


    「なるほど。剣の道を極めれば、やがて無刀に至る。弓の道を極めれば、やがて弓という道具さえ不要になる。──そういうことだな」


    　武芸百般の剣客少女、和泉いずみ刀とう香かが感心したように言った。


    　そういうことではないような気もするが、本人がいいならそれでいいか。


    「というわけでですね、この地図を参考に、僕が考えた鉄道敷ふ設せつ計画を聞いていただきたいのです！」


    「うん、すごいのう。じゃあレポートにまとめてあとで提出せよ。三百年後くらいに妾わらわの子孫が暇ひまで死にそうなときに読むであろう。沢さわ木きよ、いちおう聞いといてやるが、おぬしは？」


    　鉄くろがねの情熱を随ずい分ぶんな処理をして、プリシラは俺のほうに話を振った。


    　しかしいきなり問われても、特に何が観たいとか何をしたいとかいうことが思いつかない。みんな自分の趣味というか個性に即した答えを返していることを思えば、我が身の無個性さがどうにも呪のろわしい。が、考える振りをして、プリシラが買ってきたガイドブックをパラパラとめくるうち、とあるページに目が留まった。


    　そこに描かれた挿さし絵えを見ながら、俺はその名を呟つぶやいた。


    「ドラゴン……ドラゴンに、会ってみたいかな」


    「中日の試合はやってないじゃろ」


    　プリシラは無表情に言う。


    「名古屋の球団じゃねーよ。じゃなくて、本物のドラゴンってやつを間近で見たい」


    「どっちかっていうと中日の試合観戦のほうが修学旅行のコースとして一般的な気もするんじゃが」


    「お前けっこう修学旅行に詳しいじゃねーか」


    　まあ、一番多いのは東京ドーム見学だと思うけど。


    「つか、モノホンのドラゴンはこの世界に来たときに見たじゃろ？　あと、こないだゴブリンの村を去るときにも」


    「見るには見たけど、初回はこの世界に来たばっかりのときで、わけがわからないままだったしさ。それに、最初のときも二回目のときも空を飛んでたから、大きさがいまいち把握しきれなくて。こんどは同じ大地に立って、落ち着いてあらためてじっくりこの目で見たいんだよ。……あと、できたらいっしょに写真撮りたい」


    「写真？　何のためにじゃ」


    「地方から出てきて東京で見つけた有名人と写真を撮るのは、修学旅行の定番なんだよ」


    「定番なのかや？」


    「うーん、まあ、そうなのかも。ドラゴンだと有名人っていうよりパンダとかコアラみたいな感じもするけど。でもドラゴンって要するに大きなトカゲでしょ？」


    　綾あやちゃんはドラゴンに興味がないらしい。女子はだいたいそういうものだ。


    「奈良の鹿とだって記念写真撮るだろ。だったら異世界のドラゴンとだって記念写真撮ってもいいだろう」


    「簡単に言うてくれるが、ドラゴンちゅーたらこの世で最強と目される種族じゃぞ。わんにゃんパーク的に触れ合えると思うておったら大間違いじゃ。ま、いちおう一考しておこうかの。和泉いずみはどうじゃ？」


    「やはり私は、この世界の武芸者に興味がある。もとの世界においても、世界中にはさまざまな武術が存在していた。この異世界の文化風土ではどのような武術が存在しているのかを知りたいものだ」


    　和泉の話を半分聞きながら、残りの意識で、俺は開いたままのガイドブックのページを眺めていた。


    　大きな山の麓ふもとに描かれた、ドラゴンのイラスト。


    　なんてことはない、俺たちの世界のあちこちで見かけたありふれたドラゴンの姿が、この異世界において妙に俺の目を引いた。


    　それからしばらく、食堂のテーブルを占拠してこれからの話を続けていたが、いつまでも予定ばかり立ててもいられない。


    　何より、この先に向かう土地も重要だが、俺たちが今滞在しているこの商都だって、世界中から人が流れ込んでくる一大都市なのだ。


    　つまり、この街自体も巨大な観光地である。


    「ほんじゃ、そろそろ自由時間の開始といこうかの！」


    　プリシラの号令とともに、俺たちは街へと歩を進めていった。
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    　プリシラが言うには、この商都はその名のとおりこの国一番の商業都市であり、国内のみならず、世界中からさまざまな人とモノが流れ込んでくる街だという。


    「世界にはこんなに人が溢あふれておるものなんじゃなあ……」


    　プリシラが目を輝かせながら呟つぶやいた。ほとんど城から出たことがないというプリシラにとっては、これだけ大量の人が行き交う中に立っているということだけでも新鮮な驚きを伴うものなのだろう。


    「単に人が多いってだけなら渋谷や新宿もこんなもんだけど、街並みも人の格好も違うってだけで、何か感動するよ」


    「ちなみに新宿駅の一日の乗降客数は三百万人超で、これは世界最大です。加えて言うなら世界の駅の中で乗降客数ランキングの一位から二十三位までのすべてが日本の駅なのです」


    「いや……ああ、うん。そうなんだ」


    　異国どころか異世界で鉄道雑学を聞かされてもリアクションに困るのだが。


    「というわけでこれから自由行動の時間なんですが、自由といっても、我が校の生徒であるという自覚のもとに、地元のみなさんに迷惑をかけない、また、他校の生徒とトラブルを」


    「うるせーぞ、さっさと行かせろー。ぼけー。あほー」


    　俺がせっかく修学旅行委員として自由行動の心得を説いているのに、金髪のヤンキーが野次を飛ばしてくる。


    　とはいえ、異世界で型どおりやるのもさすがに馬鹿らしい。


    「えーと、基本的に自由っつーか勝手にすればいいんだけど、一つだけ忘れないように」


    　修学旅行の花形、自由時間。


    　土地のうまいものを食べて、土産みやげ物屋をひやかして、異郷の街並みを当て所どなく歩き回る。


    　もちろんそれも漫喫するつもりでいいのだが、楽しんでばかりもいられない。


    　俺たちの旅には修学旅行の続きをするというほかにもう一つ、この世界のどこかに散らばっているはずのクラスメートを捜すという目的があった。


    　俺たちは、自由行動として商都の街を観光するとともに、並行してクラスメートの手掛かりを探すことにした。


    　全員で行動するにはこの商都は広すぎるということで、俺、綾あやちゃん、和泉いずみ、プリシラのＡチームと、宗むな像かた、鉄くろがね、坂さか上がみのＢチームに分かれることになった。


    　手掛かりとして、自分たちの制服を見せて捜す以上、男女混成チームであることが必要なのと、見知らぬ土地でトラブルに巻き込まれそうになったときに切り抜けられるよう、知力要員とバトル要員をバランスよく振り分けた結果だ。あと、俺が綾ちゃんといっしょに回りたいなー、と思った結果だ。それくらいの役得はあってよいでしょう。


    「じゃあ、陽ひが落ちる頃に宿に集合ということで。俺たちが街の東側を、宗像たちは西側を頼む」


    「うむ、任せてくれ」


    　宗像は力強くポーズをとった。宗像はビルダーであって、別に格闘が強いわけではないのだが、あの体格で筋肉を見せびらかしている奴に喧けん嘩かを吹っかけるやつもいないだろう。


    　街路の向こうに消えていくＢチームを見送ると、俺たちも逆のほうへと歩きはじめた。


    「しかし今冷静になって考えれば、筋肉のことしか興味のない奴と鉄道のことしか興味がない奴の間に入れられてしまった坂上が心配でならない……」


    　坂上雪ゆき乃のは修学旅行に教科書を持ってくるような超のつく優等生だ。引っ込み思案で友達もクラスにいなかったような奴だが、この旅行でようやくクラスメートと打ち解けはじめた。


    　それだけに、ちょっとコミュニケーションがハードというか一方通行になりがちな二人との同道は、ちょっとまだ難易度が高かったかもしれない。


    「確かに、妾わらわがあっちに入ってやったほうがよかったかもしれんのう」


    「だよな、プリシラは別に知力要員でもバトル要員でもないもんな」


    「待て待て、おぬしこそ知力要員でもバトル要員でもないじゃろ」


    「い、いいんだよ、俺はムードメーカーなんだよ」


    「……えっ？　すいません、ちょっと意味がわからなかったんですけど、どういうことですか？」


    「なんで急に普通の口調になるんだよ！」


    「いや、あまりに言ってる意味がわからなかったんでびっくりしての。ムードメーカーって、妾わらわの世界と言葉の意味が違うんじゃろか？」


    「うるせえ！　だいたいお前、人のこと言えるのかよ！」


    「いやいや、妾ってかしこいしつよいしかわいいし。お前とかワンパンで泣かせるし。それに妾、金持っとるもんね。マネーイズパワー。さっきおぬしの食った朝飯は誰のポケットマネーで賄まかなったのかな？」


    「国民のみなさまの税金です。ありがとう国民」


    「はいはい、宿の前でじゃれてないで出発するわよ」


    　綾あやちゃんが和泉いずみを連れてさっさと歩きだしてしまったので、俺とプリシラは互いの肩にパンチを入れて牽けん制せいしながら、そのあとを追った。


    　Ａチームもみんな仲良し。


    「やはり、ここは異世界なのだな」


    　大通りを東へと歩くうち、和泉が感心したように呟つぶやいた。その腰のベルトには、京都の土産みやげ物屋で買った木刀が挿さされている。ちなみに彼女は修学旅行以外でもこんな感じのスタイルを通していた。冷静に考えれば女子高生が常に木刀を携帯しているのは異様なのだが、その様が実に堂に入いっており、生活指導の先生も見て見ぬ振りをするくらいだ。
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    「やはりって、今さら何をあらたまって」


    　俺が言うと、和泉いずみは薄く微ほほ笑えんだ。女子の笑顔であっても、柔らかさというよりも鋭さ、凜り々りしさを感じさせる笑みだった。


    「少し歩いただけで、腰に剣を下げて歩いている人と何人もすれ違った。ほら、そこにも、あそこにも──」


    　和泉が目配せした先には、確かに帯剣した人間が幾人も通りを歩いていた。


    「この世界ではいまだ剣というものが実用の道具であり、剣術というものが実用の術であるということだ。もとの世界では、もはやどこの国に行こうと、そんな風景は見られまい」


    　そういえば、先ほどから俺たちをチラチラと盗み見る通行人の視線には気づいていたが、おそらくそれは制服というこの世界にしてみれば奇妙な服装を気にかけているのであって、和泉の腰に挿さされた木刀についてはなんら気にしていない様子だった。本身の剣を持った人間がウロウロしている世界にあって、木刀など注目するに値しないものということなのだろう。


    　さすがは剣客、世界をそういう視点から見ているらしい。


    　同じ風景を見ていても、人によってその見え方は違う。筋肉マニアや鉄道マニアの目から見た世界の見え方も、また違ったものになるのかもしれない。


    「しかし、沢さわ木き君は本当は委員長と二人で歩きたかったのではないか」


    「あ、いや、まあ……」


    　綾あやちゃんはプリシラと並んで歩きながら、アクセサリーを商あきなう露天商を冷やかしている。


    「私もそれくらいの気が回せぬではないが、京都ならばともかく、異国どころか異世界の地では、沢木君はいかにも頼りないからな」


    「うぐ……」


    「しかし、藤ふじ崎さき君の例ではないが、ダメな男に惹ひかれるタイプの女性もいるのだろう。委員長のようなしっかり者は、得てしてダメ男に引っかかるものかもしれないぞ」


    「……和泉さん、たぶん応援してくれてるんだろうけど、もう少し手心というかですね」


    　と、そのとき。


    　和泉は傍かたわらを走り抜けていこうとした男の袖そでを掴つかむと、腕を捻ひねり上げながら投げ飛ばした。


    　土煙をあげながら、男の体が地面へと擦こすりつけられる。


    「い、和泉センセイ、何してんすか」


    　彼女は折り目正しいサムライガール、みたいな雰ふん囲い気きを漂わせているが、わりと高いポンコツ要素を含んでいる。というかそのことが、一緒に旅行してはじめてわかった。


    　今回もこれが正当な行為なのか、ポンコツタイムのバグなのかはっきりしないうちは、俺もどうしたらいいいのかわからない。


    「財さい布ふをあらためてみなさい」


    　男の肩関節を極きめたまま、目線だけをプリシラに向けて、和泉いずみが言う。今のプリシラは身分を隠してのお忍びの旅なので、念のため名前を伏せたのだろう。


    「さ、財布？」


    　和泉に言われ、プリシラは戸惑いながらもジャージのポケットをまさぐる。ポケットの中身を引っ張り出し、顔色を変えた。


    「ん……ぬおっ！　財布がないぞよ！」


    　プリシラはジャージのポケットの中身をすべて引っ張り出して唖あ然ぜんとする。


    「こういう手合いもいるようだからな。気を張らねば」


    　和泉は男の関節を極めたまま、もう片方の手で男の──スリの体をまさぐると、プリシラの財布を取り上げた。


    「すげえ、時代劇のお侍さんみたいだ」


    　よかった、ポンコツタイムではなくお侍さんタイムだ。


    　周囲の人々は、いきなり立ち回りをはじめた少女を怪け訝げんな目で見ていたが、やがて状況を飲み込むと、次々に拍手が起こった。
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    　自由時間が終わった俺たちは、男子部屋でクラスメート捜索についてのミーティングを行うことになった。


    　俺たちＡチームは、食べて遊んで土産みやげを買って、と商都の街を大いに楽しんだのだが、結論からいえば、クラスメート捜しは空振りに終わった。


    　和泉はスリを捕まえる立ち回りをやらかした後、街の人たちに大層ちやほやされ、結果的に昼食を振る舞ってもらうことにまでなった。


    　その席上で、


    「こういう服装をした人間を見かけませんでしたか」


    　と自分たちの制服を示して聞いてみると、実に呆あつ気けなく、


    「ああ、それなら見たよ」


    　という返事が返ってきた。


    　俺たちは色めき立ったが、すぐに落胆することになる。


    　俺たちがこの世界に初めてやってきたとき、初対面のプリシラがそうとすぐ気づいたように、俺たちが身に纏まとっているような学生服は、伝説に残る勇者たちの着ていた服として伝えられている。


    　紙芝居はもとより、人形劇や吟遊詩人の歌など、さまざまなかたちでその伝説は世間一般に親しまれている。


    　なかでも、この世界で最大の娯楽といえば演劇なのだという。


    　この商都のように大きな街であれば、年間を通じて旅芸人の一座も数多く逗とう留りゆうしており、加えて魔王が討伐された直後の今は百年に一度のかき入れ時らしい。


    　そして、かつてこの世界を救った勇者たちの物語を演ずる役者たちは、当然のようにその衣服を摸した衣装を身に纏まとっている。というより、俺たちに昼食をご馳走してくれた街の人々も、俺たちのことを旅芸人の一座だと思っていたらしい。


    　つまり、この商都でクラスメート捜しをする限り、制服を手掛かりとした方法をとるのはむずかしいということだ。


    「そっちは何か収穫は？」


    　俺はＢチームの知的ポジション担当である坂さか上がみに声をかけた。どうもぐったり疲れているようだ。


    「…………。今後二十年間におけるリニアモーターカー普及の可能性と、鍛えにくい腹斜筋をいかにして効率よく肥大化させるかという知見を得ることができてよかったと思います……」


    　坂上はうつろな表情で、ダメな社会科見学の感想文みたいなことを言う。


    「ああ……なんかごめん……」


    「あ……でも、あの……伝言を残しておくことができましたから……」


    「伝言、って？」


    　俺が問い返すと、坂上は答える代わりに、鉄くろがねへと視線をやった。


    「では僕から乗客のみなさまに説明させていただきます」


    「乗客ではないが、続けて」


    「都市部での待ち合わせ場所といえば、駅ですよね」


    「また駅の話か……」


    「携帯電話が普及して以降、その役割をほぼ終えてしまいましたが、一昔前まではどの駅にも伝言板というものがあり、待ち合わせなどのために使われていたものです」


    「おお、妾わらわそれ知っとる。シティハンターへの依頼を書くための板じゃろ」


    　昔の漫画に詳しいプリシラが即座に反応する。正直、俺もその使い方しか知らなかった。


    「人が行き交う街であればそのようなものがあるのではと思い、探してみたところ、町役場や酒場がそのような機能を果たしているということで、それぞれに伝言を書き残しておきました。多めに心付けを渡したので、三か月くらいの間は貼はり続けておいてくれるそうです」


    『緑みどりヶが丘おか高等学校二年一組、王都にて待つ。プリシラ王女を頼れ』


    　そういった文言を役場や酒場の伝言板に貼りつけておいたという。


    「なるほど、その手があったか。ロイヤルな身分の妾は直接には知らぬが、確かに下々にはそういう仕組みがあると聞く。冒険者が仲間を募ったり、不要になった道具の買い手を見つけたりにも役立つというの。要するに出会い系サイトとかネットオークションとかの機能も兼ねておるわけじゃな」


    「そのたとえはともかく、なるほど、能動的にこっちから捜すだけじゃなくて、貼はり紙を見つけた向こうからのアプローチも期待できるわけか」


    　実際問題、こっちから捜すだけではすれ違いも大いにありうる。となると、行く先行く先で自分たちのメッセージを残しておくことは有効に思える。


    「じゃあこの街に留まって捜すよりも、どんどん次の街へ向かったほうがいいのかもな」


    「ま、そう焦あせることもないじゃろ。しばらくこの世界の大都会というものを満喫するのもよいのではないか？　今日見て回れたのもこの街の一部じゃし」


    「そうね。クラスメートの情報だけじゃなくて、今後の旅のためにもこの世界の情報をいろいろと集めておきたいし、旅のための道具なんかもこういう大きな街で調達しておいたほうがいいと思うわ」


    　名実ともにリーダーであるクラス委員長の綾あやちゃんと、旅のスポンサーであるプリシラの意見が一致すれば、すべては決まったようなものだ。


    「んじゃ明日からはいよいよ、この商都をしゃぶりつくそうぞ。午前中はショッピングして、午後は観劇なんかいいんじゃないかの。あ、そいから飯なんじゃが、じつは今日散策しておったときにアタリをつけておいた食堂がの」


    　テーブルに広げた街の地図をあちこち指し示しながら、プリシラは次々とまくし立てる。誰もそれに異論を挟まず、おのおの、自由行動の予定を思い描いていた。


    　クラスメート捜しという目的はあるものの、やはり自分たちが旅行を楽しみたいという気分も大いにある。俺も地図を眺めながら予定を思い描いていた。


    　そのときだった。


    　何やら廊下にどやどやと人の足音が響き、それが俺たちの部屋の前で止まった。


    　宿の人間が何か所用で訪ねてきたのかと思いそちらへ視線をやると、ノックもせずにドアが開かれ、軽装の鎧よろい兜かぶとを身につけた男たちが室内になだれこんできた。


    　いきなりの展開に、思わず体が固まる。


    「兵隊……？」


    「我が国の正規兵ではないな。あの格好はこの街の自警団じゃ。いちおうここって自治都市じゃからの」


    　普段はアホそのものだが、瞬時に、冷静に相手の素性を読み取るプリシラはやはり大したものだ。


    　長い棒を持った兵士が扉の左右に三人ずつ、直立して並んだ。


    　その間から、恰かつ幅ぷくのいい中年の男が姿を現した。その身なりと、兵士たちの態度から、ひと目でその男が身分の高い階層の人間だとわかる。


    　男はおれたち一同にぐるりと視線を這はわすと、やがて一点に目を留めた。唇くちびるを歪ゆがめて、芝居がかった仕草で跪ひざまずくと、


    「お目にかかれて光栄でございます、プリシラ王女様。私はこの街の市長を務めております、バルザックと申す者にございます」


    　爬は虫ちゆう類るいのような冷たい眼光でプリシラを見据え、低く、野太い声でそう言った。


    　部屋の空気が一層ぴんと張り詰める。


    　王女──つまり、この男はプリシラがこの国の王女だと見抜いているらしい。


    　男のその態度こそ恭うやうやしいものの、全身からは油断のならない空気が発せられていた。


    「人違いじゃないですかぁー？　あたしぃ、ジュリアっていうんですけどぉ。いちおう、読モとかやってるんですけどぉ」


    　張り詰めた空気を薄めるように、プリシラはことさら軽い声で惚とぼけてみせた。バルザックも応ずるように、口の端はをさらに大きく歪めたが、その冷たい眼光は変わらない。


    「お戯たわむれを。王女様が、私がごとき下げ賤せんの顔を覚えておらぬも無理はありませぬ。しかし私めは王陛下の御幸に際し、また王都でのお目見えの栄に浴し、幾度も王女様のご尊顔をば拝しておりまする」


    「むう、がちゃがちゃとややっこしい言葉を並べおって。……わかったわかった、しらばっくれるのも面倒を生みそうじゃの。こんだけ人を動かしておるのも確信あってのことじゃろう。じゃが、なぜ妾わらわがここにいると知った。用件はなんじゃ」


    　プリシラがあっさり自分の身分を認めると、バルザックは目を細めて、眼球をわずかに部屋の隅へと動かした。その先には、和泉いずみの姿がある。


    「この街で起こったことは、どんな些さ細さいなことでも私の耳に入るようになっているのでございますよ。今日の昼、けちなスリを捕まえてくださったそうで。ふふ、街のダニを懲こらしめてくださったことには感謝いたしますが、少々目立ちすぎましたな」


    「目立ちすぎっちゅーて、あの程度の揉もめ事はこの街では日常茶飯事であろうに」


    　プリシラの言葉に、バルザックはさらに目を細めた。


    「人の出入りが激しい街なればこそ、目立つ流れ者に気を払うのは当然のこと。私めのような小者がこの地位を維持するには、ただただ細心と用心あるのみ、ということです」


    「むう……。この小者、かわいくないぞよ。貴様は妾の小者コレクションには入れてやらぬ」


    　プリシラの憎まれ口も、残念ながら何の痛つう痒ようも与えることはできないらしい。


    「供ともの数を見るに、お忍びの旅というのは承知しております。ですが、王族の方がこの商都を訪れたのに、素通りされては私の面目が立ちませぬ。市長としてもてなすのは当然のこと。どうか私のメンツを立てると思って、我が屋敷にお越しください」


    　言って、バルザックが立ち上がると同時に、居並ぶ兵士たちが緊張した面おも持もちで、手にした棒を握り締めた。おそらく捕り物に使うため刃のない獲物なのだろうが、その腰には鞘さやに入った剣も下がっている。


    「嫌じゃと言うても、聞き入れぬような顔をしておるのう」


    　いつになく硬い声こわ音ねのまま、プリシラが言った。


    「王女よ、どうする」


    　針のような声で和泉いずみが言う。その手には既に木刀が握られている。


    「よすんじゃな。こやつがその気であれば、既に宿の外も囲まれておるであろう。ひとまずは従う。じゃが、どうしてもというときは、おぬしと宗むな像かたで活路を開いてくれい」


    　小声で言うが、それはバルザックにもむろん届いているだろう。


    　俺も無力ながら、せめて幼なじみだけは守ろうと、武器になりそうなテーブルの上のシャーペンをポケットへと忍ばせた。


    「案内せい。じゃが、王女を呼びつけるからには、相応のもてなしがあるんじゃろうな」


    　あくまでも尊大な態度で──むしろ、必要以上に王女としての威厳を見せつけるように、プリシラは言った。


    　バルザック市長は再び跪ひざまずき、言葉を発さず、ただ深々と頷うなずいた。


    　その顔に、爬は虫ちゆう類るいのような笑みを貼はりつけたままで。
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    「うまっ！　相応のもてなしうまっ！」


    　プリシラは皿を抱かかえ込むように、目の前の料理にがつがつと食らいついている。


    「はっは、お代わりはいくらでもありますゆえ、落ち着いてお召し上がりください。お腹を壊されては陛下に申し訳が立ちませぬ。ささ、お供とものみなさまもご遠慮なく」


    「はあ……」


    　緊張した空気から一挙に脱力し、ご馳走にもあまり食指が動かない。


    　要するにこの市長は悪人でも何でもなく、プリシラに対して害意があるわけでもなく、ただ街の代表者として王族をもてなさなければメンツが立たないという、自己申告そのままの、単に顔が爬虫類に似ている街の名士ということらしかった。


    「いっや、これ幽閉されて政治利用されるパターンか、最悪殺されるパターンかと思うたぞよ」


    　口の端はを拭ぬぐいながら、プリシラが言う。


    「おお、なんとおそろしいことを。ご冗談が過ぎますぞ」


    「まったく、冗談ではない。私も絶対にあの『こやつはプリシラ様の名を騙かたる不届き者！』だの『プリシラ様といえど、ここで死ねばただの小娘！』だの言って襲われるパターンだと思ってワクワクしていたのに。普通地方を治める役人が、お忍びの旅をする貴人の正体に気づいたらそういう展開になるだろう」


    　時代劇脳の和泉いずみは不満そうに言う。ポンコツなう。


    「気にしないでください、この子、ちょっと虚構と現実の区別が曖あい昧まいなんです」


    「は、はあ……それはご愁傷様でございます……」


    　バルザックさんは心底気の毒そうに和泉を見やる。


    「まあ最悪そういう展開になったらこれを使おうと思っておったんじゃがの」


    　プリシラはジャージのポケットをごそごそまさぐると、黒みがかった水晶玉を取り出した。


    「あっ、それは……」


    　プリシラが手にしたそれは、王家の宝物庫『秘宝館』に所蔵されていた、『死にそうで死なない、ちょっと死ぬ禁きん呪じゆ』の封印された宝玉だった。叩たたき割ると封印されていた禁呪の力が解放され、周囲の人間が死んだり死ななかったりするという恐るべき宝具である。


    「お前これ持ってきてたのかよ……ふざけんなお前、没収だ没収！」


    「あっ、妾わらわのたからもの！」


    「人命に関わる宝物は没収だ！」


    　プリシラの手から宝玉を奪い取ると、丁重に鞄かばんへとしまい込んだ。


    「お前、こんなもんポケットに入れたまま歩いてやがったのか。街中で転んだら大惨事だぞ」


    「おー、それもそうじゃの」


    　印いん籠ろうの代わりに『死にそうで死なない、ちょっと死ぬ禁呪』が炸さく裂れつしていたことを思えば、この市長が悪代官じゃなくて本当によかった。
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    「今からでも遅くないから、何か不正とか見つけてみないか。そうすれば悪代官のほうにも理由ができるだろう」


    　時代劇的立ち回りを期待していた和泉いずみがしつこく食い下がった。


    「うーん、じゃあ、この街の会計帳簿とかチェックしてみる？　この国の税制がどうなってるか知らないけど、不正会計のパターンなんていつの時代もだいたい同じだからね」


    「そ、そうですよね。まともなことしてこんな大きなお屋敷に住めるわけないですよね……」


    　綾あやちゃんや坂さか上がみまで余計なことを言いはじめた。うちの女子チームはなぜ揉もめ事の火種を大きくしようとするのだろうか。


    「いやー、ぶっちゃけた話、商都って経済基盤もあるし、自治のための武力も持っとるしで、いつ独立しようとするんじゃないかといつもヒヤヒヤしとるんじゃよ。殺さぬまでも、妾わらわを監禁して王都との取引材料にされたらたまらんぞよ。父上も母上も妾には甘いからのう」


    「め、滅相もございません」


    「そういえばそうよね。特に魔王っていう人類共通の敵が倒されたこのタイミングって、独立戦争仕掛けるには絶好の機会よね。王様も今、国を空けてるみたいだし」


    「あ、あの、やっぱり海外との貿易がポイントですよね。明治維新の中心となった佐さ賀が藩はんや薩さつ摩ま藩は幕府の目を盗んでの海外との貿易によって力を蓄えたんです。ただこの商都は王都と目と鼻の先にあるので、お役人を抱き込むなりして細心の注意でもって」


    「や、やめよ！　リアルに革命の手て解ほどきをするのはいかんぞよ！　この世界の人間はみんな仲良しなんじゃ！　平和バンザイ、ピース！」


    「でも革命に際して本当に必要なのって武力やお金よりも世間的な空気、気運よね。うまく情報操作して王権イコール悪っていうイメージを」


    「あっ、妾って急に電車の話が聞きたいな！　北海道のローカル線の話とか超興味深いんですけど！　あと筋肉ってどうやったら鍛えられるのかな、ふっしぎー！」


    　プリシラの言葉とともに、二人の少年の眼に力強い光が宿った。自分の趣味の領域のことを語りだすと止まらないマニアの特性をうまく利用して、プリシラは強引に卓上の話題を逸そらした。


    「プリシラ、綾ちゃんだけは敵に回さないほうがいいぞ。綾ちゃんを怒らせると、市民革命起こされて王政が滅んじゃうぞ」


    　俺は小声でプリシラに囁ささやく。


    「お、おう……。そんな歴史を司つかさどる時計の針を無理くり早回しするような真ま似ねされたらたまらんぞよ。実は王族特有の直感で、一番敵に回したらいかんのは委員長じゃないかと思うておったんじゃよ……」


    　プリシラは若干引いた顔で綾ちゃんを見る。


    「それにしても、王女様のお供ともにしてはお若い方々だとは思いましたが、まさか伝説に残る異世界よりの客人神まろうどだとは……。いや、重ねて光栄でございます」


    「ふむ。ではあらためて妾わらわ直じき々じきに、こやつらのことを紹介してやろうかの」


    　プリシラは立ち上がると、まずは綾あやちゃんを指差した。


    「まずはこやつ、特に何もしてないのに司令塔的ポジションを確保しているにくい奴！　でもそういう奴が実は一番こわいもの！　クラス委員長、陣じん内ない綾！」


    「このたびは宴席にお招きいただきありがとうございます。クラスを代表してお礼を述べさせていただきます」


    「腹筋、胸筋、三頭筋の三拍子揃そろったパワーファイター！　噛かませ犬っぽさなら誰にも負けない筋肉のカタマリとはこいつのこと！　宗むな像かた力つとむ！」


    「ダブルバイセップス！」


    「メンバーの眼め鏡がね一点、愛読書が教科書というちょっとアレなところがむしろチャームポイント、クラス一の秀才にして妾の専属家庭教師、坂さか上がみ雪ゆき乃の！」


    「は、はじめまして。よ、よろしくお願いします……」


    「乗り換えアプリがあるならこいついらなくね？　的な世間の風潮もなんのその、異世界では完全に無意味な知識を極めた鉄道マニアの鑑かがみ、鉄くろがね道みち夫お！」


    「スイッチバック方式という電車の駆動方法があるのですが、これは坂道を」


    「武芸百般を修めたサムライガール！　客観的にみるとアホの子！　でも実はそのギャップがカワイイとか自分で思ってるのと違うか？　和泉いずみ刀とう香か！」


    「好きな言葉は成敗、嫌いな言葉は『天然に見せかけて計算でやってるんじゃないの？』だ！」


    「あと、これが沢さわ木き浩こう介すけ君です。よかったね。以上」


    「ちょ待てよ！」


    「え、なんでこのタイミングでキムタクの真ま似ねしたんじゃ？」


    「してねーよ！　じゃなくて、俺の紹介もこう、もうちょっと何かあるだろ！　俺も何か工夫した紹介しろよ！」


    「ええ……？　がんばりやさんです。掃除もまじめにします」


    「そういう小学校の先生が特徴のない生徒の通信簿に添える一言コメントみたいなやつじゃなくて！　ちゃんと俺という人間の個性をプロモーションしてくれよ！」


    「えー、でも別にこれ以上の情報ないし」


    「なんかあるだろ！　頑張れよ、絞り出せよ俺の個性！」


    「あのなあ、個性ちゅーものは滲にじみ出るものであって、本来備わってない個性を無理くり絞り出すと、切羽詰まったマイナー地下アイドルのプロフィール欄みたいなきっついことになりかねないんじゃぞ？　『出身はアンドロメダ銀河の群馬県、尊敬しているアイドルは中なか臣とみの鎌かま足たりさん、将来の夢はふわふわの綿菓子さんになることで、趣味はりんごさんに釘を打つことです！　きらりんっ☆』みたいなのが個性でよいのか？」


    「ないよりはいい」


    「そこまでの覚悟があるのなら……。じゃあやるから立って。市長、すまんの。一回だけ付き合ってやって」


    　むかつくことを言うプリシラに促されながら、俺は立ち上がってその言葉を待った。


    「そしてトリを飾るのは！　洗ってない犬の匂いは特にしない、沢さわ木き浩こう介すけ！」


    「ふふ、洗ってない犬の匂いがすると思ったか？　しないぜ！　──っておいこら！　誰が犬の匂いやねん！　ていうかしないんなら言わなくていいだろ！　その情報いらねえよ！」


    「……」


    「……」


    　そのとき、その部屋が悲しみにつつまれていることにボクは気づいたんだ。


    「……あ、うん。今のはノリツッコミといって、異世界の話芸におけるテクニックらしいんじゃが、まあ見てのとおり、テクニックのないやつがやると場が微妙な空気になるという諸もろ刃はの剣つるぎなんじゃよ。うん、妾わらわのフリもよくなかったね、ごめんね。ソーリー」


    「やめろ、解説することによって傷口を広げるのはやめろ。謝るのもやめろ」


    「プリシラの言うとおり、後半のノリツッコミ部分が蛇足だったんじゃないかな。途中で意味なく関西弁になったのもよくなかったのかも。浩介ってあんまりはしゃぐの得意じゃないもんね、叫びツッコミは向いてないのよ。ボソッと皮肉を言うくらいのほうがいいんじゃない」


    「やめろ幼なじみ、詳細な分析もやめろ」


    「……うぐ、……ぶふっ……！」


    「やめろ坂さか上がみ、盛大に滑ったのがむしろツボに入った的なのもやめろ」


    「な、なるほど。はっはっは、これは愉快ですなあ！」


    　さすが爬は虫ちゆう類るいのような顔で市長に登り詰めた男、わざとらしく笑い声をあげながら手を叩たたくが、その乾いた音が余計に虚むなしさを煽あおる。


    「とにかくこの六名が、妾の手足となって旅をサポートする、特攻野郎Ｐチームのメンバーじゃ」


    「そんなオモシロチームに加入したおぼえはないぞ」


    「あと何人か城のほうに残っておるんじゃがの」


    　プリシラが言い、俺も城に残った面々の顔を思い浮かべたときだった。


    「市長！　ご歓談中失礼致します！　じつはたった今、俺は別の世界からやってきたのだと言い張る不審者が屋敷の前で騒ぎを起こしておりまして。仲間が中にいるはずだから屋敷に入れろと騒いでいるのですが、いかが致しましょう」


    「待ってください、それってもしかすると俺たちの仲間かもしれません！」


    「何ですと？」


    「そいつは男でしたか、女でしたか。どちらでもいいんですが、俺たちのような服を着ていませんでしたか！」


    「まず一つ目の質問に関してですが、男だと断言できます。二つ目の質問ですが、答えはノー。あなたたちのような服は着ていませんでした。そして、私たちのような服もね」


    「なんじゃそのハリウッド映画の字幕みたいな、情報を小出しにする言い回しは」


    「彼は全裸でした」


    「ワーオ」


    　プリシラがハリウッドリアクションをとった。


    「その人は知ってるけど知らない人です。ただ、参考までにもうちょっと情報をいただけますか」


    「ええと、奴はどこからともなく屋敷の前に現れました。そして、あくまで自然体のまま『あ、ちょっと中で友達と待ち合わせしてるんで入っていいですかいいですよね入りまーす、え？　これ？　ファッション』みたいなフランクな感じで現れたので、まあ普通にみんなで羽交い締めしましたね。だって裸だもん」


    「ですよね」


    「そしたら大声で啖たん呵かを切りはじめましてね」


    　──『ほう、あくまで俺を罪人というか！　よかろう、ならば貴君らのなかで、人生において一度たりとも全裸になったことがない者のみ、俺に縄を打つがよい！』


    「などと言い放ち、あまりの迫力、威い風ふう堂どう々どうたる振る舞い。私も長いことこの仕事をしておりますが、ああいった男を春先以外で見たのは初めてです。一瞬マジで妖よう精せいかと思いましたよ」


    　春先にはわりといるらしい。


    「それで、どうしたんです」


    「まあそんなファンシーな理屈が通るなら自警団なんていりませんしね。普通に留置場にインしましたけどね」


    「ですよね」


    「というかもうあやつは裸芸の達人とかではなく、単なる裸関係の犯罪者ではないのか」


    　否いなめないが、とにかくあいつはタフだからまたどこかで生き延びるだろう。


    　今はさらば、友よ。


    「こうなると、城の様子もちょいと気になるの。あとで連中に伝話してみようかの」


    　プリシラがナチュラルに言った言葉を、俺は聞き逃さなかった。


    「プリシラ、ちょい待ち。電話？」


    「んむ、伝話」


    「……いやいや、確かにスマホは持ってきてるけど、それ以前にこの世界に電話会社も電波塔もないだろう」


    「あん？　何言うとるんじゃ」


    　怪け訝げんな顔をするプリシラと意見を摺すり合わせた結果、どうやらこの世界には魔法技術による遠隔通話を行う「伝話」なる技術があるということがわかった。


    「音声を送るというのはかなりの魔力を消費するでの。そこそこ大がかりな魔術的装置を必要とするため、現在の魔法技術では一家に一台とはいかぬ。そこそこの規模の街を治める領主や大商人の邸宅、あるいは公的施設にあるというくらいじゃの。ま、妾わらわくらいの王族ともなれば、部屋に専用伝話があるんじゃがの。市長よ。商都の顔役ともなれば、伝話の一台くらいこの屋敷にもあるんじゃろ？」


    「もちろんでございます。どうぞお使いになってください」
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    　右手を、表面によくわからない呪じゆ文もんが描かれた水晶玉のような装置に当て、


    「もしもし？」


    　とプリシラが呼びかけた。この世界でも、通話の枕は「もしもし」らしい。


    「もしもし、妾じゃけど」


    　再びプリシラが呼びかけると、ややあって、


    「妾？　誰じゃおぬし」


    　と、室内に声が響いた。どうやら向こう側の声は部屋全体に聞こえるらしい。


    「おー、通じた通じた。念のため[image: ]きくが、そっちに大臣などおらぬじゃろうな」


    「おらぬが、それよりお前は誰じゃ。いたずら伝話なら切るぞよ」


    　受話器の向こうからも、プリシラの声がする。正確には替え玉としてプリシラになりすましている、我らがクラスメートにして演技の天才、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみの声だ。


    　しかしこうして目の前にプリシラがいても、どっちが喋しやべっているのか一瞬わからなくなるほど、同じ声こわ音ねだ。これはうつしみの杖の力か、はたまた川中島の演技力のなせるわざなのか。


    「じゃから妾じゃってば、わかるじゃろ」


    「あやしい……きさま、妾わらわ妾わらわ詐さ欺ぎではあるまいな」


    「あほかっ！　どこの世界にそんな限定的ななりすまし詐欺を仕掛けるやつがおるんじゃ！　妾じゃ、プリシラ王女じゃ！」


    「ははは、馬ば脚きやくを現しおったわ。世界で一番聡明でプリティな王女、プリシラちゃんはここにおる。相手が悪かったの、どうせ還付金が入るからいったん送金せよとかそういう手合いであろう」


    「じゃからおぬしは替え玉で、本物は妾じゃっちゅーのに！　だいたい税金もらう立場の王女相手に還付金詐欺を仕掛けてどうすんじゃ！」


    「ストップ、ちょっと代われ。お前だとどっちが話してるのかわからなくなってくる」


    　俺は興奮するプリシラを伝話の前から押しのけ、代わりに水晶玉に掌てのひらを当てる。


    「これ、俺でも喋しやべれるんだよな？」


    「手を当てとる者の声がむこうに届く仕組みじゃ」


    「喋り方は電話と同じでいいんだよな……？　もしもし？」


    「お？　男の声じゃの、お前誰？」


    「沢さわ木きだよ、沢木浩こう介すけ」


    「誰じゃそれ、知らんの～」


    「本物もそういうことを言いそうなのがむかつくが……俺だよ、クラスメートの沢木だよ」


    「くらす？　なんじゃらほい。妾わらわはそんなものに所属した覚えはないの～」


    　平然とプリシラの部屋にある伝話に出ているあたり、特に正体が露見することもなくやっていられているようだが、ひょっとしたら役に入り込みすぎて川かわ中なか島じま真ま弓ゆみとしての人格が奥に沈んでいるのかもしれない。川中島は役その者になりきる憑ひよう依い型の天才役者だが、役に入り込みすぎて役と同化してしまうことがたまにあるのだ。


    「じゃあ、仲村渠なかんだかりそこにいるか？　丸まる山やまや藤ふじ崎さきでもいい」


    「んにゃ？　なんじゃ、だかりんの知り合いか。ちょっと待っておれ」


    　向こうで何かゴソゴソ音と取り次ぎの音がする。


    　すぐに先ほどとは別の声が聞こえてくるようになった。


    「沢木？　代わったよ、あたし、仲村渠」


    「おお、仲村渠、そっちはどうだ？　川中島はちょっと話が通じなくって」


    「あー、ダメダメ。今の真弓はがっつり役に入っちゃってるから。ま、それだけに替え玉がバレずにうまくやってけてるけどね。あー、ただあんたたちが出発した直後に、宝たから田だちゃんが脱獄してプリっちを、つーか真弓を人質に取ってさ。あれはマジ焦あせった」


    　宝田舞まい。


    　二つ名をハイファンタジー宝田。


    　あいつは俺たちとは別行動で、今もこの世界のどこかを旅しているはずだ。あの性格だから、どこかでトラブルを巻き起こしていなければいいのだが。


    「実は宝田とは道中で再会してさ。いや、またどっか行っちゃったから行動は別なんだけど。そういや、宝田が脱走したことで何かマズいことにはなってないのか」


    　牢ろう獄ごくから脱走を図ったばかりか、逃亡のために一国の王女を盾たてにしたのだ。宝田本人はうまく逃げきったようだが、残ったほかのクラスメートが、宝田の一味として見られることで城内での立場をあやうくしていないだろうか。


    「いやー、べつに。宝田ちゃんが城の人間を傷つけたわけでもないし。馬を盗んだくらいで。そういや大臣が、『どうせ人質にとるならついでに腹にワンパンくらい入れてくれればよかったのに……』とかあとでブツブツ言ってた」


    「あいつまじ帰ったらしばく」


    　プリシラ（本物）は大臣への呪じゆ詛そを呟つぶやいた。


    「まあ、あとで王様とかにバレたらちょっと衛兵さんたちの立場がマズいかもしんないってんで、宝たから田だちゃんの一件は、お城の中ではなかったことになってんよ。ま、なんせ人質に取られたのも真ま弓ゆみだしね、当の王女がなかったことにしようとしてんだから楽勝よ」


    「じゃあ、特にそっちの暮らしは問題ないって感じか」


    「あー、あたしらはね」


    「え？　ってことはほかの……丸まる山やまが何か？」


    　丸山琢たく郎ろう。


    　デジタル・アナログを問わず、あらゆる遊戯をこの世界にも持ち込んできた生きっ粋すいのゲーマー。修学旅行の宿でまでゲームを続ける、あのタイプのクラスメートのエクストリーム版である。


    「や、丸たんは変わんないよ。部屋でずっとゲームしてる」


    「さすがにあいつはブレねーな」


    「ああ、つーかむしろほかの魔導師だとか将軍だとかも部屋に入り浸るようになって、みんなでギャルゲーやってる。ほら、電気供給するのに雷の魔導師だかってオジさんいたじゃん？　あの人の同僚が集まるうちに、そんな感じになっちゃったみたいでさ。どのキャラに告るかで揉もめて、魔法使ってリアルファイトしてんの。どっちがゲームだっつーの、うける。時魔導師は時間止めてリセット押したのがバレてボコられてるし」


    「……まあ平和ならいいか。じゃあ、問題ってのは……」


    「そ、雨降って地固まるっつーか、修しゆ羅ら場ばってメイド固まるっつーか。あのあと着々と藤ふじ崎さきハーレムが拡張されつつあるんだけど、あれマジで何とかしたほうがいいと思うよ？　王様でもないのに王宮内にハーレム作っちゃまずいっしょ」


    「ある意味、あいつが一番冒険してんな……」


    　ファッションヤンキー藤崎大たい我がは、こちらの世界に来てから年上キラーのスキルをいかんなく発揮している。このまま異世界の土になればいいのに。


    「あと、なんか近くの村から王女宛に素朴な味のカステラが献上されてきたんだけど、あんたたち関係ある？」


    「ああ、それは……クラスメートの佐さ々さ木きってわかるよな？　話すと長くなるんだけど、じつはあいつもこっちの世界に来ててさ」


    「あー、わかるわかる。喋しやべったことはないんだけど、確かあの背が百九十センチくらいあってがっちりした体型で、セパタクローが趣味で、お弁当によく豚足が入っている、髪型が弁髪の女の子でしょ？」


    「うん、全然違う。つーかクラスに豚足囓かじってる巨漢で弁髪の女子がいたら明確に覚えてるだろ。つか、それは隣のクラスの佐さ木きさんだ」


    「あー、そうだっけ？　じゃあ知らね」


    　頑張れ、佐さ々さ木き。俺も頑張る。


    「そっちはどーなの、旅。うまくいってんの？」


    「いろいろあったけど、何とか商都って街に辿たどり着けたところだよ。ただクラスメートの手掛かりは全然なくって、これからどうしようかなと」


    　ただ現状報告のつもりだったのだが、仲村渠なかんだかりはこんなことを言いだした。


    「だったら、あたしがアタリをつけたとこ行ってみたら？」


    「アタリって、何か情報あったのか？」


    「自分では覚えてないんだけどさ、プリっちによると、あたしたちって流星とともにこっちの世界にやってきたんでしょ？」


    「ああ、そうらしいな」


    「こっちの世界でも流れ星自体はそんなに珍しくはないみたいなんだけど、流星が観測された時期とこの世界での異変が一致してたら、ひょっとしたらそれってあたしたちのクラスメートの誰かがこっちの世界に来た証なんじゃないかって思ってさ。んで、大臣に頼んで王宮の天文学者を紹介してもらって、そのネットワーク使って世界中の流星を調べてんだけどさあ」

  


  [image: ]


  
    　宮廷にいながらにして、このすばらしいはたらき。ギャルは本気出せばできる子、ギャルは本当は善人、というインターネット上にはびこる神話を体現する仲村渠なかんだかりさんであった。


    「おお、だかりんはできる子！　沢さわ木きアウト、仲村渠イン！」


    　プリシラは声の響く天井を見上げて言うが、幸いというべきか、その言葉は向こうには届いていない。


    「なかなか都合よくそんな現象も見つかんなかったんだけど、いっこ気になる情報があってさ。もし次の目的地が決まってないんだったら、商都だっけ？　そっからそんなに遠くないし、まずはそこに行ったらどうかと思って」


    「それって、どんな話なんだ？」


    「んーとね、流星が降った時期とほとんど前後して、その地域にとある魔物が出没するようになったんだって」


    「魔物が」


    　佐さ々さ木きの一件でも、佐々木がこの世界にやってくると同時に、ゴブリンの活動が変化したということがあった。こっちに来たクラスメートの誰かが、なんらかの形でその魔物に影響を与えたということが考えられるかもしれない。


    「で、その魔物ってどういうやつなんだ」


    「うん。いかにも王道、って感じなんだけどさ。ゲームあんましやらないあたしでも知ってるくらいの大メジャーモンスター」


    　仲村渠は少しタメをつくって、世界一有名なその魔物の名を告げた。


    「ドラゴン」

  


  
    



    　　　二章　たくさんのお土産みやげを買おう


    



    　たいへん親切な市長の計はからいで、俺たちは四頭立ての立派な馬車に揺られながら、ドラゴンが現れたという村を目指していた。商都を楽しみたいという気持ちもあるが、やはりクラスメート捜しは優先したい。


    　何より、これはドラゴンに会えるチャンスだ。


    「プリシラ、参考までに聞きたいんだけど、ドラゴンってどれくらい強いもんなの？」


    「そうじゃのー。ひと口にドラゴンちゅーても、種族も多くてピンキリでの」


    「まあそうだよな。いろんな種類のドラゴンを集めるゲームもあるもんな」


    「おぬしらにわかりやすいようスナック菓子にたとえると、うまい棒くらいの種類がおる。うまい棒という総称で呼ばれていながら、チーズ、めんたい、なかにはチョコなどという変わり種もあるように、竜もまた」


    「待て。むしろ俺らもうまい棒の全貌は把握しきれてないんで、それ以外のものでたとえてくれ」


    「うまい棒以外で……？」


    　プリシラは腕組みをして目を閉じると、左右にゆらゆら揺れはじめた。うまいたとえを考えているらしい。


    「ガリ……」


    「ガリガリ君もダメだ」


    「難題じゃの……そうじゃなあ、ひと口に猫科の動物っちゅーても、三毛猫から虎やチーターまで幅広いじゃろ？　あんな感じ」


    「むしろなんで一回うまい棒にたとえたんだよ」


    「戦闘力もピンキリで、一番弱い竜族なら、トカゲに毛の生はえたようなもんじゃ。中型犬くらいの大きさのトカゲだと思えば、おぬしらでも倒せんことはないじゃろ。でもって、今回向かう先で目撃されたドラゴンっちゅーのは、村人の目撃談のそのまた伝聞じゃから断言はできぬがの、ちょいとした視聴覚室くらいの大きさをした竜だそうではないか。竜の格ちゅーのは基本的に体たい躯くの大きさに比例するからの。そんだけでかいと、いわゆる巨竜といわれる上位の竜じゃと思うぞよ」


    「じゃあ、俺たちが倒すのは無理っぽい？」


    　俺が言うと、プリシラはあきれ顔をつくった。


    「……あのなあ、どういう脳の構造してたらドラゴンさんに勝てると思えるんじゃ」


    「いやでも、ドラゴンに怯おびえる人々を救うのって、王道中の王道っつーか、一周回ってむしろアリって感じじゃね？」


    「つい先日も、ゴブリン程度の魔物さえ倒しきらんかったことを忘れたのかや？　それともキミは将来の夢がひき肉なのかな？」


    　確かにプリシラの言うとおり、俺たちは先日、とある事情でゴブリンの一団と対立することになったのだが、まともに戦って打ち破ったわけではなかった。


    「いちおう言ってみただけだよ。でも、具体的にはどんくらい強いもんなんだ？」


    「どんくらいって言われても難しいんじゃがの。上位の竜になるともう一種族一匹ずつ、みたいな感じで幅広いからのう」


    「確かに中ボス的なドラゴンは同じ種類は二匹出てこないが」


    「それに上級のドラゴンなど妾わらわも文献でしか知らぬでな。ま、そうじゃの、お主らの世界でいうと、上位の竜の強さを竜退治の文献に残る記述で判断するならば……、だいたい二千七百ヒクソン・グレイシーくらいかのう」


    「強つええことはわかるけどわかんねえよ」


    「確かにヒクソン自体の強さが幻想のベールに包まれてわかりにくいからの。ホイス・グレイシーでたとえたほうがよかったかの？」


    「単位をグレイシー一族から変えてくれ」


    「ハイアン・グレイシーでもだめ？」


    「もっとわかんねえよ。つーかこの世界にヒクソン関連の知識を伝えた客人神まろうどの時代は格闘技ブームだったかもしれないけど、今はそうでもないんだよ。俺もじつはヒクソンの現役時代を知らない世代だし」


    「まじか。それは残念じゃの」


    　ヤンキーは基本的に格闘技が大好き。プリシラもその例に漏れないらしい。


    「んじゃ、お前らの世界でいうと、そうじゃの～、イタリア軍の八分の一くらいは強いんじゃないかの」


    「イタリアって言われるとそれほどでもないような……。いや、近代国家の軍は基本超強いはずなんだけども」


    　というかプリシラがイタリア軍の強さをどれだけ正確に把握しているかもあやしいものだが、まあ無む茶ちや苦く茶ちや強いということは間違いないのだろう。


    　というか、じゃあヒクソンが二万二千人くらいいたらイタリアに勝てるのか？　やっぱりヒクソンってすげーな。


    「その村を脅かしておるのがどれほどの力を持ったドラゴンかは知らぬが、基本的には強さは大きさに比例するからの。話によると相当に大きな、いわゆる巨竜だというではないか。そんだけでっかいドラゴンを倒せるなどとはゆめゆめ思わぬことじゃな。そういうのは伝説の勇者さんのお仕事であって、修学旅行生が観光の片手間にやることではない。修学旅行で北海道に行った先でヒグマが出たからというて、自分たちが退治しようとするアホがおるか？」


    「言われてみりゃ、それもそうだが」


    　前回は猿で、今回はヒグマか。


    「──だが、実は妾わらわもその山に棲すむドラゴンというのには興味があるんじゃよ」


    「へえ。別にドラゴンなんか珍しくないとか言うのかと思った」


    　王都の周りを飛んでいる飛竜は俺たちも何度か見たことがある。もちろん俺たちにとっては大いなる衝撃だったが、プリシラにとっては日常の風景らしかった。


    「単なるドラゴンであればさして興味はないがの。場所がちと気になるんじゃよ」


    「場所ってーと、そのドラゴンに脅かされてるって村がか」


    「村っちゅーより、ドラゴンが棲むという山のほうじゃな。村自体は昔から林業を主な産業とする、寂さびれた小さな村なんじゃがの。じつは妾の祖先が魔王を倒したとき、とある竜の助力を得たという言い伝えがあるんじゃが」


    　俺たちはこの世界についた日、プリシラてずからの紙芝居で、千年前の客人神まろうどと、彼とともに旅をして世界を救ったマイルドヤンキーたちの物語を聞いた。その世界を救ったパーティの一員であるマイルドヤンキーこそが、誰あろうプリシラのご先祖様であるという。


    「伝承によれば、ご先祖様とその竜が出会うたのがまさにその山らしい。じゃから妾も機会があれば、ご先祖様の足跡を訪ね、もしまだその竜が生きておるのであれば会うてみたいと思っておったんじゃよ」


    「生きていたらって、確か千年も前の話だろ？」


    「高位のドラゴンはゆうに千年を超える長寿だというからの、あり得ぬ話ではない。それにたとえ竜がおらぬとも、由緒ある史跡を巡るというのはこれ修学旅行の基本じゃろ」


    　俺たちの世界に置き換えるなら、源みなもとの義よし経つねが天てん狗ぐに鍛えられたという鞍くら馬ま山やまを訪ねるようなことだろうか。しかも、この世界では天狗がまだ生きていて実際に会える可能性まであるのだ。


    「でも、今度のドラゴンは、村を襲って人間を苦しめてるんでしょう？　人間と敵対してるわけよね。一方で、その伝説のドラゴンはプリシラのご先祖様に協力してくれた。ということは人間の味方なわけでしょ。人間への態度が正反対じゃない」


    　綾あやちゃんの指摘に、プリシラも頷うなずく。


    「まあの。別の個体と考えるのが自然ではある。しかし、千年近く前のことじゃからな。人間とてわずかな期間で別人のように変心することもあるじゃろ。夏休み前には地味でマジメだった図書委員のあの娘が、夏休み明けにはどことなく垢あか抜ぬけてエロいオーラを放っていたりすることもあるじゃろ。中三の春休みには木ぼく訥とつだが努力家な野球部の控え部員だった彼が、高一の入学式にＥＸＩＬＥに独自の解釈を加えたようなはっちゃけた格好で間違った高校デビューをしてしまうこともあるじゃろ」


    「たとえの味つけが濃くて何の話だったか見失いそうになったぞ」


    「ドラゴンじゃよ、ドラゴン。千年前、人間に助力をしてくれたドラゴンが、千年の間に人間を見限っておってもなんら不思議ではなかろう」


    　そうだ、ドラゴンの話だった。


    「千年……か」


    　口に出してみたが、その歴史の重みは俺には想像もつかなかった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「寂さびれた小さな村……じゃなかったのか？」


    　馬車から降りてあたりを見渡すなり、俺はプリシラにそう[image: ]きいた。


    「……そのはずなんじゃがのう。たまたま村祭りか何かの日なんじゃろか」


    　プリシラも腕組みして首を捻ひねる。


    　時間はちょうど昼時で、金色の陽光が村の隅々まで降り注いでいる。


    　その広さは商都とは比べようもない小さな村だったが、村の中を多くの人が行き交い、辻つじ々つじには商都と同じようにいくつかの露店まで出ている。さすがに大道芸人や路上音楽家の類たぐいこそいないものの、プリシラが村祭りなのではと言ったのも頷うなずけるほど賑にぎやかだった。


    「ひょっとして、ドラゴンはもう既に倒されたということなのではないか？」


    　あたりの喧けん噪そうを見回しながら、和泉いずみが言った。


    「なるほど。村を苦しめていたドラゴンが倒されたとなれば、お祭り騒ぎも当然か」


    「それは一理あるのう。ということは、行き違いになってしもうたかもしれぬということか」


    　和泉の説に説得力があるのは、すれ違う人々のどの顔も非常に明るかったからだ。


    　先日訪れた、ゴブリンに脅かされていた村では、村人の顔は一様に暗かった。ゴブリンはまだ食べ物を奪っていくくらいで直接命を脅おびやかしてくるような魔物ではなかったが、それでも村人たちの顔色には魔物に生活を脅かされる辛さが滲にじみ出ていた。


    　ドラゴンともなれば、その恐怖はゴブリンの比ではないだろう。


    　ところが行き交う人々のその表情は、現在進行形でドラゴンに脅かされているとはとても思えなかった。


    「とりあえず、まずは宿を取りましょう。そこで村の人に話を聞けばいいじゃない」


    「ん、そうじゃの」


    　とプリシラが足を止めたところがまさに宿屋の前で、飛び込んだ先の宿の主人は明るい顔で俺たちを歓迎してくれた。


    　プリシラの差し出した金貨のおかげもあるだろうが、先日泊まった村の宿の侘わびしい印象とは対照的といえた。


    「二部屋となりますと、それぞれ右と左の突き当たりのお部屋と離れ離れですが、ようございますか。生あい憎にくほかのお部屋は満室でして、その二部屋もたまたまちょうど空いたくらいのもので」


    「男子部屋と女子部屋二つが確保できれば問題ないぞよ。にしても、宿が満室とは繁はん盛じようしておるようじゃの。妾わらわたちのほかにも滞在しておる旅人がおるのか」


    　プリシラが問うと、宿の主人は満面の笑みで首しゆ肯こうした。


    「それはもう。数多くの冒険者様がドラゴン退治に挑もうと、連日連夜、この村に押し寄せておりますから。空き家や倉庫を改装して、それでも追っつかずに先月新しく宿を建てたくらいでございまして」


    　どうも俺たちが行き合った人々は村人ばかりではなく、俺たちと同じように遠くからやってきた旅人も大勢いたということらしい。


    「待て、あるじ。ということは、この村を脅おびやかしておる竜というのはまだ生きておるのか」


    「それはもちろん。あの、お客様方もドラゴンを目当てにいらしたのではないのですか？」


    「……目当てと言えばそうなのじゃが」


    「いやあ、大きな声では言えませんが、ドラゴン様々ですよ。私は生まれも育ちもこの村ですがね、こんなに景気がいいのは初めてです」


    　宿の主人の言葉に、プリシラの表情に浮かぶ困惑の色が増す。


    　どうやら、事態は俺たちが思っていたのとは違った様相を呈しているようだった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　宿で少し早めの昼食をとると、俺たちは村の中を散策することにした。


    　広さとしては先日のゴブリンとひと悶もん着ちやくあった村と大差ないのだが、あらためて周りを見ながら歩いていると、村の雰囲気がまったく違う。


    　気候風土の違いか、畑が少ないなどということもあるのだが、何より人々の活気が違っていた。村人でなく旅人相手にものを売っていると思われる店も多い。なかでもよろず屋と称する道具屋は非常に大きく、商都のそれに勝るとも劣らないほど数多くの品々が並べられていた。


    　道具屋というより、観光地の土産みやげ物もの屋といった雰囲気がある。


    「こういうとこのポーションは高いんじゃよな」


    　プリシラが棚に並んだ瓶びんを手に取りながら言う。


    「観光地のジュースは高い、みたいな話はこっちの世界でもあるのか」


    　俺も店内を見回してみると、ポーションやらやくそうっぽい植物が詰まった瓶、剣や盾たてなどの武具など、いかにもＲＰＧの道具屋で売っているような品々も置いてあるのだが、それに交じって置物やらお菓子やらが並んだ、もといた世界の土産物屋のようなコーナーもある。


    　俺が手に取ったのは親指くらいのサイズをした竜の彫刻で、端に空いた小さな穴に紐ひもが通してある。


    「何だろこれ」


    　誰に言うでもない独り言だったのだが、店主の耳に届いていたらしい。


    「それは根ね付つけですね」


    「ネツケ？」


    「飾りですね。財さい布ふにつけていただいたり、剣の柄えにつけたりする方もいらっしゃいます」


    「江戸時代の日本にもあったと聞く。財布とか刀の柄とかにつけてたらしい。うん、木刀につけるのも悪くないな」


    　和泉いずみは竜の根付を手に取って、自分の木刀と合わせてみている。


    「要するにキーホルダーや携帯ストラップみたいなものか。どこの世界でも、観光地の土産みやげ物ものは似たようなものなんだな。お、坂さか上がみは何を買ったんだ？」


    　坂上は既に何かを購入したらしく、店主に包んでもらっていた。


    「えへへ、私はペナントを買いました。あと、ドラゴンが鮭さけをくわえている木彫りの置物を」


    　言われて棚を見てみれば、確かに観光地土産の定番、ペナントや木彫りの置物が並んでいた。


    「……もとの世界でも、こういう土産物って誰が買うんだろうと思ってたけど、ちゃんと需要はあるのか」


    　ちなみに俺たちの旅の費用はすべてプリシラ持ちである。しかし、旅の途中の買い食いや土産物などの小さな買い物までいちいちプリシラに伺いを立てるのはお互いに面倒だし気兼ねするということで、それぞれがこの世界に持ってきた私物をプリシラが買い上げたというかたちで、自由に使える金をいくらかは持っている。


    　せっかく異世界を観光するのだから、俺も何か土産の一つも買っておきたいのだが、あらためて買うとなるとどうも目移りして、これといったものが決まらない。


    「クッ……筋トレ道具が売っていない……！」


    「だからお前は旅行先で筋トレ道具を買おうとするな」


    　宗むな像かたは無念そうに、結局干し肉を買っていた。重いものが買えないならタンパク質ということらしい。


    「妾わらわは父上と母上へ何ぞ土産を買おうかのう。城の連中にも何か土産を買ってやろう」


    「お、意外と気が利くじゃないか」


    「王女たるもの家臣への気配りができんとな。店主よ、オススメの土産物などないかの。金に糸目はつけぬぞよ」


    　プリシラがカウンターへ無造作に置いた金貨を見た店主は、ほくほく顔でカウンターに商品を並べはじめる。異世界の土産物には俺も興味があるので、プリシラと並んでその品々を見せてもらう。


    「食べ物ですと、ドラゴン饅まん頭じゆう、ドラゴン水、ドラゴン煎せん餅べい。ただしドラゴン煎餅はドラゴン用の食べ物ですのでお召し上がりいただけません」


    「鹿煎せん餅べいかよ」


    　とつっこんだところで、こちらの世界の人間には伝わらないのだろうが。


    「じゃあドラゴン饅まん頭じゆうやドラゴン水は何がドラゴンなんですか？　なんかこう、マジックアイテム的な効果はあるんですか？」


    「いやあ、ただの饅頭や水にドラゴンってつけるだけで、割り増し価格でもアホな観光客が買っていくんですから魔法みたいなものですよね！」


    「……確かにそういう商売も観光地ならではだが、随ずい分ぶんと世せ知ち辛がらい魔法だ」


    　そしてその正直さで商売をやっていけるのか、店主よ。


    「あと武器や防具ですと、ドラゴンスレイヤーとかドラゴンシールドもありますね。こちらドラゴンに挑まれる方にお勧めしております」


    「あっ、それはちょっと欲しい」


    　壁にかかったドラゴンスレイヤーとドラゴンシールドはいかにもといったデザインで、少年の心を強くくすぐるものだった。俺が中二だったら飛びついていたかもしれない。


    「そんな武器と防具は一切いらんから、饅頭と煎餅を包んでくれい！」


    　プリシラはカウンターに身を乗り出すようにして言う。


    「ＲＰＧにあるまじき買い物の仕方だ」


    「じゃからゲームと現実を混同してはいかんというに。だいたい修学旅行先で買うなら武器や防具より饅頭と煎餅じゃろ？」


    「修学旅行先で木刀を買う奴もいるがな」


    　その木刀を持った和泉いずみは、壁にかかったドラゴンスレイヤーを眺めていた。正直、俺もちょっと欲しい。あとでこっそり買いに来ようかな。


    「それから、カジュアルな防具をお求めでしたら、ドラゴンのイラストが入ったＴシャツやポロシャツも取り揃そろえてございます」


    「Ｔシャツはカジュアルな防具というより普段着なのでは……」


    　俺はとりあえずドラゴンＴシャツを広げてみたが、本当にただのＴシャツで、カッターナイフを防ぐ防御力さえなさそうだ。


    「いや、でもよく考えたらＲＰＧに出てくる『ぬののふく』ってこういうやつのことか」


    　しかし、それはそれとしても、デザインが神話として語り継がれそうなくらいダサい。さすが観光地の土産みやげ物もの。一ケタ台の防御力アップと引き替えに、人間として大事なパラメータがぐんぐん下がりそうな恐るべきデザインだ。


    「沢さわ木きよ、喜べ。妾わらわがそのクソダサＴシャツを買うてやるぞよ！」


    「着ねえよ！　たとえ防御力が『はがねのよろい』よりあったとしても着ねえよ！」


    「いや、これぜったいちょう似合うって。これ着た奴の半径三メートルには近寄れないくらい似合うって」


    「呪のろいの防具じゃねーか。じゃあお前も着ろ」


    「いや、これ残念ながら逆の意味で選ばれし者しか着られない空気出てるからの」


    「逆って何なんだよ」


    「それにこんなもんペアルックで着たら世界の法則が乱れてしまうぞよ」


    　そんなものが平然と並べられている村の土産みやげ物もの屋とは。


    「ちゅーことで、このシャツを沢さわ木き用に一着、あと裸のやつのぶんも土産に買っておくかの」


    　プリシラは俺の意見を無視して、Ｔシャツを二着注文してしまった。


    「あ、店主よ、これＸＬサイズある？　あったらもう一着」


    「ＸＬって誰のぶんだよ。親父さんか？」


    「王家の人間がこんなもん着てたら革命モノじゃろ。これは大臣への嫌がらせプレゼント」


    　プリシラは満面の笑みで言う。大臣に革命起こされても知らんぞ。


    「あとはやはり、一番人気といえばこれです」


    　店主がカウンターに置いた箱には『ドラゴンに挑んできましたクッキー』と書いてあった。


    「なんかすげー既視感がある……。世界をまたいで有効なこの圧倒的説得力」


    「商品名の勝利ですよね。これを故郷に持って帰れば、ドラゴンに挑んできたってことが一発でわかりますからね」


    「ですよねー」


    「ではそれも五箱くれい。一箱はあとで宿でみんなで食おうぞ」


    　それからもプリシラはあれやこれやと注文し、大人買いならぬ王族買いによって土産物の山が俺たちの荷物となった。不意の上客に、店主はかなりご機嫌のご様子だ。


    「ところでお客様方、そのお召し物は都会のほうでは流は行やってるので？」


    「流行ってるというわけではないんですが、この服が何か？」


    　俺が問い返すと、店主はプリシラの土産物を包みながら、話しはじめた。


    「いや、半年ほど前でしたかな。ええ、ここいらあたりに流星が降った日の翌日だったんで、よく覚えているんです。ちょうどお客様の、ええ、男性のほうがお召しのお着物と同じものを着た、そういえば年の頃も同じくらいでしたねえ。そんな少年が村をうろうろしておりまして。当時は今ほど訪れる人もいませんでしたから、よそ者がいればすぐにわかったんです」


    「──！　その話、もっと詳しく聞かせてもらえませんか」


    　服を着ていたということは、木き村むらでもないはずだ。半年前ということは、佐さ々さ木きでもない。しかも流星の降った翌日ということは、まだ再会していない俺たちのクラスメートである可能性がとても高い。


    　俺の剣幕に若干驚きを見せたものの、店主はその少年について語ってくれた。


    「私も当時は暇ひまを持て余しておりましたからね、流れ者のようではあるが、なんとなく悪い人間ではないなと思いましたもので、食事などを与えがてら、互いの故郷の話などをしていたんです。どうにも要領を得ない話ばかりするやつでしたが。ええ、私の故郷といえばもちろんこの村です。そのとき、お山に棲すむドラゴンの話になったんです」


    「ドラゴンの？」


    「ええ。このお山には偉大なドラゴンが棲んでいる。千年前に世界を救った勇者様に助力したとも伝えられている、立派なドラゴンだと。それを聞くと、その小僧、会ってみたいなどと言いだしまして。無茶だと言ったんですが、どうも人の話を聞かないやつで。ふらっといなくなったと思ったら、それっきり姿が見えなくなりましてね。故郷に帰ったのならいいんですが、山に入ったきり帰ってこないのだとしたら、私も少し責任を感じてしまいますなぁ」


    「あるじはドラゴンと遭あったことがあるのかや？」


    「私は直接対面したわけじゃありませんが、ここ最近じゃ、大勢の人間が見ておりますよ。ただ、半年より前だと、ほとんど目撃談はありませんな。それもあって、私はあいつが山に入るのを止めたんです。私の死んだ爺様が若い頃に山で迷ったときに、山の主を、千年竜を見た、などと言っておりましたがね。村の者たちにも半分は法ほ螺らのように受け取られておったようです。しかし、最近は簡単に遭えますから時代は変わりましたな。お山には本当にドラゴンが棲んでおったんですなあ。そういえば、あの小僧が山に入ってからでしたかな、ドラゴンが頻ひん繁ぱんに目撃されるようになったのは」


    　そう聞くと、ますます俺たちのクラスメートなのではないかという気になってくる。


    「あの、俺たちもその山に入ることってできますか？」


    「ああ、もちろん。ではドラゴン討伐ツアーの申し込みをなさいますか？　当店でも申し込み手続きを受けつけておりますが」


    　カウンターの下から何やら書類のようなものを取り出して、店主が言う。


    「ツアー？　ドラゴン討伐って、冒険者がおのおの挑んでいくものじゃないんですか？」


    「いや、勝手に山に登られて遭難とかされると村的にも迷惑ですし、最近では山にポーションの空き瓶びんやいらなくなった武器、防具をポイ捨てするマナーの悪い冒険者が増えてましてね。ドラゴン討伐を希望される方は全員このツアーに参加していただくことになってるんですよ。もちろん参加費用はいただきますが、その代わり山に精通したガイドの案内で、どんな初心者の方でもドラゴンの住すみ処かまで辿たどり着けることになっています」


    　俺とプリシラは思わず顔を見合わせる。


    「妾わらわって山登りとかしたことないんじゃが、それでも大丈夫かの？」


    「ご安心ください。途中で休憩を挟みながらお客様のペースに合わせて進みますので、誰でも安心してドラゴンに対面できます。ただドラゴンとのバトルに関しては自己責任でお願いしますね」


    「ドラゴンって滅め茶ちや苦く茶ちや強いと聞くんですけど、危険はないんですか」


    「もちろんバトルされる方は相応の危険を伴いますが、遠くからドラゴンを見るぶんには全然問題ないと思いますよ。ツアーに参加されるお年寄りやお子さんも大勢いらっしゃいますし、これまでに怪け我がをされた方はいませんから。もし何かトラブルがあっても、ガイドが適切にお助けいたしますので」


    「ドラゴンってそういう『熟練ガイドさんに案内されながら山に登って天然記念物のユキウサギを見ようツアー』みたいな感じで会うものなんだろうか……」


    　これもゲームと混同するなと言われればそれまでなのだが、なんとなくドラゴンというのは難関を潜くぐり抜けた末に出会えるような存在であってほしい。


    　そんな俺の思いを察したのか、プリシラが言う。


    「沢さわ木きよ、思い出してみよ。平地の移動で遭難しかけた我ら、見知らぬ山に登山なんて自殺行為じゃろ。それに、妾わらわたちはくらすめーとの手掛かりを探しに山に登るだけで、べつにドラゴンとバトルするわけでもないじゃろ？　おぬしだって一緒に写真撮りたいとか言うとっただけで、会えればいいんじゃろ、倒したいわけでもあるまい」


    「……まあ、それもそうか。じゃあツアー人数分申し込んどくか」


    「ありがとうございます。それではお品代とツアーの申し込み代金、合計で……」


    　そんなわけで、俺たちは揃そろって、ドラゴン討伐ツアーとやらに申し込むことにした。


    　なんとも緊張感に欠ける、ドラゴンに関するクエストの始まりだった。
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    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　ツアーの開始は翌日の早朝とあって、俺たちは早起きして集合場所に集まっていた。


    「さあ、いよいよドラゴン討伐だ！」


    　俺はドラゴンスレイヤーを空に向かって高々と掲げた。


    「おう！」


    　とみんな元気よく応えてくれると思ったのだが、特に返事はなく、「ああ、うん……」というような感じで微妙な表情を浮かべている。


    「引くわー。はしゃぎ慣れてない奴が旅先でテンション上がってはしゃいでしまっている様は引くわー。王女でも引くわー」


    「浩こう介すけ、無理しないで」


    「プリシラはともかく、綾あやちゃんまでヒドい……。俺は修学旅行委員として盛り上げようと頑張っただけなのに……」


    「そういうのいいから」


    「はしゃぎ慣れてない奴が無理してはしゃいでるときに一番言っちゃいけないのが『そういうのいいから』なんだよ」


    「つーか沢さわ木きよ、いつの間にドラゴンスレイヤー買ったんじゃよ」


    　プリシラは俺の装備を一いち瞥べつして冷たく言う。


    　俺は結局、昨日の夕食後に宿を抜け出してドラゴンスレイヤーを買いに行ったのだった。だって欲しかったんだもん。


    「自分の小遣いで買ったんだからいいだろ。それにドラゴン退治なら、やっぱりドラゴンスレイヤーとドラゴンシールドは欠かせないだろう」


    「ピクニックにそんなかさばるもん邪魔じゃろが」


    「ピクニックじゃねーだろ、ドラゴン討伐だ」


    「バトルはほかの者に任せるという算段だったじゃろ」


    「わかってるよ。わかってるけど、例えばドラゴンのＨヒツトＰポイントが一万あるとして、ほかの人が死闘を繰り広げた末、残りＨＰが一になったときに俺が思いっきり攻撃したら倒せるかもしれないだろ。そしたら俺がドラゴンを倒した英雄ということに」


    　やはりドラゴンを倒すというのは男の子のロマンである。


    「そういうしょうもない小悪党的な考えを巡らせとる奴って、ドラゴンの強さをわかりやすく示すために一番最初に血祭りに上げられるんと違うかの」


    「モンスターものの映画だとそんなパターン多いわよね」


    「そもそも沢木君。学生服にそういうゴテゴテした武器と防具を装備した姿というのは……何というか……率直に言って馬鹿丸出しだぞ。ゆるされるのは中二がギリだぞ」


    「……常日頃から木刀を装備してる和泉いずみさんに言われたくはないのですが。むしろキミはこっちサイドだろうが。仲間仲間」


    　俺が反論すると、和泉は嫌そうな顔をして、木刀を手の内でくるりと回した。


    「セーラー服はいいのだ。セーラー服というのは、あらゆる武器と相性抜群な最高の服なのだ。セーラー服を着た美少女が手にする限り、それが木刀だろうが日本刀だろうが機関銃だろうが魔法ステッキだろうが、それは見事に調和の取れた一枚の絵になる」


    「……だからそれは特定の国の特定範囲のエンタメジャンル内に限った話じゃないのか」


    「ところが男子制服たる詰め襟えりときたらどうだ。ライトセーバーと称した蛍光灯、地下アイドルを応援するためのサイリウム、カニの身をほじるためのスプーン。どんな武器を持たせてもなんとなく微妙な空気が醸かもし出されてしまうだろう」


    「おお、たしかに微妙じゃの」


    　プリシラがポンと手を打った。


    「同じものを持たせて比較しろ。つーかそれ以前に三つとも武器じゃねえ」


    「でも浩こう介すけ、私もその格好は微妙だと思う。なんていうのかな、武器を持ってるというより、武器に持たされてる的な。特撮ヒーローの武器セットを買ってもらった子供的な」


    　綾あやちゃんにまでそう言われて、あらためて自分の格好を客観視してみると、なんとなく自分の格好が馬鹿っぽく思えてきた。


    　あああ、自覚すると確かに馬鹿っぽいぞどうしよう！


    「そこでこの神話級のクソダサＴシャツを合わせてみたらどうじゃろか。化学反応でみるみるおしゃれさんになるかも！」


    　プリシラがワクワク顔でＴシャツを広げた。


    「そのＴシャツにドラゴンスレイヤーとドラゴンシールドを装備してしまったら、もう単なる原宿によくいるファッションを頑張りすぎて一周半してしまった美大生じゃねーか」


    「というかスレイヤーの時点で通報案件だと思うけどね」


    　とにかく今さら格好はどうにもならない。俺はもう開き直ることにした。


    「だいたいドラゴンに会いに行くのに武器防具を装備しないほうがマイノリティなんじゃないのか」


    「でも、僕たち以外はちゃんと武器防具に身を固めているかと思ったんですが、意外とそうでもないみたいですよ」


    　鉄くろがねが言うので周りを見渡してみると、鎧よろい兜かぶとに身を固め、剣やら槍やら鎖のついた鉄球やらの武器を装備した、まさにＲＰＧに出てくるような人々が半分くらいを占めているのだが、残りの半分は特に何の武具も装備していないように見える家族連れやらカップルやら老人やら、ただの町人にしか見えないような人々で構成されていた。


    　カップルなどはドラゴンＴのペアルックという緊張感とセンスのなさ。


    　なんとも庶民的で、町内会の旅行に紛まぎれ込んでしまったような気にさえなる。


    　まあたぶん軽装の人は、俺たちと同じようにとりあえずドラゴンに遭あえればいい、という感じなんだと思うが。


    「ハーイ、集合のお時間となりましたので、それではみなさんご注目くださーい！」


    　女性のよく通る声が青空に響き渡ると、それを機に、がやがやとざわついていた一同が口を噤つぐみ、全員同じ方向へ顔を向ける。俺たちも例に漏れず、その声の主へと視線をやった。


    　全員の視線が集まったところで、


    「えー、コホン」


    　と小さく咳せき払ばらいをすると、ぱっとその場が明るくなるような笑顔をつくり、その女性はぺこりとお辞じ儀ぎをした。


    「本日はドラゴン討伐ツアーにご参加いただき、まことにありがとうございます。私わたくし本日のガイドを務めさせていただきます、テトラと申します。これからみなさまをおそるべき竜の棲すまうと伝えられるこの山へとご案内させていただくわけですが、その前に私どものほうから諸注意がございますので、どうかご静せい聴ちようくださいませ」


    　どうやらこの人が、俺たちをドラゴンのもとまで導いてくれるガイドさんらしい。修学旅行にガイドさんの案内はつきものだが、まさか異世界でもガイドしてもらえるとは思わなかった。
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    「これから我々は竜が出るという山頂まで、隊列を組んで山道を進んでゆきます。その際、武器、攻撃魔法等を無む闇やみに使用されますと、ほかの冒険者のみなさま方のご迷惑となりますのでご遠慮ください。あらゆる攻撃手段は、私の合図があってからはじめて解禁となりますことをご了承くださ──そこの木刀の女性、素振りもやめてくださーい。刃物がついていない武器もダメですよー」


    　テトラさんに注意された和泉いずみは、ばつが悪そうに木刀を納めた。


    「なお、お約束をお守りいただけない方、またガイドの指示に従わない方は途中で下山いただくこともある旨むね、ご了承ください。はい、ここまでで何か質問はございませんか？」


    　ガイドさんは一同を見回してにっこり笑う。


    「はい、そちらの女性」


    　青空に向けてぴんと指を揃そろえて手を挙げていたのは、我らがクラス委員長にして俺の幼なじみ、綾あやちゃんだった。


    「頂上付近にドラゴンが棲すんでいるというのはわかったんですが、そこまでの道中には危険はないのでしょうか。たとえば、ドラゴン以外の魔物が出るだとか」


    　確かにそれは気になるところだった。はっきり言って基本的に俺たちは無力なので、ドラゴンはもとより、もっとショボめの魔物が相手でも危険に陥る可能性は大いにある。


    「はいはい、それは非常にいい質問ですね。結論から言えば心配はございません。このあたり一帯にはほとんど魔物が生息していないのです。その理由については、道中ご説明を差し上げようと思います。ただ足場が悪いところなどもございますから、そのあたりは逐ちく次じ、注意喚起をさせていただきますので、私の指示をお聞き逃しのないようお願い致します」


    「わかりました、ありがとうございます」


    　綾ちゃんは礼を述べて、軽く頭を下げた。


    「はい、それではほかに質問の──」


    「はいはいはいっ！」


    　大きな声で元気よく手を挙げたのはプリシラだった。


    「はい。ではそちらのお嬢さん」


    「ガイドさんは何歳なんですかぁ？　彼氏とかっているんですかぁ？　ポーションはおやつに入るんですかぁ？　それからー、んぐむむ」


    　俺はドラゴン饅まん頭じゆうをプリシラの口に突っ込んだ。


    「お前はお前ではしゃぎすぎだ」


    「んぐ、もぐ。しょうもない質問でガイドさんに苦笑されるのも修学旅行の醍だい醐ご味みと聞いたんじゃよ」


    「誰に聞いたんだよ。つーかそんな質問してるのはアホのヤンキーくらいのもの……ああ、そうか、お前ヤンキー気質のプリンセスだったもんな」


    　そんなプリシラ自身もまともな返事がもらえるとは思っていなかっただろうが、テトラさんは嫌な顔ひとつせずに、プリシラの質問を丁てい寧ねいに拾ってくれた。


    「ポーションにしろ持参された飲食物は適てき宜ぎ口にしていただいて構いませんが、包み紙や空き瓶びんなどは捨てずに必ずお持ちになってください。ポイ捨て厳禁ですよ。それから、先の二つの質問はノーコメントとさせてください。でもいい方がいらしたら、是非ご紹介くださいね」


    　テトラさんの苦笑交じりのコメントに、ほかのツアー客の間から小さな笑い声があがった。さすがベテランガイド、頭の悪い修学旅行生のいなし方は心得ているようだ。


    　プリシラのしょうもない質問で、いったんは引き締まった空気がほどけて、全体的にゆるゆるの和なごやかなムードが漂ただよう。


    「ほかに質問のある方は──」


    　テトラさんはしばらくの間を持ったが、今度は誰も手を挙げなかった。


    「それではみなさま、出発いたしましょう！」


    　テトラさんは手にした旗をぱっと揚げて、頭上でヒラヒラさせながら歩きだした。


    　俺たちはぞろぞろと、その後に続く。


    　隊列を組むとテトラさんは言ったが、別に整然と列を組んで歩くというわけではなく、ただテトラさんを先頭にした一群を形成して、ぞろぞろと固まって歩くというだけだった。


    　俺は山道の向こう、遥はるか山頂を見上げる。


    　暗雲立ちこめる──どころか、カラッと晴れ渡った晴天がどこまでも広がり、絶好の登山日び和よりだ。


    「おっ、うまっ！　観光地の土産みやげじゃからとなめておったが、これ意外といけるぞよ！」


    　プリシラは早くもおやつのドラゴン饅まん頭じゆうを頬ほお張りながら上機嫌だ。


    　俺はプリシラの抱かかえた包みから、饅頭をひとつ取って囓かじった。


    「あっ、妾わらわの！」


    「俺らの菓子をさんざん食ってたんだから、ひとつくらいいいだろ。お、確かにいける」


    　自然と踏み固められてきたのか、ツアーのために整備されたのか、山道は足場もよく歩きやすい。美お味いしい空気と景色を楽しみながら、気心の知れたクラスメートたちプラスワンとの会話を楽しみながら、どんどんと歩いてゆく。


    　歌でも歌いたいくらいだ。


    　恐るべき竜の討伐行きというより、気分はやっぱり修学旅行だった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「こちらの山には、古くから竜が棲すむと伝えられてきました。ひと口に竜と申しましてもみなさまご承知のとおり、さまざまな種族がございますが、この山に棲むのは俗に千年竜とも呼ばれる、長命で強大な力を持った巨竜なんです。誰が数えたんだって話ですけど、千年を超えた昔から生きている竜だといわれてるんですね。竜の格と寿命は比例するという見方が一般的ですので、寿命千年を超えた竜ともなれば、神に近い存在、竜神とさえいえるかもしれせん」


    　テトラさんは先頭に立って旗を振りながら、この山に棲すむというドラゴンについて解説してくれる。山のガイドというだけでなく、ドラゴンについてのガイドでもあるらしい。


    「先ほどご質問があったかと思いますが、この一帯には人に害をなす魔物がほとんど生息しておりません。なぜかといいますと、それはこの山に棲む竜の縄張りを侵すことを恐れてだといわれています。つまりこの山に棲む竜は人々にとって畏い怖ふの対象であると同時に、この地一帯の守護神、守護竜であるという見方もできるわけですね。スゴイですねー、立派ですねー、尊敬しちゃいますねー」


    　ガイドであるテトラさんの立て板に水の解説に、登山客の中からも、ほーとかへーとかいう声が漏れる。


    「今さらだけど、こんなに大勢がツアーに参加してるんだな」


    　俺は同行者たちをあらためて見回しながら言う。


    「そうじゃのー。ざっと五十人くらいかの」


    「しかもこういうツアーが定期的にあるって話だろ。みんなそんなにドラゴンを倒したいもんかね。いや、俺も人のことをいえないけどさ」


    「あー、おぬしらにはピンと来ぬかもしれんが、邪悪なドラゴンを倒すっちゅーのはこの世界で冒険者が名を上げるための絶好のきっかけなんじゃよ」


    「へえ、まさに登竜門ってことか」


    「何じゃそれ。なんかうまいこと言いましたみたいな顔しとるけど」


    　プリシラの問いには、俺の代わりに坂さか上がみが答えた。


    「竜門というのは、中国は黄河の上流にある急流のことで、その流れを遡さかのぼることができた鯉こいは竜になることができるという言い伝えがあったそうです。その伝説が転じて、立身出世に繋つながる関門のことを登竜門と呼ぶんです」


    　さすがは我が校随ずい一いちの優等生にして、プリシラ専属家庭教師の坂上雪ゆき乃の。教科書がなくとも頭に知識が叩たたき込まれているらしい。


    「ほーん。カープが中日にのう。球界再編というわけじゃな」


    「そんな再編はない。つーか今さらだが知識バランスが偏かたよってんなあ」


    「それは妾わらわのせいではない。かつてこの世界を訪れた客人神まろうどの知識が偏っておったんじゃろ」


    　プリシラの持つ俺たちの世界に関する知識はすべて、かつて俺たちと同じようにこの世界を訪れた客人神まろうどと呼ばれる少年少女たちが伝えたものだ。プリシラは王族ゆえ、過去の伝説などにもアクセスしやすく、そのためさまざまなジャパニーズカルチャーに詳しい。ただ、これまでの客人神まろうどはみな十代の少年少女であったらしく、ゆえにその知識はどうしてもポップカルチャーに偏っている。


    　そういう意味では、修学旅行にまで学校の教科書一式を持ってきた坂さか上がみ雪ゆき乃ののもたらす知識は、革命的なものなのかもしれない。


    「話を戻すが、ドラゴン退治というのはまさしく、いわゆる冒険者という連中にとってはその登竜門といってよいじゃろうな。デビューから十年以内の冒険者なら誰でも参加できて、そのタイトルを獲得すれば、無名でも一挙に全国的な人気者になり年明けからひっぱりだこになるんじゃよ」


    「……どこかで聞いたような話だが、なんでデビューからの年数制限があるんだ。ていうか誰が制限してるんだよ。王様？」


    「いや、そんだけやって無理なら、冒険者として食ってくなどと夢みたいなこと言っとらんで普通に就職しろという、世間からの暗黙の圧力があるんじゃよ。世間がつくった暗黙のルールっちゅーのが一番厳しいということじゃの」


    「世せ知ち辛がらい話だ……」


    「勇者とか冒険者って別に免許制ではないからのう」


    「そういや闇やみの覇王も自己申告だったしな」


    　闇の覇王からカステラ職人へのジョブチェンジを果たしたあいつは元気だろうか。


    「とにかくそういうわけで、ドラゴンを倒すなど、よっぽどの実力がないと不可能じゃからの。じゃからこそ、それを成し遂げたら冒険者として大成できるお墨つきを得られるっちゅーことじゃ」


    「でも、この人たちってドラゴン倒すつもりで来てるワケだろ？　それなりの勝算はあるんだろう」


    　少し声を潜ひそめながら、俺はツアーの同行者たちの背中へ視線をやる。


    「さて、それはどうかの。最初っから負けるとわかって挑むっちゅーこともあるじゃろ」


    「え？　そんなことあるか？」


    「よく考えてみよ。ハナから届かんような目標をとりあえず吹いてみる奴ってけっこうおるはずじゃぞ。万年一回戦負けのくせに目指せ甲子園とか吹いてみたり、赤点続きなのに志望校ハーバードとか言うてみたり。薄うす々うす自分でも無理とわかっとる目標をとりあえず掲げておけば、なんとなくがんばってるような気になれるじゃろ。挑戦する限り可能性はゼロパーセントじゃない、とか言うて自分を誤ご魔ま化かせるからのう」


    　プリシラはドラゴン水のコルクを抜くと、喉のどに流し込んだ。


    「ぷはぁ。そういうのと似たようなもんじゃよ。ま、実際にドラゴンに挑むこの連中は、酒場でドラゴンなんてワンパンとか吹いとるだけじゃなく、実際に挑戦してみようとするだけまだ立派じゃとも言えるがの。目標掲げるだけで挑戦さえせん奴もおることを考えればの。とりあえずダメもとで挑戦してみて、『ドラゴンに挑んできましたクッキー』を買って故郷に帰って普通に就職して、将来持ちネタとして居酒屋で部下に『じつは俺って若い頃、ドラゴンに挑んだことがあってさあ。いや、結局ダメだったんだけどさ。やっぱプロってすげーよ。まあ一回挑んだからこそ言えるんだけどよ』みたいな話もできるしの」


    「ああ、記念受験みたいなもんか」


    　ダメもとで挑戦して、失敗して当然、万が一成功したら大もうけ。ドラゴン退治ってのはそんな感覚なんだろうか。


    「全員がとは言わぬがの。もちろん、自分ならできると心底本気で思うとる奴も一定数おるんじゃろ。じゃが本気で思うとる場合も、人間は自分の実力を甘く見積もるもんじゃからの。ボクシングの中軽量級の世界タイトルマッチを見ながら『こんな奴俺でも倒せるぜ』とか言う粋がったヤンキーとか、お笑い番組見ながら『こんな奴より俺のほうがおもしろいし』とか言う部室の中ではおもしろいとされているお調子者とか、漫画を読みながら『こんなの俺が原作書いたほうが売れるし』とか言う漫画も小説も一切書いたことない奴とか、そういう身の程知らずってゴロゴロおるじゃろ？」


    「いない、とは言えないが……」


    　つい最近も闇やみの覇王を目指していたクラスメートがいたっけか。


    「でもって、そういう連中が一万人おったとして、その中に一人くらいは本当にドラゴンを倒してしまう天才とか努力家がおるんじゃろ。そういう奴が結果的に勇者と呼ばれるようになるっちゅーことじゃな」


    「ＲＰＧの勇者でも、プレーヤーが操作してるのはたまたまの成功例で、その陰には魔王に挑んでみたけどダメだった勇者も無数にいる説、ってあるもんな。そう考えると勇者ってすげーよな……」


    「ちゅーかお前、他ひ人と事ごとみたいに言うておるが、妾わらわはお前に対しても言うておるんじゃぞ。王女直じき々じきに説せつ諭ゆしてもらえるなんて、フツー考えられんのじゃぞ」


    「待て待て、俺がいつドラゴンを倒したいなんて……いや、言ったには言ったけど本気じゃないっつーか、それは上野動物園に行ったらパンダが見たいよね、浦安の夢の国に行ったらネズミ君と握手したいよね、的なニュアンスで言っただけで、お前にさんざドラゴンの強さについて聞かされてからはそんなこと思ってないから」


    　俺が反論すると、プリシラは心底呆あきれたというような表情で、わざとらしいほど大きな溜ため息いきを吐ついた。


    「違うわあほう。ドラゴンちゅーのはお前の場合はたとえであっての」


    「たとえって、何のたとえだよ」


    「いつかボクはドラゴンを倒したいんだー、てロクに経験値稼ぎもせん冒険者が言うとるのと、無理めな相手のことが好きなんだけどいつか付き合えたらいいなと思ってるんだー、って大した取り柄もない平凡なボクが言うとるのと、どっちも大して変わらんっちゅーとるんじゃ」


    「えっ、あっ、そういう話っすか」


    　俺は思わず、幼なじみの姿を捜す。彼女は俺とプリシラより少し先のところを、和泉いずみと並んで歩いていた。


    「そういう話っすか、ではないわ。お前、そのうちラブコメ神のピタゴラスイッチが都合よく発動してなし崩し的にうまいこといくはず、とか思うとるんではなかろうな、アホかお前は」


    「いや、まあその、タイミングとかね」


    「さっさと行けっちゅーに。ドラゴンにパクッと食われたらそこで人生終わりじゃが、べつに女に振られたくらいのことで人生終わらんじゃろうに」


    「失敗する前提かよ。いや、分が悪いのはわかってるけど……」


    　俺が軽く肩を落とすと、プリシラが俺の尻を思いきり蹴けり上げた。


    「痛え、何すんだ！」


    「くく、わかりやすくへこむな。百パー失敗するとは言うておらぬ。さっきはディスっておったように聞こえたやもしれぬがの、妾わらわはおのれの身の程をわきまえてないおろか者って、嫌いじゃないぞよ」


    　身の程をわきまえてないおろか者であるという認識は確定なのか。


    「テレビ見ながら世界チャンプを倒せると何の根拠もなく思ったやつが、世界の頂点に立つこともあるじゃろう」


    　シュシュ、と、プリシラは歩きながらシャドーボクシングをしてみせる。


    「かしこい奴が理屈で判断してリスク回避するところを、自分を過信して真っ直すぐ突っ込んでいくおろか者こそが、身の丈以上のドラゴンを倒す勇者になれるのかもしれん」


    　そう言って、プリシラは自分の口いっぱいにドラゴン饅まん頭じゆうを押し込んだ。


    「失敗したときのことばかりを考えとる奴が勇者になれるとは、妾は思わんのう」


    　ドラゴン饅頭をぐびぐびドラゴン水で押し流しながら、プリシラは高くなった太陽を見上げた。

  


  
    



    　　　三章　楽しいハイキングに行こう


    



    　青空の下に翻ひるがえっていたガイドさんの旗がぴたりと止まり、合わせて俺たちも足を止めた。


    　疲れがないわけではないが、不快でも苦痛でもなく、心ここ地ちよい疲労とでも言うべき感覚が全身を包んでいた。


    「はいみなさま、ここで少し立ち止まっていただいて右手のほうをご覧ください」


    　ガイドさんが右手の指先をぴんと揃そろえて指した先に目をやると、世界がパノラマで俺たちの前に広がっていた。


    　凄すごい。綺き麗れいだ。


    　そんな言葉が陳ちん腐ぷに感じてしまうほど、ありのままの世界は圧倒的だった。


    　空があり、海があり、大地があり、そして大地の上には森があり平原があり、そして圧倒的な量の自然の中にほんのわずか、人間の築いた村や街の姿がぼんやりと見えた。


    　これが、ありのままの世界。


    　ありのままの異世界。


    「今日は天気もよく空気が澄み透とおっていますので、遠く海のほうまでよく見通せると思います。おわかりになりますかね、海辺にある碁ご盤ばん目め状に区画された都市があの有名な商都ですね。そちらのほうから来られたお客様もいらっしゃるかもしれません」


    　そう、遠くに見えるあの街から、俺たちははるばるやってきたのだ。


    　さらにその前は、もっと遠くの村から、さらに遠くの王都から。


    　もっと前は、この空の向こう側の世界から。


    「それではみなさま、この景色のいいところでいったんお昼の休憩を取らせていただきます。この広場のあたり、どこでご昼食をとっていただいてもけっこうですが、勝手に先に進まれたり、また無断で下山されることのないよう、この広場内に留まってくださるようお願い致します。半刻後にまた整列のお声がけをさせていただきますので、それまでは各自ご自由にご休憩ください。それではいったんの解散です！」


    　高々と掲げられた旗がパタパタと振られるのを合図に、それまで固まって山を登ってきた一群は、バラバラと広場のあちこちに散開してゆく。


    　俺たちも眺めのいい平らな場所に陣取ると、荷物を下ろして食事をすることにした。


    　遠足で弁当とくればビニールシートを広げたくなるが、さすがに修学旅行の荷物には入っていない。各自ハンカチを広げたり、旅行鞄かばんの上に腰掛けたりしながら、持参した弁当を広げていく。弁当といっても当然手作りなどではなく、麓ふもとの村で購入したサンドイッチなどだ。


    「いっやー、絶景絶景！」


    　プリシラはあたりを見回しながらオーバーアクションで深呼吸をする。


    「こんな天気のいい日に、野外で昼飯を食べるっちゅーのは気分のいいもんじゃの！　空気がうまいっちゅーのはこのことじゃの！」


    　王女様だけあって、徒歩で山を登るのも、ひょっとしたら野外で食事をするのも初めてなのかもしれない。ウキウキワクワクという擬音が頭のてっぺんから湧き出ているようだ。


    「買い物したりうまいもん食うのもけっこうじゃが、こういう修学旅行も楽しいもんじゃの」


    「修学旅行っていうより、遠足だけどな」


    「そういや、小五のときに高たか尾お山さんに遠足行ったっけ。浩こう介すけ、覚えてる？」


    　平らな石の上にハンカチを敷き、そこに腰を下ろしながら綾あやちゃんが言った。


    「そういやそうだっけ。ああ、行ったなあ、高尾山」


    　そのときは専門のガイドさんではなく、担任の先生の引率だったけれど。


    　そして、もう一つ大きな違いがあるとするなら、高尾山にいない怪物が、どうやらこの山の山頂にはいるらしい、ということだ。


    「さあ弁当～弁当～はじめての弁当～」


    　緊張感を打ち消す奇妙な歌を歌いながら、プリシラは弁当を取り出す。まあ、人生初めての遠足＆弁当ということなら、それくらいのテンションなのは許してやろう。


    「途中であんだけ饅まん頭じゆうパクパク食っといて、まだ入るのか？」


    「弁当と空気は別腹じゃよ！」


    　言うが早いか、プリシラはサンドイッチを口に詰め込み始めた。


    　俺たちも各自、持参したものを口にする。


    　よく考えたら俺も、野外でこうやってものを食べるのはいつ以来だろうか。コンビニの前での買い食いなんかはあるものの、こんなに自然に囲まれた中での食事は、思えば高尾山ハイキング以来のような気もしてきた。


    「そうだ、食べながらでいいから聞いてほしいんだけど」


    　綾ちゃんがみんなを見回しながら言う。


    「ドラゴンに会うのもいいけれど、もう一つの目的、クラスメート捜しのことで。実は昨日、女子チームで村中に聞き込みして回ったんだけど」


    「おお、アホがドラゴンスレイヤーを買って喜んでおるときに、女子チームはちゃんとクラスメートのことを考えていたんじゃのう」


    「ぐ……」


    　だがプリシラの言うとおり。俺はとりあえずクラスメートらしき少年が山に登っていったという情報を得たことで安心してしまった。


    「だが、手掛かりはなし」


    　綾ちゃんに代わって、和泉いずみが言う。


    　プリシラを除いた三人で聞き込みをしていたらしい。


    「というより、よろず屋の主人から聞いた、制服を着た少年の目撃情報と、彼が山に登っていったという目撃情報はいくつかあった。その時点では幾人もの村人が彼の姿を目撃しているが、山へ入って以後、そこから下山してきたという情報はないのだ」


    　ということは、村人たちが見落としていない限り、「彼」はこの山にまだ留まっていることになる。もちろん、無事に留まっていてほしくはあるのだが、高校生が一人でふらっと山に入って、何か月も留まっていられるものだろうか。


    「村とは別の方面から下山したという可能性だってあるよな」


    　可能性というより、そうあってほしいという願いを込めて、俺は言った。


    「ふむ。下りてからの情報がなくとも、山での目撃情報ならあるかもしれんぞよ。それを聞いてみたらどうかの」


    「山での？」


    　聞き返すと同時に、俺はプリシラの言わんとしたことがわかった。


    「みなさま、お体のほうは大丈夫ですか？　何かご入り用のものはありませんか？」


    　ガイドのテトラさんが旗を振りながら、声をかけてきた。どうやらツアー客たちの間を回りながら、お茶だの食べ物だのを売り歩いているらしい。


    「大丈夫です。全員怪け我がもなく元気です」


    「それは何よりです。ドラゴンまでの道程は残り三分の一くらいですが、帰り道もありますので無理をなさらず」


    　会釈をして去ってゆこうとするテトラさんを、俺は呼び止めた。　


    「あの、テトラさん」


    「はい、何をお求めでしょうか。やくそう、どくけしそう、お弁当をお忘れでしたらドラゴン煎せん餅べいにドラゴン餅もちも」


    「いえ、そうじゃなくって、実はちょっと聞きたいことがありまして」


    「はい、この山とドラゴンのことなら何でも。あ、でも私の個人情報はヒミツですよぉ」


    　テトラさんはいたずらっぽく笑って、口の前で旗をパタパタと振る。


    「おお、アホが身の程知らずにガイドさんをナンパするのもまた修学旅行の定番」


    　サンドイッチをもぐもぐやりながら余計なことを言うプリシラの頭を押さえつけながら、俺は本題を切り出した。


    「実は俺たち、ドラゴン討伐にやってきたわけじゃなくって、友達を捜しに来たんです」


    「お友達を……？」


    　別の世界からやってきた、というところは省いたものの、俺たちはこれまでの経緯をテトラさんに簡潔に伝えた。


    　ひと通り聞き終えると、テトラさんは旗を顔の横でくるくると回しながら、考え込む様子を見せた。


    「うーん。このお山に人が立ち入ったというのであれば、気づくはずなのですが。もちろん山のすべてを見渡せるわけではありませんが、人が通れる道となれば限られています。そういった通り道に痕こん跡せきがあれば気づくはずなんです」


    「そうですか……」


    「沢さわ木きさんたちは、そのお友達を捜しにはるばるやってこられたのですか？　いえ、このあたりじゃ見かけない服装ですから、随ずい分ぶんと遠いところから来られたのではないかと」


    「遠い──そうです。かなり遠いところから」


    　異世界からやってくる人間の伝説はこの世界では広こう範はんに伝わっていて、商都でも俺たちの制服のような衣装を身に纏まとった芸人の一座を見かけたように、この服装のこともそれなりに知られているらしい。でも山奥の村で暮らしているせいか、テトラさんはただ単に珍しい服装だと思ったようだ。


    「それでは、旅の間にいろんなものを見てこられたんでしょう。羨うらやましいな」


    　ガイドさんといえば、なんとなくいろいろな観光地を回っているというイメージがあったのだが、もといた世界のツアーガイドさんならばともかく、テトラさんの場合は同じ山道を往復する生活だ。そりゃ代わり映えもしないだろう。


    「テトラさんは、ずっと麓ふもとの村で暮らしてきたんですか」


    　俺が[image: ]きくと、テトラさんは少し困ったような、寂さびしそうな表情を見せた。


    「ええと、私は村の人間じゃないんですよ」


    「え？」


    「私はずっとこの山に住んでたんです。山に自生する薬草を摘んだり、野鳥や鹿を狩ったりして暮らしていました。季節に一度、麓の村に下りて薬草をお金に換えて、また山に戻るんです」


    「山って、竜の棲すむこの山に今も住んでるってことですか」


    「はい。ここが、私の生まれた場所ですから」


    　テトラさんは微ほほ笑えみながら言った。それは答えになっていないようで、でも、それ以上に説得力のある答えもないのかもしれなかった。


    「ずっとそんな生活をしていて、一生その暮らしが続くんだと思ってました。それがつい最近ドラゴンが出て、それで私の生活が一変しました。ドラゴン目当ての冒険者さんたちがたくさん集まるようになって、それで、このお山に詳しい私がガイドを担当することになったんです。だから私は、ドラゴンが出てくれて嬉しいんですよ」


    「嬉しい──」


    「麓の村も栄えましたし、それに、みなさんに会えたのもドラゴンのおかげですから」


    　テトラさんは笑い、そして少し気恥ずかしそうに、口元を旗で隠した。


    「それでは、十分に休息を取ってくださいね。出発のときにはまたお声がけさせていただきますから。あ、山に入られたお友達のことは、もし何か思い出しましたらお伝えさせていただきますね」


    　テトラさんは一礼すると、またほかのツアー客のもとへご用伺いに向かっていった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「食った食った……。おなかいっぱい、もう動きたくないぞよ……。妾わらわ、お家うち帰って寝たい……」


    　プリシラは地面にごろりと身を投げだして天を仰いだ。


    「登山って超非生産的な趣味だと思うんじゃよな。腹減るだけじゃろ」


    「てめーさっきまでと言ってることが違うぞ。山頂からの景色を見るんだろ」


    「景色で腹は膨ふくれぬ。空気がうまいとか言うても、ぶっちゃけハムとチーズを挟んだパンのほうが百倍うまいし」


    　プリシラは天を仰いだまま、身じろぎもしない。


    「でも動きたくないが、ドラゴンには会いたいしのー。むなかたー。妾を抱かかえて運ぶことをゆるすぞよー」


    　プリシラは、いつかのようにまた宗むな像かたに抱えてもらうつもりらしい。


    　だが、肝かん心じんの宗像のほうも、体育座りのままビクともしない。


    「ドウヤラ……ワタシハ……ココマデノヨウダ……」


    「またエネルギー切れか」


    　宗像はその大きな体格と、炭水化物をカットする食生活により、非常に燃費が悪いのだ。


    「じゃあ、宗像はここに置いていくか。帰りに合流すればいいし」


    「あの、では私もここで休んでていいでしょうか……。帰りのことを考えると、ちょっと体力が……」


    　坂さか上がみも腰を下ろしたまま、俺たちを見上げる。優等生も体力面が弱点だ。


    「実は私も、ローファーだからちょっと靴擦ずれが」


    　綾あやちゃんは自分の足を指す。そういえばこれまで気にしていなかったが、登山靴どころかスニーカーですらない靴で歩くのは大変だったろう。


    「おー。靴脱いでポーションかけるといいぞよ」


    「ポーションって消毒薬的な使い方もできるのか」


    　さておき、無理もさせられない。となると、三人はここでリタイアということになる。


    「一人で待ってるより三人のほうが安心でもあるか。ああ、でも宗像がポンコツなら、俺も残ろうか」


    「浩こう介すけは行ってきたら？　ドラゴンを見たいって言ってたじゃない。せっかくドラゴンスレイヤー買ったんだし、挑戦してきたら？」


    「でも、女子と動かない肉のかたまりじゃちょっと心配だ」


    「じゃあ、僕も残りますよ。ドラゴンって電車じゃないから興味ないので」


    　世界の大半に興味がないと表明して鉄くろがねも残ると申し出たので、むしろドラゴンに会いに行くメンバーのほうが少なくなってしまった。


    　結局、ドラゴンに会いに行くのは俺と和泉いずみ、そしてプリシラの三人ということになった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「はいみなさま、いよいよお待ちかねのバトルタイムです！　ただ今より武器と魔法の使用を解禁致します。自己責任のもと、存分に戦ってください！」


    　テトラさんが大声を張り上げ、軍配を振るうようにガイド用の旗を振りかざした。旗の先が指すその延長線上に、その姿がある。


    「あ、無理だこれ」


    　その姿を目にした瞬間に思ったことが、そのままするりと口から滑り落ちて言葉になった。


    　威容、といっていい。


    　──要するに大きなトカゲでしょ？


    　綾あやちゃんは前にそう言った。そのとおり。そして、それどころではない。


    　ただ大きいだけというそのことが、いかに決定的であるかを瞬時に思い知らされた。


    　俺たちは今までに二度、竜を見た。


    　それは空を飛ぶ、飛竜だった。


    　この世界にやってきた直後に目にしたその姿は、俺の世界観を容易たやすく粉砕するほどの衝撃を与えてくれた。その衝撃があまりに大きく、ほとんど夢心地だった。


    　二度目に見たときは空の高いところを飛んでいたため、その大きさはさほど感じなかった。


    　だが今、目の前にいる竜は違う。


    　大地を捉とらえる四肢、陽光を受けて鈍く輝く鱗うろこ、黄金色をした目、一つひとつが大型のナイフのような牙きば、その間からのぞく炎そのもののような舌。


    　空を飛んでいるわけではなく、同じ大地に立っているからということもあるだろう。


    　走りだせばすぐ手を触れられるくらいの距離にいるからということもあるだろう。


    　その赤しやく銅どう色の岩のような鱗の質感がはっきりと見てとれる。


    　唸うなり声が腹の底にびりびりと響いてくる。


    　その吐息の熱ささえ感じ取ることができる。


    　ヒグマどころの話じゃない。


    　これは、怪獣そのものだ。


    「和泉センセイ、お戦いにはなられないのですか？」


    　俺は滲にじみ出る冷や汗を拭ぬぐいつつ、パーティの中でも一番の武闘派に尋ねてみた。


    「いや、無理だろこれ」


    　セーラー服の剣士は素すの表情で、何の感慨も籠こもっていない口調でそう言った。


    　俺とまったく同じ感想であった。


    「これは無理だろ。だってでかいもん」


    　その口調にはわずかな言いい訳わけがましさもなく、ただ事実を事実として素直に告げたという感じだった。


    「とにかく剣術や柔術というものは、しょせんは人間相手のものだ。しかし、いくら私がバトルヒロインだとしても、トリケラトプスやティラノサウルスには勝てん」


    「しかし和泉いずみさん、バトルヒロインを自称なさいますが、あなたこれまでろくにバトルしてませんよ。そろそろちゃんとしたバトルのひとつもしないと、クラスメートの脛すねを木刀でボコっただけの基本ポンコツの人ですよ？」


    「沢さわ木き君に言われるとむかつくな。足の小指を木刀で叩たたくよ？」


    「そういえばスリを取り押さえたのって和泉さんでしたよね、超カッコいいと思いました」


    「うん。沢木君のそういうヘタレなりに状況を読む力のことは、私は評価しているよ」


    「やったあ」


    「そういうわけで、私は自分がカッコよく立ち回って勝てると確信したときだけバトルをすると心がけている。でかすぎるのは無理だ」
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    　武術家は勝算のない戦いはしない、みたいなことなのだろうが、言い方があんまりカッコよくなかった。


    「それにあれって火とか吹くだろ。避けるために激しく動いてパンチラとかしたら嫌だし」


    　和泉いずみはスカートの裾を押さえた。その仕草はポンコツかわいい。


    「しかし、それを言うなら、そもそもパンチラの可能性がある服装で戦闘に挑むのが間違っているような……」


    「沢さわ木き君こそ挑んでこないのか？　そのクソダサい武器は飾りか？」


    「ド、ドラゴンスレイヤーはダサくねーよ！　帰ったら部屋に飾るし！」


    「飾りか」


    　ともあれ、そこから先はもうお互いに挑めなどとは言わなかった。


    　むしろ、ほかのツアー客のみなさんはよくあんなものに近寄れると思うほどだ。


    「そりゃあんなのを倒せたら、翌年からあらゆるバラエティ番組からひっぱりだこだわ」


    「バラエティ番組ではないがの」


    　プリシラも俺たちと並んで、三人で体育座り。


    　体育の授業を見学するように、ボーッとドラゴンＶＳツアー客のみなさんを眺めていた。


    



    　バトルタイムが始まって、十分も経たった頃だろうか。


    「……意外と弱いのだろうか」


    　体育座りのまま、和泉がぽつりと呟つぶやいた。


    「……和泉もそう思うか」


    　どうも様子がおかしかった。


    　ドラゴンは物もの凄すごい迫力で暴れ回っているのだが、そのわりに、ほかのツアー客は誰も大怪け我がなどをしていない。なかには疲れた様子で、俺たちのようにドラゴンと距離を取って休んでいる客もいるのだが、誰一人として大怪我をして動けないといった人は見当たらない。


    　ツアー客の攻撃はドラゴンに対して効いていないようなのだが、ドラゴンもまた、客たちを倒しきれていないというか、暴れ方は派手なのだが見た目ほどのダメージをツアー客に与えられていないようだった。


    「図体はでかいけれど攻撃力はさほどでもないのかも」


    「基本的に打撃力は体重に比例して大きくなるはずなのだが……。それに妙なことはほかにもある。顔だ」


    「顔？　ドラゴンの顔がどうかしたのか」


    　荒れ狂うドラゴンの顔は凶暴で凶悪そのものだったが、奇妙だとは思えなかった。


    「違うよ。ほかのツアー客の表情だ。誰もドラゴンを倒しきれていないのに、みなどことなく満足げな表情を浮かべている。」


    「そういえば……」


    　彼らの顔には、もちろん疲労の色が浮き出ているのだが、それに混じってどこか満ち足りた達成感のようなものが見え隠れする。精一杯敢かん闘とうしたのちに惜せき敗はいしたスポーツ選手が浮かべる表情とでもいおうか。


    「私は、これによく似た表情をどこかで見たことがある」


    　和泉いずみは戦っている最中の彼らの顔、そして、いったん戦いを離脱して休んでいる人たちの顔を見つめ、神妙な顔で言う。彼女はスポーツ選手ではないものの、武術家として、俺なんかよりも勝負ごとの中で生きる人間を数多く見てきたのかもしれない。


    「彼らの顔は、アントニオ猪いの木きのビンタ行列に並んで闘魂注入ビンタをしてもらった客が帰り道に浮かべている表情にそっくりなのだ！」


    　何言ってんだこいつ。


    　バトル展開がないので剣客キャラを持て余して、不思議ちゃん方向のキャラを強めていくつもりなのかな？


    　と、このときの俺はそう思ったのだが。


    　和泉はやがて、意を決したように立ち上がった。


    「よし、ちょっと脛すねボコってくる」


    　言うやいなや、和泉は木刀を手に一直線に突っ込んでいく。


    「よし！　妾わらわもドラゴン煎せん餅べいあげてくるぞよ！」


    「ちょ、お前は待て！」


    　ドラゴン煎餅を手に、和泉の後を追って駆けていきそうなプリシラの首根っこを、俺は慌てて掴つかんだ。


    「お前はさすがに待て。それにおやつを提供しに行くな。趣旨がちげーだろ」


    「妾もドラゴンと触れ合いたいのに……。おやつをあげたくてここまで来たのに」


    「わんにゃんパークじゃないっつったのはお前だろ。それに取り囲まれてボコられたりおやつをもらったりじゃ、ドラゴンさんも混乱するだろ。リンチ＆スイーツっておかしいだろ」


    「でも世の中にはアメとムチっていうプレイもあると聞くし」


    「アメとムチはそういう意味じゃないしプレイでもねえ。つーかよく考えたら、なんで討伐対象が好む煎餅を売ってんだ」


    「じゃあ妾が食うもん」


    　プリシラは頬ほおを膨ふくらませると、がしがしと音を立ててドラゴン煎餅に囓かじりついた。


    「あ、これも意外とうまい」


    　土産みやげ物もの屋の店主はドラゴン用だから人間は食うなと言っていたはずなのだが。まあ、たまに鹿煎餅を囓って喜んでる奴はいるけども。


    　そんなことをやっている間に、和泉いずみが木刀を引っ提げたまま、走って戻ってきた。


    「ダメだ。弁べん慶けいの泣き所を思いっきりぶん殴ったけど全然効かない」


    「結局ドラゴン相手でも攻撃箇所は脛すねなのか」


    　まあしかし実際問題、人間が剣を振れる範囲でドラゴンを攻撃しようと思ったら、足なり尻しつ尾ぽなり、地面に近いところじゃないと難しいのだろう。ほかの人たちも、おっかなびっくりドラゴンの周りをうろちょろしながら、脚や尻尾をチクチクと攻撃している。


    「意外とあっちの攻撃は避けられるんだが、こっちの攻撃じゃビクともしない。結論としては、やっぱ無理だな」


    「攻撃力が低い、というより命中率が低い代わりに、防御力とＨＰが滅め茶ちや苦く茶ちや高いみたいなものか」


    「でもなんかこう、不思議な充実感がふつふつと湧いてくるんだ！　こんなのは猪いの木きにビンタされたとき以来だよ！」


    　猪木ビンタは実体験かよ。


    「ＳキャラでいくのかＭキャラでいくのかはっきりしてほしいもんじゃの」


    　煎せん餅べいを音を立ててばりばり囓かじりながら、プリシラが小さな声で言った。


    　が、そのとき、俺の頭は和泉のキャラの方向性とは別のことを考えていた。


    「──そうか。そういうことか」


    　俺はこのときようやく、このドラゴン討伐の構図がわかったのだ。


    　記念受験云うん々ぬんというプリシラの話と、和泉の猪木ビンタの話。


    　そして、いまいち攻撃力が大したことのないドラゴン。


    　それらを合わせて考えたとき、答えが見えた。


    



    　安全な冒険は、娯楽だ。


    　路上で猛獣に出くわすことは、ただの危機でしかない。


    　けれど、それが安全を確保するための檻おりや分厚いガラス越しの対面であれば、それは日本の子供であれば誰でも一度は経験したことのある、動物園という娯楽施設となる。


    　たとえばバンジージャンプ。


    　たとえばジェットコースター。


    　広い意味でいえば、お化け屋敷なんかもそうといえるだろう。


    　約束された安全の中での危機感はたまらない娯楽だ。


    



    　もともと弱いのか、何か理由があるのかは定かでないが、あのドラゴンは基本的に安全だ。そして、俺たち以外のツアー客はそれを知っていたのだ。


    　世界で最もつとも強いとされる生き物に挑んでいくスリルと快感はたまらないだろう。


    　それはどんなお化け屋敷、どんなジェットコースターよりも気持ちいいはずだ。


    　これはそういう娯楽、まさしくそのためのツアーなのだ。


    「最強の魔物、ドラゴン……か」


    　俺は、ドラゴンスレイヤーを強く握り締めた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　握り締めたまま、三十分も経っただろうか。


    「そーやって参戦するタイミング計はかってますポーズを取り続けとらんで、行かんのなら座って待っておけばよかろう。ほれ、特別に煎せん餅べいもわけてやるぞよ」


    　プリシラはその場にあぐらをかいて、ドラゴン煎餅をばりばり囓かじりながら言う。


    「別に期待もしておらんかったが、というかむしろ期待どおりのへたれっぷりじゃのう」


    　プリシラの憎まれ口に反論したいが何も言い返せない。何を反論するよりも行動で示せば、まさに今ドラゴンのもとに走り出して行けばいいだけのはずなのに、足は根を張ったように動かない。別にＨＰが１になっていそうなタイミングを計っているわけじゃない。


    　万一ケガしたらどうしようとか、ほかの人の邪魔になるのはよくないかもとか、よく考えたら野生動物の虐待じゃないのかとか──ようするに、ヘタレただけだ。


    「そこまで！　はいみなさま、まことに残念ではございますが、ここでお時間となってしまいました！　これ以上長引きますと下山に支障をきたしますので、ドラゴンへの挑戦はこれまでとさせていただきます！　撤収！　てっしゅーでーす！」


    　テトラさんが頭上に掲げた旗をぐるぐると振り回す。どうやらドラゴンへの挑戦タイム終了の合図らしい。


    　すでに俺たちを含めた大半の挑戦者が軽く蹴け散ちらされてしまっていたし、最後まで頑張っていた家族連れやペアルックのカップルもヘトヘトの体ていだったので、撤収に異論を挟む人は誰もいなかった。


    　潮が引くように、みなドラゴンから間合いをとりはじめる。と、ドラゴンもこちらの戦意がなくなったのを悟ったのか、それともまた疲ひ弊へいしているのか、こちらを追うことはせず、こちらを睨にらみながらゆっくりと身を引いていった。


    「いやあ、倒しきれなかったが、なかなか楽しいものだな！」


    　和泉いずみはあのあと、都合五度ドラゴンに挑み、無傷のまま帰ってきた。


    「沢さわ木き君も行けばよかったのに」


    「ああ、まあ、ドラゴンが見られただけでよかったよ。あ、でも写真撮り忘れた……」


    　力なく言う俺を、プリシラは何か言いたげに見上げたが、黙ったままだった。


    　俺は結局、ドラゴンを倒すどころか、近づくことさえできなかった。

  


  
    



    　　　四章　地方のゆるキャラと遊ぼう


    



    「なんで行けなかったかな」


    　呟つぶやいて、ベッドの上で寝返りをうつ。


    　クラスメートの手掛かりが得られなかったこともさることながら、俺は自分がドラゴンに挑んでいけなかったということに、自分でも思った以上のショックを受けていたようだ。


    　あのドラゴンは安全なのだと自分の中で結論づけて、それでも挑んでいけなかった。


    　万一のことがあったら、ドラゴンがなんとなく気の毒だ、そんな言い訳を見つけて動けなかった。子供の頃からそうだ。安全策を取って、周囲とのバランスに気を使って、自分はこんなものだと線を引いて、できるだけダメージを最小限にする生き方でやってきた。ドラゴンのことにしろ、綾あやちゃんとのことにしろ、プリシラの言うことは正確に俺の急所を突いている。


    「だからって、人間そんないきなりは変われないんだよなあ。別の世界に来たって、俺は俺だもんなあ」


    　ドラゴンの巨大さに比べればちっぽけな悩みを闇やみの中で弄もてあそぶうち、俺はうとうとと眠りの世界に落ちつつあった。


    　その、夢と現うつつの間をたゆたっているまさにそのときだった。


    



    　──力が、欲しいか。


    



    　不意に聞こえたそんな声が、俺を夢から現実へと引き戻した。


    　俺は目を開け、寝床から体を起こした。


    　どこか遠いところから発されたような、すぐ近くで聞こえたような。


    　遠くで風の鳴る音が不気味に響く、距離感の曖あい昧まいな闇の中で、その言葉だけが奇妙にはっきりとした輪りん郭かくを持って俺の耳に届いた。


    



    　──力が、欲しいか。


    



    　今度はさらにはっきりと聞こえた。


    



    　──お前は、力が、欲しいか。


    



    　三度目の問いかけで、俺はその声の主が何者であるかがはっきりとわかった。


    　俺はベッドから降りると、声の主に声をかける。


    「宗むな像かた、ちょっと寝言がうるさいぞ」


    「む……。うん？」


    　宗像は封印された魔人が起き上がるかのように、ゆっくり目を開け、体を起こす。


    「起こして悪いけど、寝言がすっげえ気になるからちょっといったん起きてくれ」


    「ああ……すまん、わたしが何か気になる寝言を言っていたか」


    「言ってたよ。すげー言ってたよ。自分の無力さを痛感している少年の心を揺さぶるような寝言を思いっきり言ってたよ。そして発言の主を突き止めたら超納得したよ！」


    「ふむ。何筋についての寝言を言っていたのだろうか」


    「特定の筋っつーか全般だよ。力が欲しいか、って」


    「ふむ。もし力が欲しいのであれば、協力するに吝やぶさかではないぞ。筋肉こそ力！」


    　まさにその力を誇示するかのように、宗像は力こぶを作った。


    「いや……でもお前の言う力って、絶対に激しい筋トレとか栄養を計算した食事とかが必要だろ？」


    「それはそうだ。筋肉に王道なし。筋肉とはけして一いつ朝ちよう一いつ夕せきにお手軽に手に入るものではない。鉄のような意志のもとに繰り返される絶え間ない筋繊維の破壊と新生のみが、この無類の肉体をつくり上げる唯一の道なのだ！」


    「あ、はい。いいです、ポージングはいいです。室温が上がるのでやめて」


    　そりゃまあ力を得るのに訓練が必要なのは当然なのだが。


    「どうせあれじゃろ、なんかドラゴンが都合よくお前に竜の力を授けてくれる的な展開を期待しておったのであろう。はは、こいつって超おろか」


    　ベッドの陰からいきなり金髪が姿を現した。


    「う、うるせえ。そりゃちょっとは期待するだろ！　俺はまだこの世界に来てからファンタジー的なものの恩恵にあずかってないんだよ！」


    「やれやれ。努力もせずファンタジーにすがるとは、こいつマジうつけ。それに前にも言うたがファンタジー的なものといわれても、妾わらわにとってはこの世界のすべてが地に足のついたリアルなもんじゃからな。逆に妾は、お主らの世界のカールとかトッポとかじゃがりことかの恩恵受けまくりじゃがの。あっ、今ちょっとラップぽくなかった？」


    「ぽくねえよ。……って待てよ、なんでお前が男子部屋にいるんだよ！」


    「いえーい」


    　プリシラはむかつくピースサインをしながら、俺のベッドの端に腰を下ろした。


    「修学旅行最大のイベントって、観光とかじゃなく、教師の目を盗んで異性の部屋に遊びに行くことじゃろ？」


    「お前なあ……。その王女にあるまじき尻の軽さはなんとかならんのか」


    「まあそう言うでない。べつに一人で来たわけではないぞよ。ちゃんとおかしと眼め鏡がねっ子を持ってきたゆえ」


    　プリシラが指差した先に目を凝こらすと、暗闇の中、お菓子の入った袋を持った坂さか上がみ雪ゆき乃のの姿があった。


    「わーいわーい、お菓子と眼め鏡がねだ、お菓子と眼鏡だー！　わーい！」


    　とりあえず俺ははしゃいでおいた。


    「ほれ坂上先生、もっと近う寄れ」


    　プリシラが手招きすると、坂上はもじもじしながらもこちらへやってくる。


    「あ、あの……。わたし、こういうの初めてで、どうしたらいいのかわからないんですけど、よ、よろしくお願いします……」


    「こ、こちらこそよろしくお願いいたします」


    　よく見れば坂上はジャージではなく、高級そうな薄い生地の衣服を身に纏まとっていた。


    　ただでさえこの時間にクラスメートの女子と顔を合わせることはないうえに、そういう格好をされるとちょっとときめいてしまう。


    「前に妾わらわのジャージは坂上先生から譲り受けたものだと言うたじゃろ？　妾は寝間着もこれじゃが、先生は制服で寝るわけにもゆかぬでの。代わりに妾の寝間着をあげたんじゃよ」


    「ありがとう、なんか必要以上にエロいです」


    　しまった、心の声が正直に出てしまった。


    「おいこら、エロいとかエロくないとか言うでない。先生が怯おびえておるではないか」


    　坂上は自分の身を隠すようにプリシラの背後に隠れた。


    「あ、綾あやちゃんと和泉いずみは？」


    「サムライガールは完全に寝ておるし、ヘタに起こすと怖いからの。委員長は、まあ、誘わんほうがいいじゃろと思うて」


    「なんでだよ、俺の幼なじみをハブってんじゃねーぞ」


    　俺が抗議すると、プリシラはハン、と鼻を鳴らした。


    「おぬしのためを思ってそうしたというに。修学旅行の夜にする話っちゅーたら、『のうのう、好きな子おる？　ここだけの話で名前言っちゃおう！』みたいな話じゃろ？　でもキミはへたれているから、委員長がおったら逃げるじゃろ？」


    「ぐ……」


    「だいたい、さっきもアンニュイな表情で天井を見つめながら『クッ、ボクはどうしてこんなにヘタレなのだろうか、死のう』みたいなこと言うておったではないか。ぶっちゃけ笑い堪こらえるのに必死じゃった」


    「いつから部屋にいたんだよ！　つーか死のうとまでは言ってねえよ！」


    「人間ソンナイキナリハ変ワレナインダヨナア。うん、そうだね（笑）」


    「ぐっ……このクソ王女をドラゴンスレイヤーでぶっとばしたい……！　むしろプリンセススレイヤーが欲しい……！」


    「あっ、あのっ、でも、あの、私もこの世界に来てから少し変われた……と思うから……それはプリシラ王女や沢さわ木き君のおかげでもあると思うんです。だから……沢木君も、きっと変われると思います……（笑）」


    「坂さか上がみさん、すごく感動的な台詞せりふなんだけど、（笑）がついてなかった？　ひょっとしてキミもけっこう前からこの部屋にいたのかな？」


    　坂上は目を泳がせながら、またプリシラのうしろに隠れた。


    「ま、夜は長い。そのへんの話をゆっくりしようではないか。ヘタレのために、女子チームがアドバイスをしてやろうっちゅーんじゃ」


    「お前はおもしろがってるだけだろう」


    「電車くんも起こすかの？」


    　言われて、隣のベッドで寝ていた鉄くろがねのほうに目をやると、こっちはこっちでブツブツと寝言を呟つぶやいていた。


    「ハァハァ……。これがフランスのほこる超特急ＴＶＧの速さだというのか!?　……むにゃむにゃ」


    「死ぬほどわかりやすい幸せな夢を見ているようだから、ほっといてやろう」


    「ちなみに沢木よ、鉄はバスマニアの彼女がいるぞ」


    「えっ」


    　宗むな像かたが衝撃の情報をもたらした。


    「というか、この中で彼氏彼女がいるのは鉄だけなのではないのか？　恋バナはけっこうだが、そういうアドバイスをちゃんと地に足のついた実体験から語れるのはこいつだけのように思うのだが」


    「ぐぅ」


    　プリシラも含めた全員が同時に小さく呻うめいた。


    　修学旅行の夜に、俺たちはまたクラスメートの新たな一面を知ったのであった。


    「ふふふ、日本が誇る超電導リニアが実用されたあかつきには……」


    　幸せいっぱいの顔で眠る電車マニアの寝顔を、全員がアンニュイな表情で見下ろしていた。


    　とりあえず心ここ地ちいい夢だけでも妨害しておこうと、ドラゴンシールドを鉄の腹の上に乗せようとしていたときだった。


    「ひっ！」


    　いきなり坂上が声をあげた。


    「なんじゃ坂上先生、沢木にどこを触られた！」


    「人聞きの悪いことを言うな！　俺は両手でしっかりドラゴンシールドを握っていたんだぞ」


    　俺はドラゴンシールドを持ったままハンズアップして己おのれの無実を証明する。


    「ふむう……では先生、いったいどうしたと？」


    「あ、あの、今窓の外に人ひと魂だまみたいなものが……」


    「おお、恋バナもよいが、怖い話っちゅーのも定番なんじゃったな」


    「いえ、あの、本当に……！」


    　坂さか上がみは本当に怯おびえた様子で、窓の外を指差す。


    「坂上先生ともあろうものが、そんな人魂のような非科学的なものがおるはずなかろう。おおかたフェアリーかなんかを見間違えたんじゃろ」


    「科学的の線引きがややっこしい世界だ……」


    　ともあれ、俺も窓から外を覗のぞいてみる。が、何も怪しげなものは見当たらない。


    「でも本当に、何か光ったものがゆっくりと動いていて……」


    「坂上がそこまで言うならいちおう確かめに行くか」


    　俺たちはこの村の付近で行方をくらましたクラスメートを捜しているのだ。


    　となると、小さな異変でもその手掛かりではないかと思ってしまう。


    「じゃあ、俺と宗むな像かたで見に行ってみるか。あれ？　宗像は？」


    　宗像の姿を捜すと、先ほどまで胸元を開けて筋肉を誇示していた巨漢はおらず、肉のカタマリの代わりに大きな布ふ団とんのカタマリがブルブル震ふるえている。


    「断る！　なぜならおばけが怖いからだ！」


    　宗像は布団をかぶってブルブル震えていた。なんと役に立たない筋肉だろうか。


    　結局、俺とプリシラの二人で、様子を見に行くことになった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　金色の人魂。


    　その正体は、呆あつ気けないほど簡単に、宿を出てすぐに見つかった。


    「あ、あ、あ──」


    　口をパクパクさせる俺のすぐ目の前に、金色に輝くものがあった。


    　俺の握り拳よりやや大きなそれは、燃える黄金のように輝くドラゴンの瞳。


    　そう、山頂にいるはずのあのドラゴンが、あろうことか、村のど真ん中に出現したのだ。唐突なボスキャラとのエンカウントに、俺もプリシラも軽いパニック状態にあった。


    「も、ものすっごいベタな発言で恐縮じゃが、妾わらわはおいしくないぞよ！」


    「あ、あれはどうした！　『死にそうで死なない、ちょっと死ぬ禁きん呪じゆ』は！」


    「あほう！　あれはおぬしが取り上げてどっかに隠してしもうたではないか！」


    　そうだ、あれは危ないので市長に預けてきたんだった！


    「どうしよう、ああ、ええと──！」


    　まったく思考がまとまらない。走って逃げようにも、足がガクガクして動かない。


    　昼間に集団で、それも遠距離で見ているぶんには「あーすげーなー、強そうだなー」くらいの印象だったのに、この深夜にプリシラとたった二人、しかもこの近距離で出会ってしまうと、怖いの怖くないのという話ではなかった。


    　昼間に動物園の檻おり越しに見たシベリア虎と、夜コンビニに行くときにいきなり出くわした。という体験の百倍くらいのショックだ。


    「……おい」


    　いきなり、地の底から響くような声が耳の奥で鳴った。


    　まるで巨人の囁ささやきのようだ。だが、あたりを見回してもそれらしき声の主はない。


    「お、おっす、妾わらわプリシラ。いちおう王女とかやってます」


    　プリシラが震ふるえる声で自己紹介を始めた。


    「なんでこのタイミングで──」


    　と思ったが、すぐにその意味に気づいた。


    　喋しやべったのは竜で、プリシラはそれに応えたのだ。


    　ゴブリンが喋ったのだから竜が喋れてもなんら不思議はない。とは思うものの、やはり人の形をしていないものが人間の言葉を喋ることには違和感があった。まして、これほど巨大な存在とくれば。


    「……ぷりしら」


    　呟つぶやいて、竜は長い首をぐるりと回した。その仕草は人間であれば、首を傾かしげたというようなところだろうか。


    「やはり……」


    　ドラゴンの視線は、俺とプリシラの間を行ったり来たりする。


    「プ、プリシラ、ひょっとしてお前の知り合いか……？」


    　恐怖感を少しでも薄めるために絞り出した、半ば場違いな冗談だったのだが、プリシラは青ざめた顔のまま、しかしそれを否定しなかった。


    「まさかと言いたいところじゃが、妾の祖先がこの山に棲すむ竜の助力を得たという話はしたろ。ひょっとしたら、妾の姿に祖先の面影を見ているのやもしれぬ……」


    　俺とプリシラの声がその耳に届いていたかどうかは定かじゃないが、竜はもう一度首をぐるりと回し、


    「よもや、まさかとは思ったが……。しかし、我の記憶が定かならば……。ふふ、出会いというものは、縁えんというものは実に不可思議なものだな……」


    　木々を震わせるように低い声で言うと、今度は顔を俺たちの鼻先まで近づけてきた。


    　圧倒的な存在を目の前に突きつけられると、恐怖を通り越して、自分の顔が笑みのようなものを形づくっていることさえ感じる。


    　竜。ドラゴン。この地上で最強の種族と目される生物。


    　千年の時を超えて生きるといわれる、世界の観察者。


    「……プリシラ、いちおうかっこつけるけど、お前先に逃げろ。一秒後に俺も逃げる」


    　震ふるえる声で俺が言うと、


    「へ、ヘタレめ。か、かっこつけるなら五秒くらいのこと言え。だいたい王女が平民より先に逃げられるか」


    　プリシラも震える声で応じながら、俺の服の裾すそを強く握った。


    　竜はその顎あぎとを大きく広げ、言った。


    「その声は、もしや我が友、沢さわ木きではないか。俺だよ、オレオレ！」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　人間、予想を超えた情報が入力されるとフリーズしてしまうものだ。


    　俺もその例に漏れず、固まったまま身動き一つ取れないでいた。


    　視線をそちらへやることすらできないが、おそらくプリシラも俺と同様に固まっているのだろう。


    　そんな中、ただドラゴンだけが、止まった時の中で自由に言葉を発し続けていた。
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    「俺だよ、つって俺って言われてもわかんないかなあ。最近ドラゴンやってるからさあ。我っていう一人称使わなくちゃいけなくって、そうなるとなんかもとの一人称忘れ気味でさあ。そう、我っていうか俺だよ！　一いつ色しきだよ！　一色高たか志しだよ！　意識は高く、腰低く！　広い心と大きな器、みんなの友達の一色高志だよ！　このキャッチフレーズで生徒会選挙を戦ってバッチリ落ちたことでおなじみの俺だよ！　え、ていうかなんで沢さわ木きがここにいんの？」


    　あまりのことに頭の回転が追いつかないが、そんな俺を無視して竜はペラペラと喋しやべり続ける。


    「おいおい～、無視はやめてくれよー。無視っていうのはどんな暴力よりも人を傷つけるんだぜ？　友達っていうのはさ、本来なんの関係性もない人間なわけじゃん？　そんな別々に生まれた人間同士が天文学的な確率で巡り合って、しかも友情を育むってそれだけで奇跡っていえるんじゃない。それって素敵やん？」


    　声は相変わらず重厚なドラゴンのものなのだが、喋っている内容が実に薄っぺらい。


    「お前……本当に一色なのか？」


    「だから俺だって言ってんじゃん、俺俺～。オレオレ詐さ欺ぎじゃないから安心してくれよな！」


    「その別に何もかかっていないのにいかにもおもしろいことを言いました的に自信満々なところは確かに一色っぽいが……いや、でも、お前、ドラゴンで……えええ？」


    　安あん堵どと混乱で俺の腰は砕けて、そのままその場にへなへなと崩れ落ちる。


    　そんな俺を追うように、ドラゴンはさらに首を伸ばし、俺の鼻先でなおも喋り続ける。


    「まあまあ細かいことはいいだろ、それより今は再会を祝そうぜ！　この広い世界の中で信じ合える友と出会えた奇跡ってヤツに乾杯……！」


    「ペラペラの台詞せりふを重厚感あふれる姿で言うな！」


    「つーか今何してんの？　ほかに誰かと来てんの？　合流する？」


    「だから、たまたま街で出会ったようなテンションで話すのはやめろ！　ちょっと待て、どっからだ、どっから説明を求めれば……」


    「待てい、妾わらわも状況がわからんぞよ。話からすると、この竜がおぬしのくらすめーとということなのかや？」


    　フリーズしていたプリシラも、ようやく再起動して割って入ってくる。


    「おおっ、えっ、なにこの子、超キュートじゃん！」


    　ドラゴンは長い首を迂う回かいさせてプリシラの鼻先に顔を近づける。


    「おお、このドラゴンはいいドラゴン。煎せん餅べい食う？」


    　プリシラはドラゴン煎餅を高々と差し上げ、ドラゴンがそれをパリンと口にした。


    「いやー、でもやっぱ沢木だったよ。バトルしてるときに、ひょっとしたら、って思ったんだよね。隅っこのほうで、挑んでくるんだか来ないんだかよくわかんない感じでうろちょろしてたやつがいたから気になってさあ。んでよく見たらなーんかどっかで見たことあるような気がして。そしたらいきなり弁べん慶けいの泣き所を殴られて、痛っ、と思って見たら、その相手もどっかで見たことある気がしてさあ」


    「それは和泉いずみだな」


    「あっ、やっぱあれ和泉さんなんだ。んでもう気になっちゃって、ホントは山を下りちゃいけないんだけど、ついつい村のほうまで来てたら、ちょうど沢さわ木きに会ったんだよな」


    



    「んじゃキューティプリンセスのプリシラちゃんにあらためて自己紹介しまっす。一いつ色しき高たか志し、十七歳。夢はでっかく意識も高く、結果だけが伴わない。ってキャッチフレーズでおなじみ、みんなのともだち一色高志だよ！」


    「プリシラっす！　王女っす！　テキトーによろしくっす！」


    　プリシラも一色の自己紹介に応えながら、あらためてその全身像をぐるりと見回す。


    「えーと、つまりこやつが捜しておった、おぬしらのくらすめーと、っちゅーことでいいんかのう」


    「俺もまだ理解が追いつかないが、どうやらそうらしい」


    「こいつ、どういう奴なんじゃ？　えーと、とりあえずドラゴン状態のことはおいといて、おぬしらの世界におったときは」


    　本人を目の前に、クラスメートに人物紹介を求めるのもあんまりな話だが、とりあえず人物像を把握したいというプリシラの気持ちもわからないではない。なにしろ相手はドラゴン、少しでもコミュニケーションを違えると、頭からぱっくり囓かじられる可能性だってあるのだ。


    「おお、沢木、マイベストフレンド。キミなら俺自身よりずっと深く俺のことを理解しているだろう！　さあしてくれ！　沢木浩こう介すけによるプリシラ王女のための俺紹介を！」


    　このうざったい感じの台詞せりふが、すべてドラゴンの重厚感溢あふれる声こわ音ねでされるのだから、鬱うつ陶とうしくてしかたがない。


    「ベストフレンド言うとるが」


    「いや、友達なことは確かなんだけど」


    「俺は友達に序列をつけるようなことはしない。なぜならすべての友達が最高の友達だからさ！　すべてが平等にベストなんだ！　プリシラ王女、キミも是非俺のベストフレンドになってベストフレンドの輪を世界中に広げよう！　ベストフレンドのベストフレンドはみなベストフレンドだ！　世界に広げよう、ベストフレンドの大きな輪！」


    「一色、頼むからお前ちょっと黙ってて」


    　俺が言うと、ドラゴンは首を曲げて右手、というか右前足のところに持ってくると、その前足で「お口にチャック」のジェスチャーをした。なんともイラッとする仕草だったが、これでとりあえず話を進められる。


    「で、どういう奴かって話だけど……ええと、悪い奴じゃないんだけど……」


    「悪い奴じゃないけど常に全裸とかではあるまいな」


    「さすがに全裸キャラは一クラスに二人もいねーよ」


    「その言い方だと、日本の全学校の各クラスに一人は全裸キャラがいる、みたいに聞こえるがの」


    「男子校だと一学年に一人くらいはいそうだけど……まあ全裸のことはいい、一いつ色しきは全裸じゃないから安心しろ」


    「正直、二人目以降はリアクションに困るしの。で、全裸じゃないとしたらどういう奴なんじゃ」


    　全裸でないとしたらどういう奴だ、ってのもだいぶ変な話ではあるが。


    「わかりやすく言うと、意識が高いんだよ。名が体たいを表わしちゃったパターンだよ」


    「ふーむ。しかし、志こころざしが高いというのはいいことなのではないのかや？」


    「いや、そのとおり、いいことなんだが……」


    　俺は言葉に詰まって、どういうわけかドラゴンと化してしまった友を見上げる。その眼の中には、よく見ればどことなく、俺の知るあの一色高たか志しの眼が宿していた無邪気な光があるような気がしてくる。


    　一色高志は、意識の高い少年だった。


    　いつも自己啓発書を愛読し、口を開けば友情だ団結だ未来だノマドだグロバールスタンダードだアメリカ西海岸だサードウェーブコーヒーだと、キラキラしたスタイリッシュな綺き麗れい事ごとばかりを口にしていた。最近ではそういう人間を意識高い系と斬り捨て、冷笑的な視線を向ける風潮がなくもない。


    　しかし、クラスメートの中に一色のことを小馬鹿にする奴は一人もいなかった。


    　一色は単に、意識の高い立派なことや綺麗事を口先で並べて満足するだけの少年ではなかった。彼は単に意識が高いだけではなく、その高い意識を実現させようとする行動も常に起こしていたのだ。


    　そして悲しいことに、ただ能力だけが伴っていなかった。


    　大空に飛翔せんとする意志がある。


    　飛ぶために羽ばたきもする。


    　だが、なんという運命の皮肉か、神のパラメータ調整ミスか。


    　彼には舞い上がるための羽がなかったのだ。


    　高い木に登って降りられなくなった子猫を見つければ、必死で木によじ登って子猫の元に辿たどり着いたところで怖くなって降りられなくなり、無駄にレスキュー隊員さんの手間を増やしたこともあった。


    　期末テストの前には率先して勉強会を開催し、みんなのためにと独自に考案した「日本語ラップでわかる指数関数」を披露することによって、クラスの平均点をがっつり下げたこともあった。


    　中学時代のタチの悪い同級生に金をせびられている奴がいると聞けば、そのヤンキーのところに乗り込んでいって返り討ちに遭あって全裸で校庭のポールに縛りつけられたこともあった。ちなみにヤンキーは和泉いずみが成敗した。


    「……まあ、結果としては一部全裸キャラだが、しかし誰も一いつ色しきのことを笑う奴はいなかった！　そんな奴がいたら俺たちが許さない！」


    「確かに結果としては全裸ではあるが……ちゅーか、さして重要ではない全裸情報を付け加えたのはお前じゃろ。しかし、ウザったいのは確かじゃが、なかなか見上げた男ではないか」


    　確かに、一色のその精神の気高さは誰もが認めるところだった。


    　人からどう思われるだとか、成功する確率だとか、一色が行動するときにそのような打算は一切ない。あるのはただ、美意識とでもいうべき高い意識と、即座にそこに殉じることのできる行動力だった。


    　それはドラゴン討伐ツアーで山を登っている最中プリシラが口にした「いつかドラゴンを倒してしまう勇者の資質」にも通じるかもしれない。


    「ははっ、見上げた男って、それはあれかな？　今、俺を遥はるか頭上に見上げているというこの状況とかかっているのかな？　うわあそれってウィットに富んでる～」


    「あ、やっぱウゼーわこいつ」


    　プリシラはうんざりした表情でそう吐き捨てた。気を使わずにすぐさま旗色をハッキリさせるプリシラのヤンキー気質は嫌いではない。


    　それにしても、とりあえず相手がクラスメートに間違いないとわかると、こんどは周りの状況が気になりはじめた。


    「おい、一色。ここじゃほかの宿泊客や村人に見つかるかもしれない。ほら、ちょっと山のほうに行こう！」


    「えー、山？　せっかく再会して積もる話をしようってんだからさ、この辺、深夜営業のファミレスとかないの？」


    「いいから来い！」


    　ドラゴンの手を引いて、というわけにもいかないので手招きしつつ、俺はつい数時間前に下りてきた山道を再び進んだ。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「なるほどなー。じゃあ、けっこうみんなこの世界に来てんだ」


    「ああ、そういうことだ」


    　急ぎだったので、寝ているメンツはとりあえずそのままに、坂さか上がみを呼んで、俺たちは村から離れて山道の入り口あたりに落ち着いた。


    　宗むな像かたはドラゴンは怖くないがおばけがこわい、と相変わらず震ふるえていた。


    「しかももとの世界に帰れるんだって？　よかったよかった。いや、この暮らしも悪くないんだけど、やっぱり未練もあったからさあ。もとの世界に帰れるならひと安心だよ」


    　こんな感じのくだりは前にやった気がする。


    　というかまあ、突然放り出された異世界でクラスメートと再会したり、もとの世界に戻れるということを知ったら、自分でもそういう反応にはなるだろうからそこはいい。


    　だが、どうしようもなく巨大な問題が目の前にある。


    「で、いつ帰んの？」


    「待て待て、お前、その格好で帰る気か？」


    　俺はあらためてその巨体を見回す。顔が鼻先に突きつけられたこの距離では、その姿すべてを視界に収めることさえできない。これほど巨大な生物は、動物園にだっていやしない。


    「え、ダメかなあ。自分ではわかんないんだけど、体臭とかする？　ドラゴン臭いかな？」


    「臭い以前の話だ！　つーかなんでドラゴンなんだよ、そっから説明しろよ！」


    「そ、そうですよ。そこが一番重要じゃないですか」


    　坂さか上がみにも促され、一いつ色しきはようやく根本のところを話し始めた。


    「いっや、俺もちょっと記憶が曖あい昧まいなんだけどさ。最初にこの世界に辿たどり着いたときは、まだ人間の格好だったはずなんだよ。それが、いつの間にか気づいたらこの格好でさあ」


    「記憶が曖昧って」


    「でもよく聞くじゃん？　海外旅行に行った先で知り合った現地の人と盛り上がってたら、飲み物に薬を入れられて眠らされて、気がついたら身ぐるみ剥はがされてた、みたいなことを。覚えてないけどあんな感じだったんじゃないかな」


    「あんな感じの範囲が広すぎるだろ。もうちょっと思い出せ」


    「えーと。そうそう、確か俺も最初はドラゴンに会おうと思ってこの山に登ったんだよ。やっぱりファンタジーといえばドラゴンじゃん？」


    「ええと、山に入って行方不明になった少年、ってのはやっぱりお前でよかったんだな」


    「でもさ、なんか途中で道には迷うし、腹は減るし、崖から足を踏み外すしでさんざんでさ。途中に売店のひとつくらいあるだろと思ってたんだけど、そういうのも何もなくて。しかも雨まで降ってきてさあ」


    「ったく、高たか尾お山さんハイキング気分で山に入ったな。山とファンタジーをなめるなよ」


    「平地の移動をなめて死にかけた連中が言うことか」


    　プリシラが横目で俺を見て言う。


    「で、地面に寝っ転がって天を仰ぎながら、へっ、俺の人生もここまでってことか……。心残りといえば、修学旅行の夜に女子の部屋へ遊びに行くイベントを経験できなかったことくらいか……。とか思いながら死ぬ覚悟を決めてたんだけど。そのへんから記憶が曖昧、っていうかたぶん気を失ったんだろうなあ。で、意識を取り戻したときにはこの格好だったってワケさ。ウケる。まあこういうこともあるかな、と思って」


    　もともとポジティブ思考の極限みたいなやつだったけど、ここまで現状を素直に受け容いれるとは。


    「にしても何が原因なのやら……あ、そうだ。そういやプリシラの替え玉をつくるときに使った魔法の杖があったよな。ああいう魔法があるなら、ドラゴンになることも可能ってことなのか？」


    　ゲームの中でも、わりとドラゴンに変化する魔法はあるし。


    「あれは別に肉体そのものが変化しとるわけではなく、一種の幻術じゃからの。たとえば妾わらわが宗むな像かたの姿に変じることは可能じゃが、しかしあやつと同じように大きな岩を持ち上げることができるようになるわけではない」


    「へえ、そういうもんか」


    「それに、幻術ちゅーてもやはりあまりの体格差があると、長く化けるうちに周囲の認識に齟そ齬ごが起きるでの。幻術で化けるのは体格が近いものが望ましい。しかるにこのドラゴンは、いくらなんでも体格差がありすぎる」


    　あらためて見上げてみても、確かにこの大きさは尋常じゃない。


    「それにこれは……ドラゴンよ、ちょいとこの辺の岩とか割ってみ？」


    「ん、いいけど。はいよ」


    　一いつ色しきドラゴンは前足を振り上げると、プリシラが指し示した岩に叩たたきつけた。スナック菓子を指で押し潰つぶしたかのように、岩があっさりと砕ける。


    「ほれ、このとおり、肉体そのものが完全にドラゴンと化しておる。幻術でドラゴンに化けることも不可能ではないが、それで岩を砕けるようにはなれぬ」


    「火とかも吐けるんだぜ？　吹いちゃう？　火、吹いちゃう？」


    　俺たちは潰れた岩を見て若干引いていたのだが、ドラゴンはあくまで軽い。


    「ただまあ、実のところこの世界の伝説の中には、人が動物や魔物に変じ、また動物や魔物が人に変ずるという例が数多く語られてもおる。神々が人の姿に化け身しんして現れるという神話は枚まい挙きよに暇いとまがない。それらのすべてが事実を元にしておるとは言わぬが、伝説の客人神まろうどが現実に現れたことを思えば、人が竜になるというのもあり得ぬ話とは言いきれんのう」


    「ちなみにそういう伝説の中では、どういう仕組みで変化することになってんだ？」


    「基本的にはほぼ例外なく、なんらかの魔法の力じゃの。第三者からの呪のろいであったり、祝福であったり、また自分自身の魔力で変身を遂げたり。強力な呪じゆ具ぐによって姿を変えることもあるというがの」


    　誰かが魔法で一色をドラゴンにしたというパターンか。


    「じゃあ意識を失う前、何かの声とか聞こえなかったか？」


    「声？」


    「いや、なんか」


    　──鱗うろこが、欲しいか。


    「みたいな」


    「仮にそんな問いかけがあったとしても、死ぬ直前に鱗を欲する奴はおらんじゃろ。あー、人生で心残りといえば皮ひ膚ふに鱗がなかったことだわー、って渡りに船じゃん鱗ください！　みたいな奴はおらんじゃろ」


    「いやまあ鱗はもののたとえであって、超常的な何かがお前にドラゴンとしての力を与えてくれたとか」


    「いやー。記憶にないんだよなー」


    「なんらかの魔力が作用しておることは間違いないと思うがのう」


    「結局魔法っていわれるともう俺らの埒らち外がいだからわかんねーよなあ……。坂さか上がみの教科書にも載ってないだろうし……」


    「ええと……載ってなくも……ありません」


    　闇やみに消え入るような小さな声だったが、全員の視線が坂上に集中する。


    「あ、あの、といっても生物の教科書ではなく、国語……です。それも竜ではないのですが、虎、なんですが」


    　坂上がそこまで言ったところで、俺も坂上が言わんとすることに気づいた。確かに小説、架空のものがたりとしてなら、人間が人間でないものに変じてゆく現象はいくつも描かれている。


    　たとえばカフカの『変身』、荘そう子しの『胡こ蝶ちようの夢』なんかもその一種といえるかもしれない。


    　なかでも、日本の高校生の多くが触れたことのある物語といえば。


    「中なか島じま敦あつしという作家の書いた、『山さん月げつ記き』という小説があります」


    　坂上がそのタイトルを口にすると同時に、俺は何気なく空を見上げた。


    　できすぎなことに、そこには青白い満月が煌こう々こうと輝き、俺たちと竜の鱗、そしてプリシラの金色の髪を淡い光で照らしていた。あらためて客観視すれば、それはとても幻想的な光景だった。


    「『山月記』。それが、人が虎になる物語なんじゃな」


    「はい。『山月記』は、中国の古典『人じん虎こ伝でん』をベースに翻案したもので、近代的自我の確立とそれによって起こる内面の相そう克こくが主題だとされています。それを、人間が虎になるという怪異を通じて描いたものであると──ただ、文学ですから解説よりも原典にあたってください。さいわい、『山月記』の収録されている国語の教科書は持ってきてあります。プリシラ姫の立場からは、また違う解釈がなされるかもしれません」


    「いや……そういうのいいわ……。そういう人生に悩む青年の内心と彼を翻ほん弄ろうする外界との摩ま擦さつによって生じる葛かつ藤とうとそれを経たことによる自我の確立過程を長々と活字にしてみましたシリーズ、的なややこしいやつはいらんぞよ……」


    「古典文学を理解すんのはえーぞ」


    「要するに、Ｊリーグカレーを食べたマサオがラモスになっちゃう的なことじゃろ」


    　理解したと思ったけど理解してなかった。


    「それ俺が生まれる前のＣＭだぞ、なんでお前が知ってんだ。そしてマサオがラモスになっちゃう的なことではない。つーか百歩譲って、ファンタジー世界だからそういう悩みや葛かつ藤とうで人が人間以外のものに変化できるとして、こいつは俺の知る限り、そういうものから一番縁遠い奴なんだよ」


    「臆おく病びような自尊心と尊大な自尊心が、俺をして竜になさしめたのかもしれない……」


    　月を見上げながら、竜は言った。


    「こやつ、自尊心しかないんかい」


    「全力ポジティブで自分大好きだからなあ……。いい奴ではあるんだけど」


    　だからこそ、一いつ色しき高たか志しは厄介でもあるのだが。


    「ともあれ、ひとまず村に戻ろうぞ。宿泊客がごっそり宿を抜け出しておることに気づかれると、村人が妾わらわたちを捜しに来るやもしれぬ。それに、姿形は何であろうと、とりあえずくらすめーとの無事が確認できたのだからよかったではないか」


    　俺は一色の姿を見上げた。確かに、こんな変わり果てた姿になってしまったとはいえ、こいつは確かに俺たちのクラスメート、一色高志のようだ。ドラゴンに食べられてしまったなどという最悪の事態ではないことがわかっただけでも収穫である。


    「じゃあ、とりあえず俺たちはいったん宿に戻るよ」


    「そうだね。俺の寝る場所ってあるかなあ？　宿の人にはあとで言えばいいよね。ていうかおなか空いちゃったよ。何かおいしいものでも食べたいな」


    「ちょっと待て、さすがにお前はいったんここで待っててくれ」


    「え、なんで？」


    　一色は長い首を曲げ、ご丁てい寧ねいに首で？　マークを作った。実にむかつく仕草だ。


    「だからお前はもうちょっと自分を客観視しろよ！　今のお前が村に下りてきて『おいしいものでも食べたいね』とか言ったら大パニックになるだろうが！　村娘をパクパク食べる気か！」


    「ははっ、沢さわ木きってそういう下ネタ言うキャラだったっけ？」


    「……ダメだこいつ、人間のときから周りを見ない人の話を聞かないマイペースポジティブだったけど、姿がドラゴンだと余計に厄介だ……」


    　一色高志という男は、自みずからを取り巻くすべてを肯定して生きてきた感がある。だからこそ、このめんどくさい感じの性格でも悪く言う奴はいないのだが、ドラゴンであることまで普通に受け容いれられるとこっちが困ってしまう。


    「そういや、ドラゴンになった理由とかはとりあえず棚上げでいいけどさ。喋しやべれるんならもうちょっとなんとかならなかったのか」


    「え？」


    「お前、討伐ツアーなんてものまで組まれちゃってるんだぞ」


    「まあこやつの姿でノコノコ村に出て行けば、話をするしないの前にパニックにもなりそうじゃがのう。現に妾わらわたちもいきなり出くわしてむっちゃびびったし」


    「話し合いができないにしても、もうちょっと別の場所に逃げるとかさ」


    「いや、でもドラゴン討伐ツアーで山頂にドラゴンがいないってちょっと詐さ欺ぎじゃないかな？　やっぱりお客さんたちはドラゴンを目当てに来てるワケだから、俺がめいっぱい張りきって相手をしてあげなきゃ、せっかくはるばる山を登ってきた人たちに失礼じゃん？　やっぱそこは裏切れないっつーか、ドラゴンとしてコミットする責任があるっつーか、コンプライアンスっつーか」


    「え、お前、自分がツアーの目玉になってることも知っててあそこにいるのか？」


    　俺たちの言葉に、一いつ色しきドラゴンはぽかんとした表情を浮かべ──ドラゴンの表情の変化はわかりにくいが、少なくとも俺にはそう見えた──ぎょろりと目玉を動かした。


    「ああ、それはさあ」


    　一色が何かを言いかけたとき。


    「──みなさん、ここで何を」


    　不意に聞こえた声の方向へ目をやると、松たい明まつの明かりを手にしたテトラさんの姿があった。


    「──！」


    　テトラさんは目を見開いたまま、俺たちとドラゴンを交互に見やる。


    　何度もドラゴンへの道を案内してきた熟練ガイドといえども、さすがに夜の山中、いきなりドラゴンに出くわすとなると、平静を保たもってはいられないのだろう。


    「いや、えっと、テトラさん、大丈夫っす。このドラゴンは大丈夫……大丈夫なんですけど、どっから説明したらいいのかな……」


    　俺がどう切り出したものかと躊ちゆう躇ちよしていると、軽薄な竜が先に口──というか、竜の顎あぎとを開いた。


    「テトラさん。紹介します、こいつ俺の友達で沢さわ木きってんです。あと坂さか上がみさんと、それから友達の友達のプリシラさん。超キュートっすよね。で、沢木、この人が」


    「一色さん！　それは──」


    「あれ、何かまずかったでしたっけ？」


    　こんどは俺とプリシラがぽかんとした表情で、一色とテトラさんを交互に見る。


    「えっと、俺、まだ一色の名前を言ってませんでしたよね……？」


    　誰もが口を噤つぐみ、夜の静寂があたりを塗り潰つぶす中で、ただドラゴンだけが暢のん気きに首を左右に動かしていた。


    　やがて、観念したように、テトラさんが顔を上げた。


    「みなさま、もろもろ疑問もおありでしょうが、ひとまず宿へとお戻りください。一いつ色しきさんも、ひとまずは山頂のほうへ。明朝、あらためてすべてをご説明申し上げます」


    「説明って」


    　テトラさんはドラゴンの前足に手を添え、言った。


    「はい。この村とドラゴンとの、共生関係のことを」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「お察しのとおり、この山に棲すむ竜に害はありません。というより、竜の人格についてはみなさまのほうがお詳しいのでしょう」


    　テトラさんは一色の姿を見上げながら言う。その視線はあくまで優しい。


    「ご覧になられたと思いますが、麓ふもとの村は、特に名産品もこれといってありません。耕作に適した土地も少なく、人々は慎つつましい暮らしを余儀なくされていました。もっとも、代わりにこのあたりにはおそろしい魔物もほとんど出ませんから、平和な村ではあったんです。竜は土地神としての信仰の対象ではありましたが、その実体を見た者はいませんでした。ところが、あの流星を境に、本当に竜が出てしまった。そう、その竜こそ一色さんです」


    「流星、か」


    　プリシラが呟つぶやいた。当然ながら俺たち自身はそれを目撃していないが、俺たちは流星として、この世界に降り注いだのだという。


    「あの夜、私は空から麓に降り注ぐ流星を目撃しました。その日を境に、私はこの山の何かが変わったような感覚に囚とらわれていました。流星が落ちて翌日だったか、二日後くらいだったでしょうか。山に住んでいるとはいえ普段は山頂付近には立ち寄ることがないのですが、今思えば予感めいたものを感じていたのでしょう。私は単身、山頂へと向かいました。そして、そこで一色さんに出で逢あったのです」


    「えっと、そのときは既に？」


    「はい。彼は既に、ドラゴンの姿でした」


    　ということはテトラさんもまた、一色がドラゴンになってしまった理由はわからないようだ。


    「そうそう、目を開けたらテトラさんがいたんだよね」


    　一色ドラゴンがテトラさんに顔を寄せて言う。


    　まるで怪獣映画のワンシーンのようだったが、その怪獣の口調だけがひどく暢のん気きで緊張感を欠いていた。


    「俺も自分の体が人間じゃないってことはすぐにわかったからさあ。現実を現実として受け容いれるほかないっつーか。逆に？　逆にこのあり得ない状況が、逆にステップアップのチャンスかもしれないって思ったっつーか、逆に？　逆にこのドラゴンっていうのは逆にオンリーワンの個性なんじゃないかって思ったんだよ」


    「こやつらのここが異世界だと受け容いれる早さは相当なものじゃったが、いくら何でも自分がドラゴンの体になっているということを受け容れるのは早すぎじゃろう」


    　さしものプリシラも呆あきれ顔である。


    「さすがに驚きました。竜の伝説が伝わる山に住むこの私でさえ、本物のドラゴンに遭あったのは初めてでしたから……。その上、その竜があんな、その、軽いといいますか、いい加減といいますか……。一いつ色しきさんはあのとおり、その、ポジティブといいますか、空気が読めないといいますか、あまりご自身の置かれた状況を理解されていないようで……」


    「わかります」


    　テトラさんも随ずい分ぶんと苦労したのだろう。


    「私が注意してからは山頂付近から出歩くことはなくなったのですが、以前はたびたび人里に下りてきては村人に目撃され、村は軽いパニックになるということがありまして……。そのときの目撃談が広まって、世界中から竜退治を目的とする冒険者が集まってきたのです。ちょうど魔王が倒された直後だという時期とも重なってしまって。魔王という冒険者が名を挙げるための最大目標が失われた今、彼らは次なる目標を探すのに躍やつ起きでしたから」


    　そのへんの状況は、既にプリシラから聞いていた。


    　魔王亡き今、冒険者のステップアップのための邪悪な魔物は世界中で求められている。特に竜は大人気のタイトルなので、名を上げたい冒険者が続々と集まってきているという。


    「もとは宿場町でも何でもない、ただの寒村でしたから、冒険者のみなさんが大挙して訪れた当初は大変な騒ぎでした。でもそのうち、村長がこれぞ天てん佑ゆうと、村ぐるみでドラゴン討伐に訪れる冒険者相手の商売を始めることにしたんです。『気軽に会えて戦えるドラゴン』をキャッチフレーズに、ドラゴンを観光の目玉として押し出していったんです」


    「それで『ドラゴンに挑んできましたクッキー』とか売ってたのか」


    「ここだけの話、ドラゴンスレイヤーも装飾が派手なだけの切れ味が悪い鉄の剣ですし、ドラゴンシールドは燃えやすい素材で作られているため炎に弱いので、買わないほうがいいですよ」


    　いや、いいし。後悔してないし。部屋に飾るつもりで買ったんだし。


    「要するに竜と村人がグルになって自作自演をしておったということか」


    「あ、いえ、一色さんのことは私しか知りません。村の人たちはただ、ドラゴンが出たことで村が潤っていることをそのまま受け容れているだけです。私は村の人間ではありませんが、あの村が寂さびれていくことを心苦しく思っていました。それで、村おこしになればと一色さんに頭を下げて協力をお願いしたのです。するとまたたく間に世界中から冒険者たちが集まりました。大きな声じゃ言えませんが、村の人たちにすればドラゴン様々なんです。ドラゴンが倒されてしまうと、冒険者たちも集まらなくなり、またもとの寂れた村に戻ってしまいますから……」


    「つまり、形式はちょっと変則的だけど、あの竜がパンダやコアラ、奈良の鹿のような観光資源というわけね」


    　綾あやちゃんも納得したように言う。


    　あるいは、もっと一歩進めて、ゆるキャラやご当地アイドルのほうがより実態に近いかもしれない。会えて握手のできるアイドルならぬ、会って戦えるドラゴンというわけだ。


    「ふーむ。ドラゴンを倒すために集まる冒険者によって栄えながら、しかしその中の誰かがドラゴンを討ち取ってしまうと、この繁栄が終わってしまう──あやういバランスじゃのう」


    「ゆるキャラ人気に頼りきりの町おこしって感じかな」


    「船ふな橋ばし市には梨があるし、熊くま本もとなんて名産品も観光地もいろいろあるうえでのゆるキャラ人気だけど、この村にはドラゴンしかないんだよな」


    「ここだけの話なんですけど、私にチップをはずんでくださったり、お土産みやげを大量購入していただいた冒険者の方には、剣や鎧よろいに爪つめ痕あとをがっつり残すサービスというのを一方的に実施しているのです。そういうものがあると、地元に帰ってからの自慢話のリアリティが違いますからね！」


    「なんて細こまやかな気配りなんだ……」


    「本当を言えば、爪の痕でいくら、炎で焦がしたらいくら、みたいに個別料金を取りたいくらいなんですけど、ガイドとドラゴンが通じていることがバレるとまずいですしね」


    「でもさ、ほとんどが思い出づくりの記念受験みたいな冒険者たちだけだとしても、なかには本当にドラゴンを倒せるような奴がいるかもしれないだろう？」


    「もちろんなかには手て練だれっぽい方もいらっしゃいますが、そういう方が万一にも一いつ色しきさんに怪け我がを負わせてはならないよう、有力な冒険者は村で一丸となって妨害をしております、村の人たちは一色さんのことは知りませんが、ドラゴンが本当に倒されると村がまた寂さびれることはよくわかっていますからね！」


    「妨害工作というと」


    「宿で預かった武器や防具にヒビを入れたり、食事に下剤を混入させたり、何気なく『でも今はいいとして、十年後二十年後もそれで食べていけるんですか？　実家のご両親はなんて言ってるんですか？　同級生は毎月お給料がもらえる職に就いて、結婚もして家庭を築いてるんじゃないんですか？』みたいなことを無邪気に聞いたりしてテンションを落としたりと、あらゆる角度から妨害工作を仕掛けているのです」


    「夢追い人になんて仕打ちを……」


    「実は私も陰ながら冒険者のみなさんの邪魔をしていたんです。背後からすばやさを下げる魔法をかけたり、防御力を下げる魔法をかけたり、思春期特有の万能感を増幅させる魔法をかけたり、逆に将来に対する不安をいたずらに増幅させる魔法をかけたり……」


    「後半の二つ特にタチわりーな」


    「ドラゴンと戦ってる真っ最中に『あれ、俺ってこんなことしてていいんだろうか……。十年後二十年後、普通に就職した奴らと生涯所得でどれだけ差がついちゃうんだろう……』みたいなこと思ったらもう負けじゃろ」


    「まあ、そもそもドラゴンって素すで強いですからね。村ぐるみの妨害がなかったとしても、ドラゴンを倒せる冒険者なんてこの世界にどれほどいるか」


    　まるで自分のことのように誇らしげに言うテトラさんの言葉に、一いつ色しきは照てれたように首を巻いた。


    　テトラさんはそんな一色の姿を見上げ、首の鱗うろこを撫なでながら言った。


    「──でも、この村おこしもこれで終わりにしなければいけませんね」


    　静かな、でも強い意志の籠こもった言葉だった。


    「終わり、って」


    「だって、一色さんはお友達のみなさんと一緒に行かれるんでしょう」


    　テトラさんが見上げると、一色は困ったように顔を逸そらした。


    「あ、あー。まあ、帰るつもりではいたんすけど。俺的にはもうちょっといてもいいかなとは思うんですよね。だって」


    　テトラさんは優しい表情を浮かべたまま、首を振った。


    「流星とともにやってきて、この世界に恵みを齎もたらす客人神まろうどの伝説は、私も聞いたことがあります。一色さんは、そしてみなさんはそれなのでしょう」


    　どうやらテトラさんは、俺たちが別の世界からやってきた人間だということに気づいていたらしい。俺たちも、そして一色も。


    「同じ世界に生まれた人間同士が出会うだけでも奇跡なのに、俺たちは世界を超えて出会えたわけじゃないっすか。それって奇跡を超えた奇跡ですよ。だから……」


    「寂さびれた寒村が、ほんの一時期でも夢のように潤った。山で寂しく暮らしていた私が、ほんの一時期でも多くの人に触れ合うお仕事ができた。それだけで私たちは十分です。訪れ、出会い、やがて去る。客人神まろうどとはそのようなものでしょう」


    　テトラさんは微ほほ笑えんで、ドラゴンを──一色を見上げた。


    「これまでありがとうございました」


    　テトラさんは深々と、遥はるか頭上のドラゴンに頭を下げた。


    　あれほど軽薄に薄い内容のことをペラペラと喋しやべり続ける男が、今ばかりは何も言わず、月を見上げて低く唸うなった。


    　それはまるで、本物のドラゴンが同胞を呼ぶ遠とお吠ぼえのようだった。


    　月から降り注ぐ針のような細い光が、竜の鱗を静かに照らしていた。

  


  
    



    　　　五章　スターといっしょに写真を撮ろう


    



    「えっと、まず最初に一番重要なことを確認しておきたいんだけど、このドラゴンが、私たちのクラスメートの一いつ色しき君ってことでいいのよね？」


    　綾あやちゃんは一色ドラゴンを見上げながら言う。今のドラゴンは四肢を折り畳んで腹はら這ばいの格好だが、それでも立った状態の象より遥はるかに大きい。


    　そんな巨大なドラゴンだが、口調はあくまでも軽薄なクラスメートのものだ。


    「おー委員長、久し振り～。でも俺はいつかきっと再会できると信じてたよ。だって、地球上に人間が六十億人いるなかで出会えたクラスメートって、一人ひとりが奇跡の集合体みたいなものじゃん。俺たちは一人ひとりが奇跡の子なんだよね。そんな奇跡みたいな確率を潜くぐり抜けた俺たちなんだから、そりゃ何度だって会えるよね。これは奇跡っていう名の必然なんだよね」


    「うーん、雰ふん囲い気きだけで大して中身のないことを言ってるのは確かに一色君っぽい……」


    「委員長は相手がドラゴンでも辛しん辣らつじゃの」


    　そんなプリシラの声が、頭上から振ってくる。


    「にしても、ドラゴンちゅーのはこんな高いところから世界を見ておるんじゃな」


    　プリシラはドラゴンの首に跨またがって上機嫌だ。


    「みんなで乗ってみぬか？」


    「おう、いいぞー。でも首は二人以上乗ると危ないから、背中にしときな」


    　ドラゴンに乗ってはしゃぐプリシラを子供めと思っていたが、言われてみると確かにドラゴンの背中に乗るというのは憧れる。その胴の太さからすると、跨がるというのは難しそうだが、背中に腰を下ろすくらいならやってみたい。


    「綾ちゃん、乗ってみない？」


    　俺も一色の体によじ登りかけながら、綾ちゃんを誘う。


    「だって……浩こう介すけ、ちょっと上着を脱いで、そこに四つん這ばいになってみて」


    「は？」


    「上着を脱いで、あ、シャツもね。ズボンはまあいいわ。脱いだら、そこに四つん這いになってみて」


    　俺は一色の体にかけていた手を下ろすと、言われたとおりにする。


    「……これでいいでしょうか？」


    「うん。で、プリシラ、ちょっとここに座ってみて？」


    「ここ？」


    「浩介の背中」


    　プリシラも頭に大きなハテナマークを浮かべながら、ドラゴンの首から滑り降りて、俺の背中にどすんと腰を下ろす。


    「んで、これに何の意味があるんじゃ？」


    「……綾あやちゃん、これどういう罰？　俺なんか悪いことした？」


    「……委員長よ、これどういうサービスタイムなんじゃ？　こやつ何か褒ほう美びに値するようなことしたのかや？」


    　正反対ながらも同時に発された俺たちの疑問を笑顔でスルーした綾ちゃんは、あろうことかデジカメを持って構えた。


    「そのままそのまま、写真撮るから」


    「写真!?」


    「浩こう介すけ、もうちょっと顔こっち向けてね。プリシラ、いい顔でピースして」


    「ぴ、ぴーす」


    　かしゃり、とデジカメのシャッター音が響く。


    「うん、だから冷静に考えるとこういうことなんだなって思って」


    　綾ちゃんは、撮りたてほやほやの画像をみんなに見せながら言う。


    「背中に乗るとこれで、首に跨またがると肩車でしょ？　見た目はドラゴンでも、中身は一いつ色しき君なわけじゃない？　しかもドラゴンだからうやむやになってるけど、今の一色君って全裸なわけでしょ？　ズボンさえ穿はいてないわけでしょう」
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    「おお、よく考えてみたらまた全裸か！」


    「まあ全裸といえば確かにそうだけど……」


    　俺はあらためて一いつ色しきドラゴンを見上げる。確かに一糸まとわぬ姿ではあるが、そもそもドラゴンを全裸か全裸でないかで考えたことがない。


    「やっぱり女子的には、全裸で四つん這ばいになってるクラスメートの男子の背中に腰を下ろすのって、ちょっと抵抗あるのよね」


    「自分が抵抗あることを王女にやらすでない。しかし、うーむ。言われてみると確かに背徳的な絵え面づらじゃのう」


    　プリシラはデジカメの画面を覗のぞき込んで、眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「あ、あの、委員長、あとでその写真私にもください」


    「私もパソコンの壁紙にしたいぞ」


    　坂さか上がみや和泉いずみまでそんなことを言いだす。


    「わかった。じゃあもとの世界に帰ったらクラスのメーリスで流すね」


    「流すな、絶対に流すな！」


    「冗談だって。さ、それでは、異世界学級会を開会します！」


    「何だその流れ」


    　なんだかひどい流れで、久々の学級会が始まった。


    「議題は、クラスメートである一色高たか志し君の今後の処遇について。……野外での学級会って初めてかも」


    　議長である綾あやちゃんの宣言とともに、久々の学級会が始まった。


    　内容が内容だけに、村人の耳に入るかもしれない宿屋で行うことはできず、また肝かん心じんの一色が参加することもできないので、昨日と同じように山の中の広場で学級会を開くこととなった。


    「今後の処遇といっても、とにかく無事に再会できたのだから、あとは黙って連れていけばよいのではないか。旅に同道するのは難しいとしても、ひとまず王都でかくまってやったらどうだ。ドラゴンから人間へ戻れるかどうかはあとで考えればいい」


    　ドラゴンをあらためて眺め回しながら、和泉が言う。和泉も昨日はぐっすり眠っていたので、このドラゴンを一色として対面するのは初めてだ。


    「黙ってと言うても、この図体で村から街へ移動して余人に見つからぬのは不可能じゃろ。空を飛べる飛竜なら直接王都へ飛んでゆかせる手段もとれるが、こやつはどうやら飛べぬようじゃし。のう？」


    　一色は大きく首を振って頷うなずく。


    「それに黙って消えれば、村人たちは竜が帰ってくるのを待つじゃろう。いずれは竜が還かえらぬことを悟るじゃろうが、還らぬものを待たせるのも残酷なもんじゃ」


    　確かに、何の前触れもなく消えると村に混乱が起きそうではある。


    「あ、あの、すべての事情を話してしまうというのはどうですか。一いつ色しき君自身も喋しやべれるみたいですし、別の世界から来た、もとは単なる人間なんだっていうことを話してしまえば。そうしたら、少なくとも見世物にされるようなことはなくなるかもしれません」


    「それはちょっと、危険な賭かけかもしれない」


    　神妙な顔で綾あやちゃんが言う。


    「事実はどうあれ、村の人たちからすれば、よそからやってきた旅人が村の名物を持っていっちゃうという風に映ってしまう。私たちと一色君が繋つながっていることを知られるのは極力避けるべきだわ」


    「テトラさんのほうから村の人たちに話してもらうというのは？」


    　俺が言うと、一色は俺の顔の前までぐるりと首を伸ばしてきた。わかってはいても、その迫力には思わず一歩退ひいてしまう。


    「みんなも知ってると思うけど、テトラさんって村と交流はあるものの、村の人間ってわけじゃないんだって。だから彼女の立場が悪くなるようなかたちは避けたいよ。テトラさんのほうから切り出すと、テトラさんが竜を解き放ったみたいに思われるかもしれない。竜って俺なんだけども」


    「だったらどうしたら……」


    　あらかた意見が出で揃そろったところで、学級会は行き詰まってしまった。


    「死んじゃったものを、倒しに来る人はいないわよね」


    　デジカメでさっきの画像を見ながら、ぽつりと、綾ちゃんが言った。


    「うん。突然いなくなっちゃったら村の人も困惑するだろうけど、死んじゃったものは仕方ないじゃない？」


    　全員がぽかんとする中で、綾ちゃんはプリシラの耳をつまんだ。


    「プリシラＰ、耳貸して」


    「Ｐ？」


    　妙な呼ばれ方に戸惑いつつも、プリシラは綾ちゃんに顔を寄せた。


    「ふん、ふんふん、ほー」


    　どんな話し合いがなされているのか不明だが、プリシラは頷うなずきながらニヤニヤしはじめた。


    「──なるほど。そうじゃの。いっそのこと殺やっちまうかの。そうすりゃ村人たちも未練がなくなるじゃろな」


    　プリシラまで物騒なことを言って、ドラゴンを見上げる。


    「いやいや、命って地球より重いじゃん？　一人にひとつ掛け替えのない命じゃん？」


    　すべての状況を前向きに受け容いれてきたさしもの一色も、自分の命がかかるとそれは素直に受け容れられないらしい。首をぐねぐねさせながら難色を示す。


    　そんな一色に、俺は言う。


    「一いつ色しき、クラスメートなんだから知ってるだろ。このクラスじゃ綾あやちゃんが、委員長がやるっつったらもう決定なんだよ」


    　そして、それで悪いようになった例はない。


    「じゃ、学級会はひとまず閉会」


    　パン、と手を叩たたいて綾ちゃんは一同を見回した。


    「やってみようか。二年一組の竜殺しドラゴンスレイヤー」


    　綾ちゃんは冷たい目でドラゴンを見上げた。


    　さしものドラゴンも、思わずぶるりと身を震ふるわせた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　学級会が終わると、さっそく俺たちはドラゴンスレイヤー作戦の準備にとりかかった。


    　作戦本部は宿屋の男子部屋だ。


    　プリシラと綾ちゃんが額ひたいを突き合わせるようにして打ち合わせをしている。


    「結局、メインは誰がやるかって話なんじゃよな」


    「普通に考えると、和泉いずみさんか宗むな像かた君でいいんじゃない？　あ、でも宗像君は最初にこっちで使いたいから、和泉さん、どう？　やっぱり一番動ける人だし」


    　綾ちゃんに振られた和泉は、困ったように腕組みをする。


    「私はこれでもあがり性だからな。できれば遠慮したい」


    「そうなの？」


    「子供の頃から木とか壁とかだったからな。メインはちょっと」


    「そうなると……坂さか上がみさんというわけにもいかないし、私やプリシラっていうのも……」


    「何なら俺がやろうか？」


    　申し出てみたが、綾ちゃんとプリシラの表情は硬い。


    「浩こう介すけねえ……本人にやる気があるなら、うーん。でもねえ」


    「それだったら妾わらわがやるぞよ」


    「そういうわけにも……。やっぱり消去法でいくと、宗像君か鉄くろがね君か浩介か」


    　企画の大枠は既に決定したものの、メインを張る人間が定まらず、作戦は難航しつつあった。


    　そのとき、村の地形図をスケッチしに出ていた坂上が戻ってきた。


    「あの……地形図はまだ完全じゃないんですが、ちょっと急いでお知らせしたいことが」


    　坂上は焦あせったように喋しやべりだす。


    「村人のみなさんが話をしているのを耳にしたんですけれど……。実は、この近辺の村々を魔物から救っているという赤丸急上昇中の冒険者が、近々この村にもやってくるという噂うわさがあるそうなんです……」


    　坂さか上がみの言葉に、机で書き物をしていたプリシラが顔を上げた。


    「そのへんの有う象ぞう無む象ぞうではなく、実績のあるルーキーということか。それが一万人に一人の勇者になり得る人材だと、作戦前にドラゴンさんが討たれてしまうかもしれんのう」


    「その勇者候補には悪いけど、下剤を特盛りにしてもらうか」


    「げ、下剤……？」


    「ガイドさんが言うておったろ。有力な冒険者は村ぐるみで事前に潰つぶしてしまうらしいんじゃよ」


    　それを聞いて、坂上は複雑な表情を浮かべた。


    「……あくまで噂うわさを聞いただけですからどこまで信しん憑ぴよう性せいがあるのかは定かでないのですが……。その、腕はたつそうなんですが、少々変わった人らしくって……」


    「冒険者というのは大概、どっかしら変わった奴がなるもんじゃぞ？」


    「それが、その……」


    「あっ！」


    　坂上が妙に言い淀よどんでいるので、俺はまさかの心当たりを思いつき、思わず立ち上がった。


    「まさかそいつ、全裸じゃないだろうな！」


    　そう、俺たちは知っている！　全裸でこの異世界をサバイブする能力を身につけた一人の男を知っている！


    　みんなもその可能性に思い至ったらしく、不安が波のように広がっていく。


    「全裸ではないです」


    「あ、そう。よかった」


    　俺たちは全員でほっと胸を撫なで下ろした。あんな出オチに全部持っていかれたら、企画のすべてが台無しになってしまう。


    「ただ、当たらずとも遠からずといいますか……」


    「半裸？」


    「ええと、そちらの方向ではなく……」


    　坂上は、その変わった冒険者の情報について語り始めた。


    「なんでも、その方はとある国の王女の暴ぼう虐ぎやくを諫いさめたところ投獄され、それでも自分の知恵と力を駆使して脱獄し、世のため人のために旅をしているのだとか」


    「王女？」


    　そのキーワードにプリシラが反応して、わずかに首を傾かしげた。


    「魔物に苦しめられている村を救っては、魔物の生態系が考証的に間違っているとか、この時代にこの形状の屋根をした建築様式があるのはおかしいだとか、いまいちよくわからないことを説いて回るのだそうで……」


    「……あれ？　あれあれ？」


    「うーん。なんか妾わらわ、そういうやつ知ってるような……」


    「村人たちが、その救世主に名を問うと、その女冒険者はこう名乗ったといいます」


    　──名乗るほどの名ではない。


    　──でも、人は私をこう呼ぶわ。ハイファンタジー宝たから田だと！


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「あっ……」


    　白馬に跨またがった少女は、俺と目が合うなり露ろ骨こつに嫌そうな顔をした。


    　なんというか、遊園地であんまり仲のよくないクラスメートとばったり行き合ってしまって、でも気づいていないフリをするには目がばっちり合ってしまったし、どうしたらいいのか進退窮まった、超めんどくせー、みたいな表情だった。


    　が、引き返すこともできず、そのままゆっくりとした歩調で馬を進めてくる。


    「やあ宝田、偶然だな！」


    　もちろん偶然ではなく、事前情報を手に入れて網あみを張っていたのだ。


    　正直俺も宝田は苦手なのだが、一度は命を救ってもらった相手でもあるし、クラスメートの女子が下剤山盛りごはんを食べさせられるのも気の毒なので、広い心でこちらから話しかけてあげることにした。


    「やっぴー！　プリシラちゃんもおるぞよ！」


    　一度はスナック感覚で投獄した相手とどう接するのかを考え抜いたあげく、プリシラはアホの子スタイルでいくことに決めたらしい。アホっぽい台詞せりふとポーズで宝田に挨あい拶さつする。


    「……」


    　露骨に嫌そうな顔のまま俺たちの挨拶を無視して、宝田は無言でふわりと馬から降りた。


    　悔しいが、絵になっていた。


    　その様は、まるで本物の冒険者のようで──そもそも本物の冒険者って何なのだと冷静になれば思うのだが──一瞬見とれてしまった。


    　服装は基本的にほかの女子と同じセーラー服だが、その上にマントを羽は織おっており、手首には籠こ手てだか腕輪だかよくわからないものが嵌はまっている。帯剣もこないだは、プリシラの城から勝手に持ち出した剣を下げていたが、なんとなく微妙にグレードアップしたようなものを装備していた。


    　気のせいだろうか、顔つきもどことなく凜り々りしさを感じる。


    　プリシラの権力＆大金というぬるま湯に浸かってグダグダな旅を続けてきた俺たちとは違って、明らかにいくつかのクエストをちゃんとこなして成長してきました、という感じがその全身から溢あふれ出ていた。


    　装備品の一つひとつも納まるべきところに納まっているというか、実に堂に入いっている。


    　和泉いずみのいうように、セーラー服だから様になっている、というわけでもないのだろう。むしろその学校指定のセーラー服までもが、この世界の伝統衣装であるかのようにほかの装身具と不思議な調和を見せていた。


    「……何ジロジロ見てんのよ」


    「いや、なんか……」


    　こういう正しいサンプルケースを目の前に提示されると、土産みやげ物もの屋のドラゴンスレイヤーを手にした自分がいかにアホっぽかったのかを再認識せざるを得ない。


    　俺はたぶん、こういうことに憧れていたのだろう。


    「なんか、ちゃんと冒険者してんだな、って思って」


    　俺は百パーセント褒ほめ言葉のつもりで言ったのだが、その瞬間、宝たから田だの眉み間けんに殺気がほとばしった。宝田はつかつかと俺に歩み寄ると、いきなり胸ぐらを掴つかんできた。


    「なに、冒険者って言った？」


    「え、あ、はい、宝田さんが冒険者としてご活躍されていると聞きまして。それで、実は折り入ってお話が」


    「……沢さわ木き、ちょっとそこに正座しなさい」


    「え？」


    「正座ァ！」


    　一いつ喝かつの迫力も以前より二割増しになっている。


    「連帯責任、あんたも」


    　いつかの意い趣しゆ返がえしというわけではないのだろうが、宝田はプリシラも強く睨にらみつける。


    「お、おい、何が癇かんに障さわったのかは知らぬが、目つきが尋常じゃない上に、相手は刃物を持っておる。逆らわないほうがよさそうじゃぞ」


    　プリシラが俺の耳元で囁ささやいて、その場にサッと正座した。西洋風世界のプリンセスに正座をさせるのは考証的にどうなのかと思わないでもないが、確かに刃渡り十五センチ以上の刃物を持っている人間には逆らわないほうがよさそうだ。俺もプリシラの隣に正座をして、宝田様のお言葉を待つ。


    　と、そのとき宿から出てくるところの綾あやちゃんと目が合ったが、わが幼なじみは微ほほ笑えみながらそっと踵きびすを返して宿へと戻っていった。


    　幼なじみとプリンセスを即座に見捨てる危機回避能力、さすがである。


    「で、あんた、さっきなんて言った？」


    「た、宝田も、宝田サンも冒険者として板についてきましたね、と申しました」


    「冒険者。冒険者？　ふん、冒険者」


    　宝田はブツブツと冒険者冒険者と繰り返す。


    「おい沢さわ木き、冒険者ってそもそも何？」


    　片手は剣の柄えにかかったままだ。答えを間違うと危ない。


    「え……？　いや、ええと、何って言われると困るんですけど、世界を旅して冒険をする職業の……」


    「冒険者なんて職業はないッ！」


    　どうやら今回宝たから田ださんの地雷となったのは、冒険者という言葉らしい。


    「で、でも、冒険家って職業の人は現代日本にもいるじゃないですか。『情熱大陸』とかに出ているではないですか」


    　クラスメートに対して敬語もやむを得ない。だって刃物持ってるし。


    「確かに現代には冒険家という職業は存在するわ。それに、コロンブスなんかは冒険家、探検家のはしりといえるかもしれない。世界の辺境を押し広げんとする人々は、ええ、中世にだっていたでしょう。でもね、現代だろうが大航海時代だろうが、彼らは職業として冒険をしてたのよ。そう、冒険家というものはちゃんと職業として成立してる。でも冒険者って何？　者？　柔道家っていうけど柔道者って言わないでしょ？　小説家っていうけど小説者って言わないでしょ？　～者ってのは何かそういうライフスタイルをふわっと括くくる言葉なのよ！　しかもあんたが言う冒険者っていうのはアレでしょう！　こう、なんかどうやって生計を立てているのかよくわからないけどフラフラ各地を旅して歩いてよくわからないけど現地の魔物みたいなのをいたずらに倒しているうちよくわからないけど何か大きな運命に巻き込まれてなしくずしに大冒険に突入するみたいな……」
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    　そこで宝たから田だ先生は大きく息を吸い込んだ。


    「そんなライトファンタジーによく出てくるよくわからない連中をまとめるフワッとした忌いまわしき総称、冒険者と私のことを呼ぶなッ！」


    「まったく、おろか者め！　冒険者？　何を言うておるんじゃ、そんな職業はこの中世ヨーロッパ風世界には存在せんわ！　バーカバーカ！　うわこいつ知的水準ひっくーい！」


    「なっ、裏切り者！」


    　尻軽プリンセスはあっさりと俺を裏切って宝田のほうについた。


    「こやつは水着みたいな鎧よろいを着たおねーちゃんが出てくるようなゲームばっかりして漫画調の挿さし絵えがもりもりの軽薄なファンタジー小説ばっかり読んでおるから脳がライトなんじゃよ」


    「お前も随ずい分ぶんとライトな文化に詳しいじゃねーか」


    「とにかく、ここは妾わらわに免じて許してくれい。ほれ、これでも食べて落ち着くんじゃ。サクサクして超うまいんじゃよ。あとちょうカッコいいＴシャツもプレゼント！」


    　プリシラがクソダサＴシャツと「ドラゴン討伐に行ってきましたクッキー」を箱ごと差し出した瞬間、冒険者宝田さんの血管がブチブチと切れる音が聞こえた気がしました。


    　ドラゴンより怖かったです。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺とプリシラはなんとか宝田をなだめて、村のレストランへと入った。


    　農村にレストランがあるという点についてまた若干機嫌が悪くなったのだが、それでもこの世界を旅するうちに多少は割り切ってきたらしい。料理専門店というものの発祥時期について一席ぶつことはなく、憮ぶ然ぜんとした表情で卓に着いた。


    「なんでもいいからうまいものを山ほど。おすすめは鹿？　んじゃそれ山盛りで。あと、中世ヨーロッパに存在しても考証的におかしくない料理を頼むぞよ」


    「どんな食事の頼み方だ。つーか宿の人もそれじゃわからんだろ」


    「でもこういう山がちな土地の村で魚のカルパッチョとか出てきたらまた切れそうな気がするんじゃよな」


    「魚のカルパッチョは刺身をヒントについ近年日本で考案されたもので、ヨーロッパには存在しなかった……。そもそも牛肉のカルパッチョもその発祥は」


    「あ、はい。はい、なんかすいません」


    　しかしあらためて思えば、宝田と差し向かいで食事をすることがあるなんて、思ってもみなかった。高二も半ばを過ぎて修学旅行の頃にもなれば、クラス内の人間関係もほとんど固定されてしまって、新しい関係性ができることは稀まれだ。


    　別にこれで友達だ、などとは俺も思わないし宝たから田だも絶対に思っていないだろうが、少なくとも家の玄関を出たときには、こんなことになるとは思いもしていなかった。


    　まあ友達だと思ってくれなくてもいいけれど、少なくとも俺が最初に声をかけなければ、有力な冒険者として村人から下剤入りの食事を食べさせられていた可能性もあるので、それくらいは感謝してほしい。


    「でさ、宝田。なんか噂うわさだと、名うての冒け……旅人として名を上げてるらしいじゃないか」


    「フン。別に名を上げるつもりはなかったわ。ただ旅先で邪悪な魔物に苦しめられている村人たちを助けるうちに、そういうことになってしまっただけよ」


    　言いながら、宝田はサラダをフォークで容器の底から掻かき混ぜる。中世ヨーロッパには存在しなかったダウトの野菜が入っていないか確認しているのだろうか。


    「こやつ、さんざん言うておったわりに、この世界で『いわゆる和製ライトファンタジーの冒険者』的なことをやっとるんではないのか。つーか名を上げるつもりはないとか言うわりに、おもっくそ名乗っておったそうではないか」


    「俺もそう思うが、あんまり細かいところをつっこむのはよそう。まだ刃物持ってるし」


    　俺とプリシラはヒソヒソ声でそんな会話をする。


    「フン……。そういえば、あなたたちの旅はどうなのよ。クラスメートを捜すとか言ってたけど、誰か見つかったの？」


    「見つけたと言えば見つけたんだけど……」


    　かくかくしかじかと、俺はドラゴンについての話を宝田に伝えた。


    「なるほどね。一いつ色しきってあのうざったい奴でしょう。フン、ドラゴンにね」


    「あの……キレないんですか？　人間がドラゴンになっているのですよ？　安易じゃないですか？　それは考証的にちょっとどうなんでしょうか」


    　おそるおそる尋ねてみるが、もはや俺も自分自身、何に怯おびえているのかよくわからない。


    「人間が人間でないものに変ずる伝承は世界中にあるわ。そこはリアリティがあるので大丈夫」


    「リアリティ……」


    「そこはいいのよ。問題はどんなドラゴンかってことよ」


    「どんなっつっても、普通のドラゴンだよ」


    　と迂う闊かつに言ってしまったところが、また押してはいけないスイッチらしかった。


    「ドラゴンって簡単に言うけれど、あなたたちがドラゴンというものをどれだけ知っているというの!?　そもそもドラゴンという幻想動物に関する伝承は世界中に存在するわ。いわゆる東洋の龍と西洋の竜が異なったものであることくらいはあなたたちも知っているでしょうけれど、ドラゴン初心者が陥おちいりがちな、東洋の龍が神聖なる水神であり、西洋の竜が邪悪な存在であるという単純な分け方はむしろ誤りであって」


    　どうしようどうしよう、迂う闊かつにエンジンかけてしまった。


    「うまっ！　鹿、うまっ！」


    　プリシラは目の前の料理に集中することで、ドラゴンに関する考察を受け流すことにしたらしい。しかたなく、俺が地蔵のように聞き役に徹することになる。


    「地域を北欧に限定したとしても古代の民間伝承に伝えられるドラゴンとキリスト教が普及して以降のドラゴン像は」


    「そもそもキリスト教はその発展段階において土着信仰を吸収しつつそれらの神々を貶おとしめることで」


    「ドラゴンという幻想の存在に当時の人々が何を仮か託たくしたかについては、当時の時代背景や社会情勢を無視して語ることはできず」


    「たとえば日本における日本武尊やまとたけるのみことが八岐大蛇やまたのおろちを退治したという伝説は古代日本における治水事業の暗あん喩ゆであるという解釈が一般的で」


    　俺にとっては消えゆくローカル線情報と同じくらい興味がないありがたいお話はじつに三十分一方的に続き、ようやく食後のカプチーノが運ばれてきた。


    「……で、何よ。本題に入りなさいよ。別に投獄した罪滅ぼしだの、あのとき助けたお礼だのをしたいわけでもないんでしょう」


    　ようやく満足したのか、カプチーノに口をつけ、宝たから田だは言う。


    　そう、実は再会を喜ぶというだけではなく、俺たちには宝田に頼みたいことがあったのだ。そのための接待とあっては、ありがたい話もすべて聞かねばならなかった。


    「んむ。では妾わらわも単たん刀とう直ちよく入にゆうにいこうかの」


    　プリシラはサングラスをかけた。


    「待て、どこでそんなもん手に入れた」


    「城を出るときだかりんに借りた」


    　仲村渠なかんだかりの私物らしい。あいつはあいつでなぜサングラスを修学旅行に持ってきたのやら。ともあれ、プリシラはサングラスをクイクイやりながら足を組んだ。


    「んー、妾って実は王女の傍かたわら、イベントプロデューサーをやっておる系の者なんじゃけども。ユー、気さくにプリシラＰって呼んじゃいなよ」


    　率直に言って気持ち悪い。どっから持ってきたキャラなんだこれは。


    「……」


    　宝田は無言でプリシラＰの名刺を受け取った。むしろこれくらい振り切ってしまうと、いちいちキレたりしないのかもしれない。


    「プリシラＰ、最近はパーリーやレイヴみたいなイベントだけじゃなくて、スターをプロデュースしちゃったりしてるのね。スターの原石を見つけちゃって、磨みがいちゃうってお仕事なの」


    　宝田は無言のまま、プリシラＰの妄もう言げんを聞いている。


    「近々おっきいイベントがこの辺であるって聞いたことないかなぁ。実はプリシラＰがその総合演出任されちゃってるんだけど。ドラゴンさんって聞いたことあるかな？　あるよね？　彼、Ｐとツーカーだから脇で出てくれるんだけど、中心はあくまで若手の子で行こうかなって思ってるの。でも、なかなかＰのアンテナに引っかかるコがいないなぁー。そう思ってたところにビビビ来ました！」


    　プリシラは両手の人差し指を伸ばして、宝たから田だに向けた。


    　普通に気持ち悪いし、こいつ単たん刀とう直ちよく入にゆうの意味がわかってない。


    「で？　結局何が言いたいわけ。プリシラＰ」


    　宝田は怒りを通り越して呆あきれたような様子だった。


    　プリシラはサングラスをクイと上げ、握手を求めるように右手を宝田へと差し出した。


    「ユー、勇者スターになっちゃいなよ」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　その日、村人たちは心に刻んだ。


    　魔物というものが、自然というものが──神というものが、ままならぬものであると知ったのだ。


    　山に棲すむ──人里には滅多に下りてこぬはずの竜が。


    　この半年間を通じて、安全だと思い込んでいたはずの竜が。


    　自然の暴ぼう虐ぎやくを象徴するような大いなる強つわ者ものが、突とつ如じよ山を下りて人里に暴れ込んできたのだ。


    　竜はたちまちのうちに村の柵さくを薙なぎ倒し、土塀を叩たたき割り、土産みやげ物もの屋の壁に大きな爪つめ痕あとを残していった。


    「おろかな人間どもよ……竜の怒りを知るがよいわ……！」


    　呪じゆ詛そに満ちた言葉を投げかけながら、空気をビリビリと震ふるわせるように咆ほう哮こうした。


    　突然のドラゴンの闖ちん入にゆうそれ自体もさることながら、村人たちの恐怖に拍車をかけたのは、山に精通し、この半年間誰よりも近くでドラゴンの生態を見続けてきたガイドが、青ざめた顔で村に駆け込んできたことだ。


    「みなさん、逃げて……逃げてください！　今日のドラゴンはいつもと様子が違います……！」


    　力尽きるように村の広場の中央へと倒れ込んだのは、毎日冒険者たちを山頂まで案内し、最もつとも多くドラゴンの姿をその目で見てきた、ドラゴン討伐ツアーのガイド、テトラさんだった。


    「許さん、許さんぞ人間ども！　この我を象かたどったクッキーなどを無断でつくってその利を貪むさぼりながら、わずかなロイヤリティも支払わぬとは！　貴様らの傲ごう慢まん、万ばん死しに値する！」


    　わかりやすい犯行動機を説明しながら、ドラゴンは村人の生活に支障をきたさない範囲での破壊活動を続けつつ、ゆっくりと村の中央広場へ移動する。それもちゃんと、村人の多くが目にするような動線を辿たどって。


    「ぐわはははは。弱い！　脆もろい！　これが人間か！」


    　爪で抉えぐり、牙きばで砕き、炎で焼く。最強の種族たる竜の力を思うがままに振るう暴ぼう虐ぎやくの前に、村人はもとより、竜を討伐しにやってきたはずの冒険者たちでさえ「ちょっと話ちげーじゃん、こんなに怖いって聞いてねーし」「ちょ、スタッフ呼んでくれる？　これどうなってんの」と顔を見合わせて身を竦すくませた。


    　もはや竜の進撃は誰にも止められない。


    　誰もがそう思ったときだった。


    「ああっ！　じつはお忍びで全国行あん脚ぎや中のプリシラ王女が邪悪な竜の前に立ちはだかったぞ！」


    　そう、誰かが叫んだ。誰というか、俺が叫んだ。


    「鎮しずまれ、竜よ！　地方自治体にいいように利用されたゆるキャラの怒り、もっともじゃ！　自治体の責任は王族である妾わらわの責任じゃ！　この妾はどうなってもよい！　じゃから妾のこの命で、どうか民のことは救うてくれい！」


    　自分の身の丈の何倍もある巨大な存在の前に、身一つで飛び出していったプリシラ王女。ああ、しかしか弱き王女の体に、凶悪な竜の爪が迫る！


    　ちなみに、さすがにジャージ姿ではサマにならないので、今のプリシラはお着替え用のドレスを身に纏まとっての登場である。


    「うわあー、なんて健けな気げで心が美しく領民思いの王女様なのだろうかー。このような方を次期女王として戴いただくことのできる我々国民はなんと幸せなことだろうかー」


    　俺は割り当てられた台詞せりふを棒読みで言う。


    「こんな王女様の暮らしの安定のためには少しばかり税金が上がっても……いや、こんな台詞いらねえだろ。なんでプリシラのためのプロパガンダ演劇みたいになってんだよ」


    　この雑な脚本を書いたのは、そう、誰あろうプリシラ王女その人である。


    『大怪獣ドラゴンと光の勇者』


    　監督、脚本・プリシラＰ。


    　企画、演出・陣じん内ない綾あや。


    　出演・二年一組一同。


    　特別出演・ツアーガイドのテトラさん。


    　といった感じだ。


    　俺たちのクラスメートにして演技の天才・川かわ中なか島じま真ま弓ゆみがキャストの中心にいればもっとマシになったのかもしれないが、全体的な演技力の低さはいかんともしがたい。


    　だが、生身の竜という存在が持つ圧倒的な説得力の前に、雑な脚本や演技力のなさは覆おおい隠されてしまったらしい。特撮とかＣＧがスゴい映画は、脚本や演技が大味でもなんとなくそれなりに見られる、みたいなものだろう。


    　村人たちは青ざめた表情のまま、大暴れする竜とプリシラに釘づけになっている。


    「ああ、しかしこのままでは美しい王女の命が儚はかなく露つゆと消えてしまうわ！　ああ、誰か、誰か！　邪悪な竜から王女を救ってくれる勇者はいないの！」


    　たまたま村に滞在していた旅人Ｂ役の綾あやちゃんはノリノリだ。いつもクールに構えているが、意外とみんなで何かをやるのが好きなのだ。あと何なに気げに演技派。


    「おのれ邪悪な竜め！　このわたしの剛力で粉砕してくれる！」


    　見るからに歴戦の勇士といった男が名乗りをあげた。


    「浩こう介すけ、台詞せりふ！」


    　綾ちゃんに肘で突っつかれ、俺は慌てて、掌てのひらにボールペンで書いた台詞に目をやる。


    「だ、誰なんだー。あの筋肉隆りゆう々りゆうでいかにも強そうな大男はー」


    　その鍛えられた体たい躯くを見せつけるように上半身裸の男が、ドラゴンの前に立ちはだかった。


    　しかし冷静に考えてみると上半身裸なことの意味はよくわからない。防御力と引き替えにマッスルアピールをすることのメリットがわからない。だが、思えばシュワルツェネッガーさんやスタローンさんなど世界的なマッスル勇者も多くの映画では、弾丸飛び交う戦場で上半身裸のまま戦っていたので、防御力よりマッスルを優先するスタイルは世界標準なのかもしれない。


    「あ、あの、わたし、大変なことに気づいてしまいました」


    　坂さか上がみが少し青ざめた顔で言う。


    「なんだ、何かアクシデントでも」


    「いえ、その……。これもドラゴンというフィルターを抜きにして考えれば、全裸の少年を組み伏せんと上半身裸のマッチョ少年が突進するという絵え面づらなわけですよ……！　これはたいへんなことですよ……！」


    「坂上さん、君は興奮気味に何を言っているのかな？」


    　クラスメートの新たな一面を発見している場合ではないのに。


    「ぐわああああッ！」


    　坂上先生の説に気を取られている間に、竜の尻しつ尾ぽによる一撃で、宗むな像かたが軽く吹っ飛んで地面を転がっていった。


    　筋肉隆々の大男が軽く吹っ飛ばされることによって、竜の生物としての異常な強さを完璧に印象づけるという、抜群の噛かませ犬っぷりだ。悔しいが、あの役は俺では真ま似ねができない。というか冷静に考えたらべつに羨うらやましい役でもない。


    「うわあああ。なんてことだー。マッスルの人が一撃で死んだあ！」


    　俺はちゃんと状況をわかりやすく説明する台詞を叫んだ。


    「ぐはははは。たかだかベンチプレス二百キロを挙げる程度の力で、最強の種たる竜に立ち向かえるとでも思っていたのか。ぐはははは」


    　竜は怯おびえる人間たちを睥へい睨げいしながら哄こう笑しようする。


    「具体的な数字を盛り込むことで聴衆に強さをイメージしやすくさせるアドリブを入れてくるなんて、やるわね一いつ色しき君」


    「そういう問題なのか？」


    　それはともかく、ここまでの芝居はつつがなく進行している。


    　これこそが、我らが二年一組の考えたドラゴンスレイヤー作戦である。


    　まずはドラゴン討伐のツアーガイドであるテトラさんが、今日のドラゴンはいつもと違うとその危険性をアピールし、次いで見た目は歴戦の勇者さながらの宗むな像かたがあっさり吹っ飛ばされて死ぬことで、村に滞在していたほかの冒険者たちも迂う闊かつにドラゴンへ挑めない空気を形成することができた。さすがクラスの中でも最高の噛かませ犬力をほこる宗像力つとむだ。


    　不意に飛び入りをされては全体の進行に狂いが出ないとも限らないので、まずはそれを防ぐことが重要だったのだ。


    「えーと、これから先の段取りは……」


    　俺が台本をペラペラと捲めくっている間に、


    「うわあああっ！」


    　予定どおり、鉄くろがねも死んだ。さすが電車マニア、時間はきっちり合わせてくる。


    「ぐはははは。たかだか電車の走行音を録音したものを聞くだけで都内であればどこの路線のどの区間を走っているのか看破できる程度の異能で、最強の種たる竜に立ち向かえるとでも思っていたのか。ぐはははは」


    「異能っちゃ異能だが……」


    　その能力をどう工夫したところで、ドラゴンどころか仔犬も倒せるとは思えない。


    「……もう一度でいいから、大井川鐵てつ道どうに……乗りたかっ……た」


    　とにかく電車戦士、散る。


    「じゃがいも……じゃがいも……じゃがいも……」


    　謎なぞの言葉を呟つぶやきながら、ガチガチの動きでドラゴンに向かってゆくのは、かのじゃがいもを憎にくむクラスメート。ではなく、我らが剣客少女、和泉いずみ刀とう香かちゃんである。今回、意外とあがり性というキャラも付加されたが、彼女はもういろいろノッケられすぎて若干消化不良を起こしている。おそらくよく言われる『観客はじゃがいもだと思えば緊張しない』というやつを実践しているのだろうが、もうなんか完全にアブナイ人にしか見えない。


    「メークイン……男爵……インカのめざめ……うわああっ！」


    　ふらふらとあぶなっかしい足取りでドラゴンに近づき木刀を振り上げたところで、前足ではたかれてゴロゴロと転がっていった。


    「ぐはははは。剣客少女というわかりやすくキャッチーな要素を持っているわりにキャラが迷走気味のようなやつが、最強の種たる竜に立ち向かえるとでも思っていたのか。着地点を見据えていかないと、単なる空気の読めないバイオレンスな不思議ちゃんになってしまうぞ。ぐはははは」


    「…………無念」


    　ドラゴンさんにまでキャラ上の問題点を指摘されつつ、和泉いずみ刀とう香か、散る。


    　次々とぼくらのクラスメートが死んでいく。宗むな像かた以降は特に死ぬ必要もないのだが、まあたくさん死んでるほうがほかの冒険者もドン引きするだろうということで、ガンガン死んでもらっている。


    　しかし、これだけみんながいい感じの死に様を見せてくれていると、俺もなんだかドラゴンに挑みたくなってきた。


    　あのときの雪辱戦というわけではないけれど、俺もドラゴンに挑んで、いい感じにやられてみたい。


    「退しりぞけ竜よ！　妾わらわはこの国の王女じゃ！　王女として、これ以上民の血が流れることを看かん過かできぬ！　妾の民を傷つけんとするなら、まずは妾の屍しかばねを踏み越えてゆけい！」


    　足下に転がった鉄くろがねのしかばねを軽く踏みながら、プリシラはドラゴンに向かって宣言する。


    　くそう、おいしい役をやりやがって。


    「俺もちょっと行ってこようかな」


    「行くの、浩こう介すけ。やめておいたほうがいいと思うわ」


    　綾あやちゃんは俺を引き留める。


    「行くよ。行かなきゃならないんだ。今行かなきゃ、俺はきっと一生後悔する」


    「──そっか。じゃあ行ってきたら。後悔しないように」


    　べつにやりたきゃやれば、的な感じで背中を押されたので、俺はドラゴンスレイヤーを片手にドラゴンのもとへ突っかけてゆく。


    「……？」


    　台本になかった俺の登場を目に留めて、一いつ色しきドラゴンは大きく鎌首をもたげた。


    　そうだ、お前の相手は俺だ。アドリブでよろしく！


    　俺はそんな自みずからの意志をドラゴンに伝えるべく、その眼を睨にらみ返す。


    　その意図が伝わったのかどうかは定かでないが、ドラゴンはわずかに眼を細め、口の端からわずかに炎を漏らした。


    　大人の胴回りほどもある大木を軽々と薙なぎ倒す爪。


    　その口から吐き出されるのは、鉄の盾たてをも溶かす業ごう火か。


    　そして何より、生物の戦力を決定付ける要素として圧倒的な、その巨体。


    　まともな戦いならばどう考えても、単なるいち文化系高校生である俺に勝ち目などない。


    　でも、それでいい。なぜならこれは、まともな戦いではないからだ。


    「来いよドラゴン、次は俺が相手だ」


    　剣を──竜殺しドラゴンスレイヤーと銘打たれた剣を掲げながら、俺はドラゴンに宣戦布告をする。


    「な……何しに来たんじゃ、あほっ！」


    　プリシラは、自分の見せ場に割って入った俺に罵ば声せいを浴びせる。


    「プリシラ、下がってろ。お前だけに格好つけさせてたまるかよ」


    　俺はドラゴンに剣を向けながら言う。


    「いやいや、ここ妾わらわの見せ場！」


    「ヘッ、お前だけに格好つけさせてたまるかよ！」


    　以下、こうしてドラゴンとプリシラ王女の間に割って入った俺は、俺の身を案ずるプリシラの制止を振り払い、おそるべきドラゴンに向き合った。


    　──ということに俺の脳内で編集が行われた。プリシラが旅行記の中でそうしたように、個人的な歴史というものもまた容易に脳内で編集することが可能なのだ。


    　やったぜ。お前帰れとか言われてないぜ。


    　そんなわけで、手の中に竜殺しの剣ドラゴンスレイヤーを握って俺は走りだした。


    「行くぞ、ドラゴン！」


    「おっけー」


    　くそ、ハーフタレント並みに返事が軽いぞ。


    「うおおおおおおッ！」


    　叫びながら、俺はドラゴンへと特攻してゆく。


    　ぱしん、とドラゴンの前足で右から左にはたかれ、俺はドラゴンスレイヤーを手にしたままゴロゴロと地面を転がり、壁にぶつかって止まった。


    「ぐはははは。人間め。ぐはははは」


    「……」


    「さあ、人間ども次はどいつだ！」


    　俺にももっと何か言えよ！　と、仰向けになったまま俺は心の中で叫んだ。


    「ああ、妾を助けようとしてくれた勇士が全員死んだ！　特に最後のやつは完全に意味のない無駄死にじゃった！　もう人間に希望は残されていないのか！」


    　プリシラは跪ひざまずいて天を仰ぐ。


    「祈りもろとも灰かい燼じんと帰すがよい！」


    　ハイ、今かっこいい台詞せりふ言いました！　みたいなキメ顔で、ドラゴンは大きく口を開けた。


    「えっ、えっ、まじ、まじか、来るのか、心の準備が、まじで大丈夫じゃろうな、おい、過信してたら事故って起こるもんじゃからな、温度調節とタイミング気をつけ──」


    　紅ぐ蓮れんの業ごう火かがプリシラの体を包み込もうとしたまさにその刹せつ那な。


    　一頭の白馬が風を捲まいて炎と王女の間へ突っ込んだかと思うと、次の瞬間には王女を抱いて高く飛んでいた。


    「あっ、あれはー、誰だー」


    　そういえば俺はまだ台詞せりふが残っていたので死んでいられないんだった。


    　俺は体を起こすと、王女をかっ攫さらった影へと視線を向ける。


    　白馬は軽々と火勢の外へと飛び去ると、鞍あん上じようの人物は抱かかえていた王女の体を乱暴に地面へと投げ落とした。


    「ぎゃん！」


    　馬上から投げ捨てられたプリシラは、尻しり餅もちをついて小さな悲鳴を漏らした。


    「王女はもそっと丁てい寧ねいに扱え！」


    　抗議の声をあげるプリシラを完全に無視して、馬上の騎士は、竜へゆっくりと視線を送る。


    　別に意識して演劇的にしているわけではないのだろうが、タイミングといい、所しよ作さといい、身に纏まとうオーラといい、悔しいが俺たちとはものが違っていた。


    「ぐはははは。真打ち登場というわけか」


    　その首を大きく捻ねじ曲げ、ひと際強い眼光をもって、竜は突とつ如じよ現れた勇者と向かい合う。


    　勇者はその眼光を正面から受け止めると、白銀に煌きらめく剣を抜き放った。


    「真打ちという言葉はもとは落語用語！　落語という文化が存在しない世界でそんな言葉を使うことは、この私が、人呼んでハイファンタジー宝たから田だが許さないッ！」


    　ハイファンタジー宝田って、たぶんそのアレさを第三者が揶や揄ゆするあだ名だったと思うのだが、もう自分から名乗り上げる立派な二つ名になっていた。


    「ぐはははは。すげえ勉強になる！　超賢いじゃん！」


    「くっ……」


    　むしろ正面から褒ほめられて照れたのか、宝田がわずかに気け圧おされたようだ。


    　意外と宝田は一いつ色しきみたいなタイプと相性が悪いのかもしれない。


    　とにかく、この学芸会のクライマックスであるドラゴンと勇者の一騎打ちが始まった。


    　宝田は馬を加速させると、ドラゴンの周りを大きく旋回しはじめた。ドラゴンは図体が大きいため、小回りのきかないという弱点を突こうとしているのかもしれない。


    　やがて、ドラゴンの死角となる背面に回り込むと、風のような速さで斬り込み、再び素早く離脱していく。


    　まさに人馬一体。


    　左手で手た綱づなを、右手で剣を握りながら、竜の吐く炎をかい潜くぐって肉薄し、鱗うろこの上から斬ざん撃げきを浴びせる。


    　村人たちはもとより、これがお約束の芝居であると知っている俺たちでさえ引き込まれてしまうような、それは見事な殺た陣てだった。


    「おのれちょこざいな。あっ、『ちょこざいな』って言葉、生まれて初めて使った！　こんなの自分が人間にまとわりつかれるドラゴンでもなきゃ使わないよね」


    　余計なことを言いながら、宝田に炎を吹きかける一色ドラゴン。


    　だがその炎をマントで防ぎながら、白馬は流星のようにドラゴンへと突っ込んでゆく。


    　ドラゴンもガチっぽい咆ほう哮こうをあげながら、宝たから田だを迎え撃つ。


    　白馬は大きく跳躍し、宝田の剣を竜の眉み間けんへと導いてゆく。


    「いやああああああッ！」


    　あのいつも教室でファンタジー小説を読みふけっていた宝田さんのものとは思えないほど、大気を引き裂くような裂れつ帛ぱくの気合いが轟とどろき、白銀の剣がはしる。


    　竜の額ひたいと勇者の剣は刹せつ那なの間交錯したのち、分かたれ、それぞれ重力に引かれ、地に落ちていった。


    　剣はしかし勇者の手に留とどまり。


    　そして竜はゆっくりと、その頭部を地に横たえた。


    「妾わらわの祈りが届いた！　勇者が勝ったぞよ！　よっしゃあああああ！」


    　プリシラが、祈りというにはいささか激しいガッツポーズをすると同時に、あちらこちらから大きな歓声が響いた。


    「そう、それだ！　それこそ私が授けた必殺剣！」


    　いつの間にか和泉いずみも立ち上がって、自分が得するアドリブ設定を勝手に付け加えはじめた。


    「ぐふ……っ。これが、人間の……人間だけが持ちうる力か……。なんかそういうやつか……」


    「寒いこと言ってないでさっさと死ねっ！」


    　地面に首を横たえたドラゴンの顔にげしげしと追撃を加える勇者様。それ以上いけない、村人が若干引いている。


    「痛！　痛い痛い！　ちょ、そこはマジ痛いとこ！　待って待って！　ドラゴンでも痛いものは痛いの！」


    「死ねっ！　死ねっ！　エセドラゴン！」


    　結局、中途半端なドラゴンへの怒りもちゃんとあるらしい。


    「待って！　死ぬ、死ぬからその前になんかいい感じの台詞せりふ言わせて！」


    「ハァ……ハァ……、わかったわよ……」


    　宝田は剣を引くと、竜を睨にらみつけたまま、しばらく呼吸を整えていた。


    　やがて、剣を掲げると、竜の顔を見据えながら高らかに宣言した。


    「竜よ、地上で最もつとも猛たけ々だけしき種よ！　今は邪悪に堕だしたとはいえ、世界で最も高貴なる種よ！　天へと還かえる前に、この世に何か言い残したことがあるのならば、その言葉、この私が人間を代表して聞き届けよう！」


    　なんとなくそれっぽいことを言って、宝田は一いつ色しきを見下ろした。


    「勇者よ……。我は貴様との戦いの中で、ひとつの可能性に気づいてしまった……。貴様の容赦ない剣が、新たな世界の扉を開いてしまったのかもしれぬ……」


    「なんだと？」


    　台本にない言葉に、勇者様も反応する。


    「具体的に言うと、全裸の状態で女子に罵ば倒とうされながら何度も殴られることで、俺の中で何か新たな扉が開きかけている……。ああ、勇者によって、新たな世界の扉は開かれたのだ……」


    　なんかドラゴンさんが今いま際わの際きわに新たな性的趣向の目覚めを吐と露ろしはじめた。


    「やはりあやつ、ドラゴンである前に変態なのではないのか？」


    「あれ、早く黙らせないと嫌な感じの神話がこの地に残っちゃうわよ」


    　綾あやちゃんに促されて、俺は「早く死ね」と書いたカンペを掲げる。カンペをチラ見した一いつ色しきは、目でこちらに合図を送り返してきた。


    「……だが人間どもよ、覚えておくがいい……」


    　だが、と逆接にすればそれまでの変態性を吐露した流れをうやむやにできるわけでもないのだが、さすがは最強の種、無理矢理に話の流れを捻ねじ曲げた。


    「夢を夢で終わらせないためには何が必要か……。夢はお前を裏切らない、裏切るのはいつもお前だということ……。強く思い描いたことは必ず実現するということ……。あと、えーと、できる男の机はいつも綺き麗れいだということ……」


    　なんだか意識の高い名言を言おうとして迷走している。和泉いずみのキャラしかり、盛りすぎはよくない。


    「自己啓発本の煽あおり文句みたいなことばっかり言ってないで、とっとと死ねっ！」


    　しびれを切らせた勇者宝たから田だの会心の一撃が頭に炸さく裂れつし、


    「……ああ……、新しい、世界の、扉が──」


    　呟つぶやきながら、竜はわずかに己おのれの首を持ち上げた。数瞬ののちに、地響きを立ててその身を横たえ、ゆっくりと目を閉じた。


    「はぁ……はぁ……はぁッ」


    　竜の顔面に軽く蹴けりを入れながら、勇者はその剣を鞘さやに納めてゆく。


    　パチンと鍔つば鳴なりの音が空に響くと同時に、再び村人たちの歓声があがった。


    　後世に伝わる勇者宝田伝説において、その名を飛躍的に高めるきっかけとなった戦い。


    　竜退治のクエストが、ここに幕を閉じたのであった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　で、その後の顛てん末まつ。


    「前回のゴブリンのときは文化祭の模擬店って感じだったけど、今回は学芸会だな」


    　あらためてドラゴンの「しかばね」の前に立って、俺は今回のことを振り返っていた。


    「劇の脚本書くのって意外と楽しかったのう。王女の片手間に劇作家もやってみようかの」


    「やめとけ。権力者のお手盛り演劇なんてろくなもんじゃない」


    「っちゅーかお前らアドリブ多すぎじゃろ」


    　俺に振られた役は大したものじゃなかったけれど、それでもみんなでひとつのことをやり遂げたという達成感はあった。


    　地域のシンボルであり観光資源そのものとなってしまったドラゴンを「殺す」ことで、時計の針を一いつ色しきがやってくる前に戻してしまう。それが今回の即席学芸会の目的だった。


    　死んだドラゴンを討伐しにやってくる冒険者もいまい。


    「やはり調子に乗って、ドラゴン様を客寄せに使ったバチが当たったんですかいのう……。我らがドラゴン様をいいように利用したんで、ついにお怒りになってしもうたんじゃ……」


    　村長はドラゴンの屍しかばね（実際には死んでないのだが）の前に跪ひざまずき、項うな垂だれて肩を落とした。


    　村の人々は観光の目玉を失って怒ったり憤いきどおったりするかと思っていたのだが、案外とそうでもないようだった。それを予防するために、一色には村の中で暴れてもらって、その退治の正統性を強調する段取りは踏んでおいたのだが。


    　もちろん村人たちは、ドラゴン目当てにやってくる旅人や冒険者がお金を落とさなくなるということに肩を落としてもいるのだが、それ以上に、自分たちの欲のためにドラゴンを利用していたということについての反省が大きいようだった。


    「なんだかんだ言うて、この土地は長年ドラゴン信仰と深く結びついてきたようじゃからのう。ドラゴンに対する敬意もまた、人々に深く刷すり込まれておるんじゃろう」


    　ドラゴンの額ひたいをポン、と叩たたいてプリシラが言う。


    「これからこの村はどうなるんだろう。俺たちはその頃を知らないけど、またもとの寂さびれた村に戻っちゃうのかな」


    「さて、の。妾わらわも王女として気にはかけておくが、なに、人間ちゅーのは意外としぶといもんじゃよ。一度は観光地として成功したノウハウもあるわけじゃしの。ほれ、見てみよ。早くもドラゴンの次の目玉を作ろうとしておるぞよ」


    　プリシラが指差した先を見ると、期待の新星勇者・ハイファンタジー宝たから田だが村人たちに囲まれていた。


    「竜を討伐した勇者の関連グッズを作って売り出すんじゃと」


    「関連グッズ？」


    「よろず屋の店主がいうには、勇者餅もち、勇者煎せん餅べい、勇者焼き、勇者ソード、サイン色紙、等身大フィギュアなどなどを、本人に無許可で販売するそうじゃ」


    「だからロイヤリティ払えよ。せめて等身大フィギュアの分は払えよ」


    「なかでもイチオシは『勇者様がドラゴンを討伐した村に行って来ましたクッキー』らしいぞよ」


    「例のやつのパッケージ変えただけだろ」


    「人間も土産みやげ物ものも、そう簡単には変わらんということじゃの」


    「小手先の商売テクニックを教訓みたいに言うな」


    「ともかく、これであちこちからひっぱりだこのニュースターの誕生というわけじゃの。アイドルやロックスターが初めてライブをやった場所的な聖地になればよかろう」


    　横たわる竜と宝たから田だへ、交互に視線をやりながらプリシラは言った。


    「ああ、そういや竜を討伐した冒険者は一気にスターダムへ駆け上がるんだっけか。今回はできレースで誕生したスターだけど」


    「くく、まあ竜を倒したという件については下駄を履かせたようなもんじゃが、あれが大したタマじゃというのは紛まぎれもない事実じゃからの。妾わらわもサインもろうておこうかの」


    　当の宝田はまんざらでもないようすで、その表情こそ相変わらず不機嫌なものの、請こわれて民家の壁に剣で自分の名前をサインなどしていた。


    「よう、竜退治の英雄」


    　俺が声をかけると、宝田は返事もせずに、剣を納めて傍かたわらの馬に跨またがった。


    「え、待てよ。もう村を発つのか」


    「長居すると、どんどん祭り上げられそうだしね。私がドラゴンの代わりになるのはご免だわ」


    　祭り上げられるというか等身大フィギュアは制作されるらしいが。


    「まあでも宝田、ちょっとだけ待てよ」


    「……何よ、前にも言ったはずよ。あんたたちと馴なれ合う気はないわよ」


    「馴れ合うとかじゃなくて、記念写真撮るからさ。写ってけって」


    「はへっ!?」


    　宝田は鞍あん上じようでびくりと体を震ふるわせ、挙きよ動どう不ふ審しんに視線をさまよわせはじめた。


    　その様は、ついさっきまでドラゴンと大立ち回りを演じていた勇者様とは思えない。


    「いや、何だよそのリアクションは。修学旅行なんだから記念写真くらい撮るだろ」


    「記念写真て、そ、そんなの、私が一緒に写ってやってもいいと思ってるの!?」


    「尊大なんだか自じ虐ぎやく的なんだかわからんが、なんでテンパってるんだよ」


    「テテテテンパッてなんかない！」


    「いや、嫌なら別にいいけどさ。主役を真ん中に写すのがいいんじゃないかって」


    「主役──」


    「そうだよ。今回はどう見たって、勇者とドラゴンが主役だろ」


    　宝田はしばらくの間、視線をぐるぐるさまよわせていたが、やがて馬から降りると、フラフラとドラゴンの前に歩み出ていった。


    　俺も真ん中とは言わないけれども、端っこに写る権利くらいはあるはずだ。


    「浩こう介すけのそういうところは、けっこう凄すごいと私は思ってるんだけどな」


    　今回の企画立案者、綾あやちゃんが隣に立って声をかけてきた。


    「え、何が？」


    「相手が王女様でも、勇者でも、ドラゴンでも。距離感がみんな同じで、すっと飛び越えてっちゃうところ。それはそれで、特別な力だと私は思うけどな」


    「……いや、勇者もドラゴンもクラスメートだし。クラスメートに一緒に写真に入ろうって言うの、そんなに特別なことか？」


    「全員が強制的に写るような全体写真ならともかく、それぞれが任意に撮る写真で、宝たから田ださんと一いつ色しき君と自分自身を同じフレームに収める自信は、私にはないな」


    「……そんなもんかね」


    「なあなあ、写真のときくらい目を開けててもいいよね。一人だけ目をつぶってるのってカッコ悪いしさあ」


    　いきなりドラゴンのしかばねが喋しやべりだしたので、俺は踵かかとで蹴けった。


    「いいわけないだろ、もう少しなんだからじっとしてろ！」


    「ちぇ～」


    　ドラゴンはまた後日仲村渠なかんだかり経由で偽プリシラに手を回してもらい、安全に隠せそうな所へ運んでいくということに決めた。生きたドラゴンなら移動もさせづらいが、死んだドラゴンであれば動かしやすい、ということらしい。


    　さて。中心に、というか背景に一色ドラゴンの巨体。


    　地面に横たえられたその顔の前に、剣を手にした勇者宝田が陣取る。


    「あの、本当に私も写真に写っていいんでしょうか？」


    「もちろんじゃよ。ちゅーより、ガイドさんが集合写真に写るのは半ば義務みたいなもんなんじゃと」


    「では、僭せん越えつながら」


    　そんなやりとりを交わして、旗を手にしたテトラさんも、プリシラの隣に立つ。


    「しかし、これでガイドとしての仕事もなくなったわけじゃな」


    「楽しかったんですけどね。でも、一色さんには悪いことをしました。今まで、本当にありがとうございました」


    　テトラさんは、眼を閉じたままの一色ドラゴンの体をそっと撫なでた。


    「これから先、どうするんじゃ？」


    「山に帰るつもりです。大丈夫ですよ。流星が降る前の、半年前の生活に戻るだけですから」


    「ふむ……」


    「それにしても、プリシラさんは王女様だったんですね」


    　テトラさんは興味深げに、プリシラを見回す。


    「内緒じゃぞ」


    　テトラさんが旗でそうしていたのを真ま似ねるように、プリシラは口元に人差し指を当てた。


    「えーっと、じゃあみなさん、なんかよくわかりませんが、押しますよー」


    　綾あやちゃんのデジカメを託されたよろず屋の主人が、大声をあげる。ドラゴンの全身を入れようということなので、それなりの距離からの撮影となった。


    「いっきますよー！　三、二、一、ハイ、チーズ！」


    　合図とともに、シャッターが切られた。


    



    　不機嫌なのか、はにかんでいるのか、引き攣つったような、それでいて緩ゆるんだような、なんとも奇妙な表情をした勇者様と、死んだはずなのに薄目を開けたドラゴン。


    　そして、旗を手に微ほほ笑えむガイドさん。


    　この写真なら、しばらくパソコンの壁紙にしてもいいかもしれない。


    



    　こうして俺たちの、ドラゴンに関するクエストが終わりを告げた。


    



    　──残るは、クリア後の追加エピソード。
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    　　　六章　昔の人にお話を聞こう


    



    　ドラゴンを倒した夜のこと。


    　ほかのみんなは既に寝入ってしまったが、俺はどうも眠れずに、ベッドの上で寝返りを繰り返していた。


    　目を閉じれば、瞼まぶたの裏にあの壮烈な戦いの光景が、今も鮮あざやかに浮かび上がってくる。


    　俺の心を捉とらえて今なお離さない、勇者とドラゴンの戦い。


    　もちろん、あれははじめから勇者が勝つと決まっていた、インチキで八や百お長ちようの出来レースだ。けれど、よくわからない事情でドラゴンになってしまった一いつ色しきの力はともかく、馬を駆り、華麗に剣を振り回し、自みずからの何倍も大きな怪物と殺た陣てを演じたあの勇者の力は本物だった。


    　宝たから田だは自らが愛好するハイファンタジーへの憧れから、馬術や剣術、中世ヨーロッパで旅をするための知識などを身につけてきたという。格闘ゲームのキャラのコスプレをするために、体を鍛えて格闘技をマスターする、みたいな本ほん末まつ転てん倒とうさを感じないでもないが、その力は都合のいい魔法なんかのおかげではなく、あいつが自分自身で獲得した力だった。


    　俺と同じ世界で生きてきて、俺と同じ世界で、あいつはあの力を身につけたのだ。


    　それは例えば和泉いずみにしたってそうで、ポンコツだのキャラが迷走気味だのいうものの、商都でスリを投げ飛ばしたことからしても、女子高校生にして相当な手て練だれであることは間違いない。


    



    　──力が、欲しいか。


    



    　宗むな像かたの寝言が聞こえてくる。それが、俺にいきなり超常的な力を与えてくれる何ものかの囁ささやきであれば、俺は飛びついたかもしれない。でも残念ながら、それは単なる常軌を逸いつした筋肉をその身に搭載したクラスメートの寝言である。そう、宗像もまた、鍛錬につぐ鍛錬によってその筋肉を得たのだ。


    　坂さか上がみの学力もそうだ。


    　鉄くろがねの電車知識だってそうだ。


    



    　──力が、欲しいか。


    



    　再び、その声が聞こえた。


    　俺は体を起こし、宗像に──ではなく、誰に言うともなく、言った。


    「力、欲しいなー」


    　言って、しばらくベッドの陰からプリシラが顔を出してニヤニヤするのを待っていたが、今夜は誰も来なかった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ぐ……ぐぁ……はぶっ！」


    　腕を支えきれず、俺は顔面から床に突っ込んだ。


    　床ゆかにべしゃりと潰つぶれた格好の俺の腰あたりに、宗むな像かたが腰を下ろしている。


    「朝じゃぞー。飯食おうぞー」


    　元気な声をあげながら部屋に入ってきたプリシラは、そんな俺たちを見て固まった。


    「おお、きさま、妾わらわの尻だけでは飽き足らず、朝っぱらからそんな筋肉質の尻までも背中に乗せようと！」


    「死ぬほど人聞きの悪いことを……言ってんじゃねえ……！」


    　言い返すものの、目の前が床では様さまにもならない。


    「筋肉は一日にしてならず。焦あせらぬことだな。今日はこの辺にしておこう」


    　強きよう靱じんな尻の圧力が俺の上から去ってゆくことを感じて、俺もゆっくりと体を起こす。


    「つか、何をおもしろそうなことやっとるんじゃ。詳細希望」


    「宗像に筋トレを教わってんだよ」


    　俺はぷるぷる震ふるえる腕を上げて、プリシラに示してみせる。


    「はあん？　筋トレ？」


    　プリシラは怪け訝げんな顔で、俺と宗像を交互に見る。


    「フフ、同級生とはいえ、筋肉に関しては私に一日の長があるゆえな。私が筋肉兄貴として、手取り足取り筋きん繊せん維いを刺激しているのだ」


    「筋トレをレクチャーしてくれるのはありがたいんだけど、表現をもうちょっとマイルドにしていただけるとありがたい」


    「筋肉兄貴……」


    　プリシラも心なしか、若干引いている。


    「そして私が師匠というわけだ！」


    　窓の外から和泉いずみ師匠が部屋を覗のぞき込んでくる。


    「ししょう？」


    「私も武術を教えてくれと請こわれたのでな。兄貴に対抗して姐あね御ごでもよかったのだがな、まあ師匠ということで。そういうわけで私もこれからは師匠キャラも乗せていこうと思う！　ガンガン鍛えるからそのつもりでいてくれ！」


    　キャラに関してはもう過積載気味の和泉師匠ではあったが、弟子として迷走しないよう支えていきたい。


    「しかし何じゃ、いきなり筋トレだの武術の特訓だの、なんでいきなりヤンキーにカツアゲされた翌日の中二みたいなことを言いだしたんじゃ。あ、よもや昨日の勇者様に触発されたのではなかろうな」


    　さすがにプリシラの洞察は鋭い。俺も、今さらそれを否定はしなかった。


    「宝たから田だの凄すごさ、そしてドラゴンの、というか一いつ色しきの無む闇やみなポジティブさに俺も触発されたんだよ。といっても、別に俺は魔王とかドラゴンを倒したいわけじゃない、ただワンランク上の男になりたいだけなんだよ！」


    「わんらんくうえのおとこ……。活字で読んでもそこそこきついのに、声に出されるとより一層きっついのう……。しかしそのきついところへ敢あえて踏み込んでくる勇気は認めてやってもよかろう」


    「お前は何様なんだ」


    「はっは、そんな手をプルプルさせておるやつに睨にらまれてもちーとも怖くないぞよ」


    「くそっ、鎮しずまれ俺の右手……ッ！」


    　しかし左手で押さえてみてもプルプル震ふるえ続ける俺の右手であった。というか左手も震えているし、さっきまでやらされていたスクワットのせいで膝ひざも震えている。


    「ちゅーかあれじゃろ？　結局のところ、多少の能力を向上させて、自分に自信を持って、ちょっとでも委員長と釣り合うようになりたい、みたいなことじゃろ？」


    「あっはいそうです」


    　俺は素直に胸を張って言った。


    「……ガイドさんが討伐ツアー客にかけておったという例のタチの悪い自己啓発系の魔法、おぬしにもかかっておったのでは……。つかマジメな話、おぬしらの世界では筋肉とか戦闘力より学力偏差値上げたほうが、まだ将来的な甲か斐い性しようがアップするのと違うのか」


    「心配するな、そのへんもぬかりない」


    「あん？」


    「あ、あの……。じつはプリシラ王女への授業に、沢さわ木き君も参加したいと……」


    　プリシラの背後から、坂さか上がみが現れた。


    　坂上は旅行の合間を縫ぬって、プリシラに俺たちの世界のことを、学校の教科書を使って教えているが、俺もそれに参加させてほしいと願い出たのだ。


    「つまり俺は気づいたんだよ。わが二年一組には一芸に秀ひいでたやつらが満載だ。確かに個性が溢あふれている。あふれすぎてこれ以上旅のメンバーが増えるのが心配なくらいだ。そんな奴らに比べれば、今の俺にはそういう個性がないかもしれない。でも、個性がないということは、個性を身につけられるということ！　真っ白なキャンバスだからこそ、自由に絵が描けるんだ！」


    「ほーん。で、昼飯なに食う？」


    「プリシラちゃん、せっかく俺が決意したんだから、もうちょっと聞こうよ」


    「あのなあ、なんか大層な決意しましたみたいに言うとるが、十七歳でキャンバスが真っ白なことに危機感と恥じらいを抱くのが先ではないのかや？　みんなもう着実に下書きが終わっとるとこではないのか？　既に色を塗りはじめとるやつも大勢おるぞよ」


    「おやつあげるからもうちょっと俺に優しくしようか」


    　俺はプリシラにピザポテトの袋を手渡した。


    「プリシラ、オヤツ、スキ。クソドウデモイイ話、モウチョット聞ク」


    「まあそういうわけでだな。俺はこの旅の中で、少しでもみんなの身につけてきたものを教わろうと思うんだ！」


    「裸で街中を闊かつ歩ぽするテクニックをマスターして、仲良く留置場に入ろうというのか」


    「いや……あいつは反面教師として。あいつはその生き様をもって、表を歩くときは服を着るべきだということを俺たちに教えてくれた。そう、木き村むらが服を着ることを、宗むな像かたが筋トレを、和泉いずみが武術を、坂さか上がみが勉強を」


    「そして不ふ肖しよう、この僕が駅長として鉄道知識をレクチャーさせていただきます！」


    　鉄くろがねが直立して敬礼する。


    「え、いや、それは頼んでないんだが」


    「駅長として、責任を持って鉄道知識を。ワンランク上の男になるために！」


    「あ、乗り換えアプリがあるので大丈夫……」


    「駅長、鉄道」


    「いや、それは別に……」


    「駅、鉄」


    　その静かな迫力に気け圧おされて、俺は思わず頷うなずいてしまった。


    「……そうだね。鉄道知識のあるなしでいえば、あるにこしたことはないよね」


    　宝たから田だの『動』の厄介さに対して、鉄は『静』の恐ろしさがある。道は違えど、マニアというのはどいつもこいつも恐ろしいものだ。


    「まあ、話はわかったが、じゃったら城に戻って、あの藤ふじ崎さきとかいうファッションヤンキーに女のこまし方を教わるのがよいのではないか？」


    「ああ、いずれそのつもりだ……。演劇人の川かわ中なか島じまには自己演出能力を教えてもらおう。そしてゲーマーの丸まる山やまには、ギャルゲーの好感度が上がる選択肢を初見で見破る方法を教えてもらうつもりだ」


    「その選択肢が既に間違うておる気がするんじゃがの。その能力が上がれば上がるほど、減ってゆくステータスのほうが多い気がするぞよ」


    　確かにそれはプリシラの言うとおりのような気もする。


    「そして仲村渠なかんだかりには複ふく雑ざつ怪かい奇きなる女子の気持ちを教えてもらうんだ！」


    「ぶっちゃけ、ほかのあれこれよりそれが最善手じゃと思うぞよ。そしてだかりんに代わって妾わらわが教えてやるが、興味ない奴が筋トレしたところで、筋肉質の興味ない奴になるだけじゃぞ。興味ない奴が偏差値上げたところで、偏差値の高い興味のない奴になるだけじゃぞ。戦いは既に鍛錬の前に決しておる」


    「えっ、あっ、そうすか？」


    「現実がわかったところで飯いこー」


    　プリシラはとてとてと駆け足で、宿の食堂へと走っていった。


    「ま、やるだけがんばってみたらどうじゃ」


    　途中で振り返って言い、にやりと笑ってまた走っていってしまった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺はいまだドラゴンが倒れたままの広場で、市長がよこす迎えの馬車を待っていた。予定の時刻まではまだ間があるので、村の名な残ごりを惜しみながら時間を潰つぶしていた。


    　ほかのみんなはまたよろず屋で土産みやげ物ものを物色しているらしく、広場には俺と綾あやちゃんだけが残っていた。


    　朝っぱらからプリシラにあんな決意を話してしまったこともあって、妙に意識してしまい、特に話題も見つからない。綾ちゃんのほうも無言のまま、何かを考え込んでいるように、俯うつむき加減に地面の一点を見つめている。


    　微妙な気まずさが漂うが、しかしよく考えたら俺たちは二人きりというわけでもなかった。俺たちの背後には、ドラゴンのしかばねを演じ続けているクラスメートが横たわっているのだ。とりあえず死んだふりを続けているが、もちろんまだまだ元気に生きている。


    　一いつ色しきの身柄はタイミングを見て、王都の兵士に身柄を回収させて、俺たちが竜を人間に戻す方法を見つけるまで、今度こそどこかの山奥なりで静かに待機してもらうつもりだった。


    　さすがにこの図体のドラゴンを連れては旅ができないからだ。そのためにも、まずは商都に戻って城で待つ仲村渠なかんだかりに伝話をしなければならない。


    　綾ちゃんに話しかけられない気まずさもあって、俺は巨大なドラゴンの体に手をかける。よく考えたら全裸、ということはこの際忘れよう。


    「最初はどうなることかと思ったけど、なんとか無事にカタがついたな」


    　自分自身に、そして一色に対しての言葉だったのだが、


    「うん。そうね」


    　と、綾ちゃんが反応した。


    　俺は晴れやかな気分だったが、綾ちゃんの表情はどこか曇っている。


    「でも浩こう介すけ、ちょっと気になることもあるんだけど」


    「気になること？」


    「うん」


    　綾あやちゃんはチラと一いつ色しきドラゴンに視線をやる。


    「一色君がこの山に棲すむ竜だっていうなら、プリシラやテトラさんが言っていた、千年前に生きていたっていう竜はどうなったんだろう」


    「ああ……。でも、そうだ、一色が千年前のこの世界に飛ばされて、そこから竜として千年生きてきたっていうなら辻つじ褄つまは合う。あいつの性格なら知らない間に千年とか生きそうだ」


    「おー、そういうのなんかＳＦっぽくて妾わらわ好き」


    　と、いきなり金色の頭が、ドラゴンの体の向こう側から姿を見せた。んしょ、んしょ、とドラゴンの体をよじ登り、頂点からこんどはこちらへ滑り降りてくる。


    　神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、プリシラ王女の登場である。


    「ファンタジーの人間がＳＦとか言うなよ」


    「宝たから田だみたいなこと言うてからに」


    　ちなみに冒険者、もとい勇者宝田は、写真を撮ってすぐ、どこへともなく旅立っていった。でも、いつかそう遠くない日に再会する気がする。凄すごくする。


    　ともあれ。


    「でも彼が目撃されたのは半年前からなんでしょう？　流星が降ったっていう時期とも一致してるわけだし、山に登る前の一色君の情報とも一致してる。何より、一色君の性格をしたドラゴンが、千年間も有名にならずに生きてこられたとは思えない」


    「確かに、よくも悪くも山奥でひっそり生きてくタイプではないよな。じゃあ、まあ普通に死んじゃってるってことなんじゃないのか」


    「でも、ここ何十年でも少ないながら目撃例があるって」


    「十年前まで生きてたけど、五年前に死んだのかも」


    「うん……まあそう言われれば、そうなのかもしれないけど……」


    　綾ちゃんは腕組みをしながら、視線を再び地面に落とす。


    「ま、実はそのあたりのことについてはちと思うところがある」


    　プリシラはドラゴンの鱗うろこをぺしぺしと叩たたきながら言った。


    「思うところ？」


    「んむ。そうじゃのー。一人で訪ねようと思うておったんじゃが、沢さわ木きよ。おぬしの意識が高まった記念に、いっしょに連れて行ってやろうかの」


    「あん？」


    　俺が頭の上に浮かべた疑問符は無視して、プリシラは綾ちゃんに声をかけた。


    「そういや委員長。こやつほんのちょっと意識が高まったらしいぞよ」


    「意識？　ふうん。なんだかよくわからないけど、よかったじゃない」


    「あ、うん。まあ」


    　なんだかよくわからないままではあるものの、直接に褒ほめられるとやはり嬉しい。明日も筋トレを頑張ろう。駅名もどんどん覚えよう。服も着ていよう。


    「それで、プリシラ、どこに行こうっていうの？　私もついていっていい？」


    「よくわからんが、綾あやちゃんが行くなら俺も行くー」


    「んー。構わんが、ほんじゃこのメンツで行くかの。ガイドさん最後にもうひと仕事よろしく」


    　プリシラが顔を向けた先には、小さな旗が翻ひるがえっていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺たちとテトラさんは、またあの山道を登りはじめていた。


    　プリシラの目指すところは山中にあり、またテトラさんもガイドの仕事がなくなったので、山に帰るところだったという。


    「ほれ、いつだか言うておったじゃろ。修学旅行の定番コースの一つに、ご老人に昔の話を聞きにゆく、というものがあると」


    「ああ。戦争経験者の方の話とか、伝統工芸や伝統芸能に携わってきた人の話を聞くなんてのも。あとはお坊さんの説話とか。修学の旅行といっても大半が遊びのコースだけど、そういうものを組み込まれることもよくあるわ」


    「んむ。妾わらわもそれをしに行こうと思うての」


    「村の老人に昔話でも聞くのか？　そういや、ご先祖様を助けたっていう竜の話に興味を持ってたよな」


    「うむ。じゃが、それは千年も前の話。どんなに長命な老人とて、伝でん聞ぶんの伝聞でしか語れぬじゃろう」


    「いや、そりゃそうだけど」


    「戦いくさの話にしろ、伝統文化の話にしろ、地方に伝えられた説話にしろ、情報というものは人の間を経るにつれて変容してゆくことは避けられぬ。まして後世に残すために伝えた話などというものは、大たい概がいその語り手に都合がいいように盛られるもんじゃよ」


    「お前、自分のこと物もの凄すごく巨大な棚たなの上に上げてない？」


    　もとの世界に帰る前に、ちゃんとプリシラの旅行記はチェック＆赤入れをしないと。


    「じゃからもし可能であれば、同時代を生きたほかの当事者から聞くのが一番じゃ。遠くの中学出身な先輩の、中学生のときの武勇伝は眉まゆに唾つばをつけて聞かねばならぬ。先輩とおな中出身のやつと塾で会って話を聞いてみたら、部活での大活躍が単にベンチから見た風景であったり、進学を機に別れた彼女というのが単に片思いの相手であったりするからの」


    「先輩のおな中出身者はともかく、千年前の当事者なんてみんな死んでるだろ」


    「人ならな。いや、魔物とて五百年を超えて生きる者は稀まれじゃよ。じゃが」


    「でも、竜は違う──ということね」


    　綾あやちゃんはテトラさんに顔を向けた。確かに、テトラさんからそんな話を聞いたことがある。


    「ん？　待てよ、じゃあプリシラ。そのご先祖様を助けたって竜が、じつは今も生きてるってことか」


    「んむ。妾わらわはそう思うておる。ガイドさんも、竜の縄張りだからこそほかの魔物が近寄らぬという話をしておったろう。すくなくともそのことは、この数百年間事実であったようじゃからの」


    「でも、ずっと山で暮らしてきたテトラさんが見たことないってんだろ？」


    「そうですねえ」


    「だったら生き残ってるにしたって、人が立ち入れないような場所に潜ひそんでるとかじゃないのか。それこそ道なんてないところを掻かき分けて、ずっと山奥にいかないと」


    「ま、とりあえず呼んでみようではないか。ここも山なれば、千年竜の縄張りじゃろ」


    　山の入り口も入り口、まだほとんど傾斜もないくらいのところで立ち止まると、


    「竜よ！　大いなる力もてこの地上に君臨する偉大なる種よ！　我が名はプリシラ！　この地の王統を継ぐ者である！　我が祖が千年前に結んだ縁えにし、いまだ切れざるならば我が声に応えよ！」


    　大きな声で叫んだ。


    「……」


    　が、プリシラの声がわずかに谺こだまするだけで、何の声も返ってこない。


    「いちおうそれっぽいこと言うてみた。ま、いちおう言うとこうと思うての」


    「いや、で、どうすんだよプリシラ。その竜を呼んだのかもしれないが、結局何も出てこないぞ」


    「んー。ガイドさんや。最後にちと聞きたいことがあるんじゃが、いいかの」


    　プリシラはテトラさんへと顔を向けた。


    「はい、なんでしょう」


    　テトラさんは、最初に会ったときと変わらない笑顔を向けてくる。


    「ガイドさんって、何歳なんじゃっけ？」


    　プリシラは登山前と同じように、失礼な質問を投げかけた。


    　バカ、と言いかけて、俺はその言葉を飲み込んだ。


    　テトラさんのその優しげな表情の奥に、強い感情が渦巻いていることが、はっきりとわかった。それは、無遠慮に年齢を尋ねられたことに対する怒り──では、ない。


    「千年前の縁と言われては、答えないわけにもいきませんねえ」


    　その目の奥にほんの一瞬、黄金色の力強い光が見えた気がした。


    「──千飛んで、二十一歳です。ふふ、内緒ですよ」


    　テトラさんは──千年竜の化身は笑顔で言い、口元を隠すように旗を振った。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「まっずいですよね、このドラゴン煎せん餅べい。ドラゴン饅まん頭じゆうは美お味いしいんですけどね」


    　テトラさんはドラゴンの味覚に合わせてあるはずのドラゴン煎餅を、ディスりながらバリバリと囓かじる。特に口元から鋭い牙きばが覗のぞいているわけでもなし、こうしてその正体を知ってからあらためて見てみても、俺たちより四、五歳上のお姉さんにしか見えない。


    「先に私から質問させていただきたいのですが、いつから私が竜だとお疑いでした？」


    　その問いは、当然にプリシラへと向けられたものだ。


    「初対面のときから──と言えればコロンボみたいに格好いいんじゃが、さすがにそこまでではない。ただ、あの竜が異世界よりやってきたこやつらのくらすめーとだと知ったときから、あやつとは別に、どこかに伝説の千年竜が生きておるのではないかとは思うておった」


    「なぜです？」


    「人を竜に変えることができるほどの魔力を持つ者は限られておる。先ほど滅ぼされた魔王ならそれが可能であったやもしれぬが、それでも世界に数えるほどにしかおらぬであろう。一いつ色しきの自己認識によれば、あやつはこの山に入ってから疲労で意識を失い、気づけば竜になっておったという。となれば、この山中に人を竜へと変える魔術現象を起こす場が存在するか、山に棲すむ何者かがやつを竜へと変じさせたか。そう考えるのが自然じゃろう。そしてこの山に棲む強大な魔力を持つ者といえば、伝説に残る千年竜にほかなるまい」


    「うーん。でも、一色さんとは別の竜の存在を確信したとしても、それが私であると結びつけた根拠は何ですか？」


    「ガイドのテトラさんは、幼い頃からずっとこの山に住んでおる、と言うておった。村人たちも、ガイドは山に住んでおるから詳しいのだと言うておった」


    「でも、山に詳しいガイドが山の生まれ育ちだというのは不自然ではないでしょう？　山中で生活をなす人間も少なくはありません」


    「確かに、人里を離れて山に住む猟師や杣そま人びと、あるいは魔術の修行者などは世界中におるであろうな。じゃがいずれにしろ、人が住むのであればそこに最低限の痕こん跡せきは残る。生活の跡がの。しかるに、あの山道には小屋のひとつもなかった。洞穴に住み、草を敷しいて石を枕に寝ておるにしては、随ずい分ぶんと身み綺ぎ麗れいすぎる。人の住まぬ場所で場違いに美しいものと行き合えば、神しん仙せん鬼き神じんの類たぐいとみるが自然であろう」


    「あはは、綺麗すぎるのがいけませんでしたか」


    　テトラさんは口元に旗を当ててころころと笑う。


    「んで、最後のダメ押しが集合写真じゃよ」


    「あのとき何か？」


    「いや、フツーに写真に写っていいのか、とか言うておったじゃろ？　客人神まろうどが伝えたあちらの世界の文化はさまざまな伝承に残っておるが、写真っちゅー文化というかカメラという装置は、王都の城下でも知られてはおらなんだし、この村のよろず屋の主人も知らなんだ。まして、ずっとこの山で育った人間が知っておるようなものではない。知っておるとすれば、直接客人神まろうどと触れ合ったことのある当事者じゃろうとな」


    「──なるほど。ふふ、千年前の彼が持っていたのは『レンズ付きフィルム』とかいう装置でしたけどね」


    　デジカメの普及とともに姿を消した、いわゆる使い捨てカメラというやつか。となると、最初の客人神まろうどは俺たちより二十年以上前の人間ということだろうか。


    「あの、千年前の勇者、客人神まろうどの人は、俺たちよりどれくらい前の時代の人だったんでしょうか。えっと、何か彼が言い残したこっちの文化とかって覚えてませんか」


    　俺が問うと、テトラさんは視線を上げて、目を瞑つむった。どうやら昔のことを思い出してくれているらしい。昔とひと口にいっても千年前のことだ。


    　やがて、テトラさんは視線を下ろしながら口を開いた。


    「そうですね……。そういえば私がそちらの世界の竜の話を聞かせてほしいと頼んだとき、中日ドラゴンズとかいう竜騎士団に所属している山やま本もと昌まさという人の話を聞いたような気がします」


    「……すいません、せっかく思い出していただいた情報なんですが、それでは時期が絞れないんです……」


    　それこそ千年竜のようなものだ。


    　だが、それが記憶の扉を開くきっかけになったのかもしれない。


    　テトラさんは歩を進めながら、今は伝説の中にのみ姿を残す、かつての友の物語を語りはじめた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「千年ほど前、この山を四人の若者が訪れました。大きな馬車を乗り回すマイルドヤンキー風の青年、どこかワケありっぽい水商売風の女性、常に小刻みに震ふるえている自称聖戦士。そして、どの国の民族服とも違う、奇妙な衣服を着た少年」


    　そのメンツには聞き覚えがあった。それは俺たちがこの世界にやってきた日、プリシラの手によって上演された紙芝居で語られていた伝説に登場した面々だ。


    「そう、そのマイルドヤンキー風の青年が、あなたの祖先であり国祖となった。水商売風の女性は、その妃きさきとなって国の礎いしづえを築くことに尽力した国母となった。そして言わずもがな、その奇妙な衣服を来た少年こそ、魔王を打ち倒しやがて勇者と呼ばれるようになった、この国の記録に残る最初の客人神まろうど」


    「つまり妾わらわは今、伝説の中の登場人物とまみえておるわけじゃな」


    　プリシラが言うと、テトラさんは少しくすぐったそうに微ほほ笑えんだ。


    「我が国に伝わる伝説では、我がご先祖様たちの世界を救おうとする心意気に感応し、竜が助力を願い出たということになっておる」


    「……ええと、彼らがこの山に入ったときですね、私のほうから人間に関わるつもりはなかったんです。当時の私は今よりずっと人見知りで、世界は怖いもので溢あふれていると思っていました。さしずめ臆おく病びような羞しゆう恥ち心しんと臆病な自尊心、といったところですかね。ただ好奇心もあったので、彼らの様子を遠くから窺うかがっていました。すると、彼らは山頂に辿たどり着くと、バーベキューを始めたんですよ」


    「お前、祖先の代からバーベキュー好きか」


    「血じゃのう」


    「まあそれはいいんですけど、マナーがよくなかった。ゴミは散らかす、ポーションの空き瓶びんは片づけない、木や岩に自分たちの名前を彫ほろうとする……ってな感じでマナーが悪いんで私ちょっとキレちゃって、ついついしばき倒しちゃったんですよね」


    「しばき……」


    「いえ、私も若かったんでちょっと手が出ちゃって……。手とか、手っていうか爪とか、炎とか、雷とか出ちゃって。それが私と彼らの縁えにしでした」


    「おう……伝説に記されておらぬ新事実……。その節はご先祖様がご迷惑をおかけしたぞよ……」


    「やっぱり語り手に都合の悪いことは編集されてたのか」


    　ばつが悪そうに眉み間けんに皺しわを寄せるプリシラを見て、テトラさんは苦笑する。


    「でも不思議なもので、それが縁で彼らと少しばかり旅をさせてもらいました。生まれて初めて山を離れ、見たこともない世界に触れて回りました。あれは楽しい旅でした──」


    　テトラさんは目を閉じ、千年前の光景を噛かみ締めるように、しみじみと語った。


    　強い風が吹いて、その髪と肌を撫なでると、テトラさんはゆっくりと眼を開けて、千年前の追憶から現在へと帰ってきた。


    「それと、今お話しすべきは彼のことですよね、一いつ色しきさん。自尊心をこじらせて竜になる──でしたっけ。おもしろいお話でしたが、あれは私のかけた魔法のせいです。そこは王女様がご想像したとおり」


    「でも、どうしてそんなことを？」


    　綾あやちゃんの問いに、テトラさんは寂さびしそうに笑った。


    「竜は地上で最強の種。でもね、力があれば、すべてが手に入るわけではないのです。強いからといって、寂さびしくないわけではないのです。強いがゆえ、何ものも隣に置けない日々──。ずっと孤独ならよかった。でも私は、隣に誰かが並んでいる日々を知ってしまったのです」


    　テトラさんはプリシラの目を見つめていた。


    　その向こうに、かつての友の姿を見ているのだろうか。


    「でも、テトラさん。あなたはその、化け身しんというんでしょうか、こうして人間の姿でいることもできるんですよね。であれば、竜であることを隠して人間の世界で生きていくこともできたんじゃないですか」


    「はい。そうする竜もなかにはいます。でもね、委員長さん。竜は強く、そして長命です。竜の力を利用せんとする者、強大な竜を倒して名を上げんとする者、いずれにしろ、大きな力はそれだけで数多くの面倒事を引き寄せます」


    　テトラさんは少し寂しげな表情で、プリシラの頭に手を伸ばすと、その髪をくしゃくしゃと撫なでた。まるで、親戚のお姉さんが幼子にそうするように。


    「──確かに、ええ、彼と彼女の面影があります」


    　気位の高いプリシラが、その指先が己おのれの髪を梳とくのを、ただ黙って受け容いれていた。


    「王女様。あなたのご先祖様たちのように、楽しいときに楽しい顔をする。腹が立ったときには怒る。美お味いしいものを食べたら美味しいと言う。いつでもおなかの中と、その顔が同じ人間というのは、意外とそう多くはないのです」


    　やがてプリシラの頭から手を離すと、テトラさんはまた歩きだした。


    「それに私たち竜と人とでは、流れる時の速さが違いすぎる。どんな友を得たとしても、その手は私より先に皺しわを刻み、やがて朽ち果てる。誰もが私より先に、この世界を去ってゆく」


    「山やま本もと昌まさもそんな哀しみや虚むなしさを、何度も乗り越えて来たんかのう……」


    「そうかもしれんがその話はいったん脇に置いとけ」


    「だから、彼らがこの地上を去ってのち、私はこの山の奥深くに身を潜ひそめて暮らしていました。ふふ、ひきこもりというやつです。それでも友への郷愁断ちがたく、何十年かに一度、人里に近づくこともありましたけれど、人と交わりをもったことはありませんでした」


    　村の伝承に残る千年竜の目撃談は、おそらくそのときのものなのだろう。


    「でもあの夜、山中に倒れていた一いつ色しきさんの姿を見たとき、彼の服装を見たとき、私は昔のことを思い出してしまいました。かつてともに歩いた旧と友ものことを。気づいたときには、彼を竜の姿にしていました。竜の姿であれば、人里に下りることはかなわない。そうすれば、彼は私の側そばにいてくれるはずだと。もちろん、機をみてもとの姿に戻してあげるつもりではいたのですが、彼が不用意にこのあたりを散策しているうちに村人たちに見つかって、あれよあれよとドラゴン目当ての冒険者が集まってしまい……私も開き直って、だったら私がツアーガイドになろうと。ツアーを組めば、山にゴミを捨てる人もいなくなるし、知らないうちに一色さんが討伐されることもなくなるし、麓ふもとの村も経済的に潤うし、そして私もいろんな人間の方と触れ合うことができるし──いいことずくめだと」


    　そこまで言うと、テトラさんは深く溜ため息いきを吐ついた。


    「でも、それはやはり彼の犠牲の上に成り立つ歪いびつな日々です。村の人々にもぬか喜びをさせてしまいました。重ねて、私の罪をお詫びいたします」


    　世界最強の種族は、神妙に深々と頭を下げた。


    「いや、正直あいつはそういうことまったくよくわかってないまま楽しんでたと思いますから気にしないでください。そもそも、あいつはテトラさんに見つけてもらわなけりゃそのまま死んでたわけだし」


    「ふふ、ありがとうございます。彼にもよろしくお伝えください。今頃はもとの姿に戻っているはずです」


    「もとにって、あ──」


    　そりゃそうか。竜にしたのがテトラさんなら、戻すことも簡単だってことか。


    「あの、テトラさん、俺からもひとつ聞いていいですか」


    「お答えしますよ。ガイドですから」


    　俺は、この世界に来てまもなくの頃から、ずっと気になっていたことを尋ねてみた。


    　どんなに伝説を読み返すより確かな、その人の──その竜の言葉で聞きたかった。


    「千年前にこの世界を救った勇者って、どんな人だったんですか」


    　俺の問いに、テトラさんは少し眉まゆを上げた。そして、俺の目を見ながら──すべてを見透かすようなその竜の眼で俺を見据えながら、その少年のことを語った。


    「どんな──。そうですね。彼はとても素敵な少年でしたよ。この、竜の私が憧れるような」


    　一拍置いて、テトラさんは続ける。


    「でもね、最初に出で逢あったときの彼は、どこにでもいるような、さして取り柄えのない、平凡な少年でしたよ。今のあなたのような」


    「うーむ。やはりドラゴン視点から見てもそうなんじゃなあ」


    　感心したように言うそんなプリシラの言葉にも、今さら腹は立たない。


    　テトラさんは笑顔のまま続けた。


    「でも彼は、死ぬほど頑張ったんです。比ひ喩ゆではなく、ね」


    　それは、とても厳しい笑顔だった。


    「どこにでもいるような少年が、死ぬほど頑張って、素敵になった。どこにでもありふれた話でしょう。私が千年生きて、たった一度だけ目にした奇跡です」


    　──あなたも、頑張ってください。


    　それは竜がそっと囁ささやいた言葉だったかもしれないし、幻聴かもしれなかった。


    　でも、俺は確かにその励ましの言葉を聞いた気がした。


    「ちなみに、彼が数えきれないほど死にかけたうちの二、三回は私がやったんですけどね」


    　付け加えられたその言葉は、はっきりくっきり聞こえた。


    「……王家を代表して、バーベキューのゴミはぜったいに片づけると誓うぞよ」


    　珍しく背筋を伸ばして、プリシラは言う。


    　それからしばらく、プリシラは己おのれの先祖と竜の交友について問い、テトラさんもそれに答えた。俺と綾あやちゃんは一歩下がったうしろから、千年を超えた友情の残ざん滓しを、ただ黙って確かめていた。


    　やがて、その話題もひと通り語り尽くしたのだろう、山道の途中、奥に獣道さえ見えない森へと続くあたりで、テトラさんは足を止めた。


    「──では、私はこれで。本当にお別れです」


    　一礼し、頭を上げて旗を振ろうとしたその手を、プリシラが掴つかんだ。


    「どうしました、プリシラ王女」


    「竜どのよ。よかったら妾わらわたちの旅に加わらぬか？」


    　プリシラの言葉に、テトラさんは少し驚いたように眉まゆを上げた。


    「祖先の話ももっと聞きたいし、……何より、高きに生まれついた者の抱く孤独や退屈は、妾もよくわかっておるつもりじゃ」


    　地面を見つめながらの、不器用なプリシラの誠意だった。


    　でも、テトラさんは首を振った。


    「お誘いはありがたいのですが、遠慮させてください。嫌ですよ、そんなダブった上級生が二回目の修学旅行に行くみたいなのは」


    「二回目──そうか、そうじゃの。千年前に、あなたの旅は終わっておるんじゃな」


    　プリシラは視線を上げて、竜の言葉に答える。


    「ええ、そうです。ふふ、当時は修学旅行とは言いませんでしたけれどね」


    　竜と王女。その二人の姿に降り注ぐ、木々の間を漏れる光はまるで幾千の矢のようで、それはとても美しかった。


    「久し振りに人の間で暮らしてみて、とても楽しかった。山頂までガイドをしながら歩いたことも、あのお芝居も楽しかったです。でも同時に、何をやっても少し寂さびしかった。人と触れ合うたび、あの頃の友達はもうこの世界のどこにもいないのだと、そう気づかされてしまうから。私と対等に話ができる存在は、もうこの世界のどこにもいないのだと確認してしまうから」


    　対等、とテトラさんは言った。


    　それはきっと、力が対等だとか、智力が対等だとか、地位が対等だとか、そんな意味じゃない。


    　その身に備わった力が違っても。種族や階級が違っても。生まれた場所が、世界さえもが違っても、対等でいられるような関係。


    「ご先祖様たちとあなたは、確かに仲間であったのじゃな。友達であったんじゃな」


    　わずかの間、隣を歩き。そして千年を超えてなお、忘れ得ぬ──。


    「千年前に、私の青春は確かにあった。私はそのことを覚えています」


    　テトラさんは微ほほ笑えみ、森の中に歩を進めていった。


    「私はときどき、彼らと過ごした日々を思い出すんです。世界の果てまで捜しても、もうどこにもいない、彼らと過ごした日々のことを。私たちはこの世界をともに歩き、ともに戦い、ともに傷つき、ともに笑い、ともに泣いた。あんな旅は、もう二度とできない。あんな仲間は、もう二度とできない」


    　遠ざかってゆくその背中を、俺たちは追わなかった。


    「あれが私の青春で──そして、あれが私の、たった一度の修学旅行でした」


    　言って、振り向き、また深々と頭を下げた。


    「私がガイドできるのは、これまでとなります。みなさま、どうかこれから先も、よき旅を。かつて、私たちがそうしたように」


    　テトラさんは、手にした旗を空高く投げ上げた。


    　高く高く舞い上がってゆく旗を、俺たちはつい目で追う。やがてそれは南中の太陽と重なり、その光が俺たちの目を射す。


    　その旗が地上に舞い降りてきたとき、もうテトラさんの姿はどこにもなかった。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    　俺たちは快速の馬車に揺られ、一度来た道を商都へと戻っていた。


    「ベテランガイドさんっちゅーとったが、まさか千年前から世界の導き手ガイドさんじゃったとはの～」


    　プリシラは、テトラさんの残した旗を手の中でパタパタ弄もてあそんでいる。


    「まだ聞きたいことがたくさんあったんだけどな」


    「妾わらわもご先祖様のこととかもっと聞きたかったのう。が、まあそれはそれでいいじゃろ。一回全クリしたやつに攻略情報聞くっちゅーのは、楽にはなるが、先の楽しみが半減することでもあるからの」


    「それもそうか」


    「そうとも！　自分の力で道を切り開いてこそ見えてくるものもあるはずさ！　傷つくことを恐れちゃダメなんだ！」


    　突然の聞き慣れない声こわ音ねに、プリシラが一瞬その体を強こわばらせた。


    「……誰じゃお前」


    「ふふ……なかなか深しん淵えんな問いだね……。そう、人生というものは例えるならば、己おのれが何者であるのかを問い続ける果てなき旅といえるのかもしれない」


    「じゃから、お前は誰じゃと聞いておる」


    「自分は何者か。その自明のはずのことをあらためて問い直すことからすべてははじまる。そう、それは遡さかのぼること半年前」


    「専制国家の王族をなめているのかな？　こんど妾の質問無視して『Number』のスポーツ選手ポエムみたいなこと言い続けたら馬車から落とすぞよ？」


    「ふふ……。それでは名乗らせていただこう。高い意識と低い能力！　以後お見知りおきを、一いつ色しき高たか志しとは俺のことさ！」


    　もちろん馬車に乗る前からその姿は見ていたのだが、これがあらためてのプリシラに対する一色の自己紹介タイムだった。


    「ああ……人間サイズだとこういう感じのウザさなんじゃな……。この圧縮された等身大のウザさ、王宮暮らしではなかなかに味わえぬぞよ」


    「光栄です、王女様。ウザいという感覚は価値観の摩ま擦さつから起こるもの。それはきっと無関心より素敵なことですよね。ああ、俺たちはきっと友達になれる。いや、もう魂たましいの親友、ソウルメイトと言っても過言ではない！」


    「うーん、馬車から落としたい」


    「ゴミを無む闇やみに捨てないってテトラさんと約束したでしょ」


    「ああ、そうじゃったな……」


    「綾あやちゃんってたまにプリシラよりひどいこと言うよね」


    　しかし一いつ色しきはどんなにひどいことを言われてもそれを無効化したうえで己おのれのエネルギーに変換することができる魂たましいの持ち主。凄すごいんだかウザいんだか。


    「つか要するに意識が高いだけで無能なんじゃろ？　つかこいつ、意識が高いというよりウザったいだけじゃろ？　それでは単に声のボリュームが大きい沢さわ木きではないか。無能キャラはパーティに二人もいらんぞよ。どっちか帰ってくれるかな？」


    　プリシラも負けじとひどいことを言いはじめた。


    　プリシラのDisには俺も慣れたので、この程度ではノーダメージだ。


    「キャラ立てというなら、俺はドラゴンだ。パーティの中に一人、人間ではないモンスターキャラが加入しているのは典型じゃないでしょうか」


    「そりゃちょっと前はドラゴンじゃったかもしれんが、中日を退団したプロ野球選手がただのおっさんになるように、今のおぬしはただの人間じゃろ」


    「山やま本もと昌まさは引退してもただのおっさんじゃねーよ。あの人ラジコンとか超うまいんだぜ」


    「いや、ただの人間ってわけでもないんだなこれが」


    　俺の山本昌豆知識をガン無視して、一色とプリシラは会話を続ける。雑学を無視されるのはちょっと傷つく。


    「テトラさんが言うには、人間状態が安定するにはだいたい二、三か月かかるらしいんだよね。それはもとの世界に帰れるまでの期間くらいだからちょうどいいんだけど、それまでに特定の刺激を受けると、一時的にドラゴンに戻ってしまうことがあるらしいんだな」


    「特定の刺激とは何じゃ？」


    「例えば辛いものを食べたり、足の小指をタンスにぶつけたり、ちょっとセンチメンタルな気分になったりすると、竜の姿に戻っちゃうらしい」


    「待てい！　じゃあ何か、おぬしが不意にセンチメンタルな気分になった瞬間、ドラゴンが出現して馬車が崩壊、みたいなことにもなりかねんということか」


    「メイビー」


    「次にキムタクの真ま似ねしたらまじで馬車から落とすからな。つか、なんでそんな、深夜番組でお笑い芸人やアイドルがよくやるあのクイズの回答をしながら時限式で割れる風船を次々回していくゲーム、みたいな要素を抱かかえ込んで旅をせんといかんのじゃ！　しかもドラゴンに変化する刺激の種類が多様すぎるじゃろ。もっと水をかけたらとかお湯をかけたらとか、そういうるーみっくわーるど的シンプルさが必要じゃと思わんのか！」


    「俺に言われても困るんだよねえ。でもきっと大丈夫。俺らの固い友情がある限り、どんな困難が待ち受けていようと必ず乗り越えてみせる！」


    「左下に何とか先生の次回作にご期待ください、って書いてあるコマのモノローグみたいなことを言われても何の保証にもならんぞよ」


    　プリシラがうんざりした顔で、馬車の外に身を乗り出したとき。


    「止まれーっ！　止まるんだ君たち！　よかった、やっと会えた！」


    　どこかで聞いたような声が響いた。


    　俺も反対側の窓から外を見ると、街路のど真ん中で大きく手を振りながら声をあげる人影があった。馬車はみるみるうちに、その人影へと突っ込んでいく。


    「俺もその馬車に乗せてぐはぁッ！」


    　お馬さんは減速するどころか加速して、そのままその肌色の人影をはね飛ばした。


    「おや？　今さっき、どこかで見たような全裸の少年を轢ひかなかったかい？」


    　一いつ色しきは馬車の後部の窓から身を乗り出して後方を仰ぎ見るが、前のめりに倒れた人影はどんどん小さくなってゆく。


    「知らんのー。妾わらわはこれ以上、この旅をハードモードにするつもりはないから知らんのー」


    「まあ、あいつタフだから大丈夫だろ……」


    　俺はせめてもの情けと、そいつに向かって馬車の窓からエリクサーとクソダサＴシャツを投げておいた。ちゃんと回収してくれればゴミにはならないし。


    「とにかく、ようやくまた一人仲間を回収できたよ。でも、このペースで日につ蝕しよくの日までにクラス全員揃そろうのかな」


    　さっき轢いた何者かのことをうまく忘れようと、俺はすべてのまとめにとりかかった。


    「きっと大丈夫。俺らの固い友情がある限り、どんな困難が待ち受けていようと必ず乗り越えてみせる！　そしていつかきっと、みんな揃ってもとの世界に戻るんだ！　俺たちの旅は続く！」


    「一色、残りのクラスメートの顔が行く先の空に浮かぶようなことは言わないでくれるかな」


    「ああ……友達にまで軽くいなされて、若干センチメンタルな気分になってきた……」


    「お前めんどくさいな！」


    　兎とにも角にも、俺たちはようやく、この異世界に散らばった仲間のうち一人を回収することができた。


    　次はこの世界で、どんなものに出会えるのだろうか。


    「今回山だったじゃろ？　次は海ってどうかのう。でっかい船借りてクルージングしようぞ」


    「さすが大金を持ったマイルドヤンキー的発想」


    「いかんのか」


    「いや、そういうワイルドな金の使い方は大歓迎。ワイルドヤンキー万歳」


    「どーも褒ほめられとる気がせんのう」


    　プリシラは不満そうに口を尖とがらせる。


    「あ、でもお前のご先祖様、千年前の海にゴミをポイ捨てして海神様ポセイドンの怒りを買ってるとかないだろうな」


    「ううむ、ないとは言いきれぬ」


    　プリシラは渋い顔を浮かべた。


    　が、すぐに不敵な笑顔を取り戻す。


    「ま、それならそれでおもしろい。それよりおぬしらのくらすめーとこそ、海の中でクラーケンかなんかになっておらぬじゃろうな」


    「……ないとは言いきれないところが異世界だし、ないとは言いきれないところが我がクラスメートたちだ」


    「くっく、じゃが、悪くない世界であろ？」


    「──まあな。それに、悪くない連中だろ？」


    　俺が聞き返すと、プリシラは懐ふところからサングラスを取り出してさっとかけた。


    「──まあ、の」


    　目元は見えないが、その唇くちびるは愉快そうに歪ゆがんでいた。


    　ヤンキープリンセスの返事を確かに聞くと、俺は馬車の窓から身を乗り出して、この異世界の風を浴びる。


    　見知らぬ土地に待ち受ける、見知らぬ人々と、想像を超えた出来事は、これから先も俺たちを待ち受けていることだろう。それでも、どんなことがあっても、俺たちならきっと大丈夫だと、根拠もなくそう思い込める自分がいる。


    　元ドラゴンのクラスメートが、世界にそう相対しているように。


    　すべてを受け容いれて、その上でなお、こいつらとならば笑ってどこまでも行ける気がする。


    　たぶん、千年前のあの人たちも、そうして世界の果てまで行ったんだ。


    　行く先の空はこの世界の、異世界の果てまで続いている。


    　遠くから繋つながる過去から来て、いつか行く未来に続いている。


    　いつかきっと来る旅の終わりに向かって、俺たちの旅は続く。


    　こんな旅は、二度とできない。


    　たぶんね。

  


  
    



    　　　あとがき


    



    「歴史を学ぶ意義とは」という問いへの答えとして「過去に生きた人々の知恵や経験を学んでそれを活かす」だとか「過去の人々と同じ過ちを繰り返さないように」なんてことがよく言われます。確かに理屈では納得できますが、しかし歴史上の偉人にしても出来事にしても毀き誉よ褒ほう貶へんはつきものですし、どんな歴史を「正しい」ものとして、そんな歴史の何から何をどう学ぶべきかなんてことは、むしろ学べば学ぶほどややこしくなっていくようにも思います。


    　しかし本書の執筆中のことを考えてみると、自分自身何度も締め切り前の修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきたからこそギリギリで滑すべり込む技を覚えられましたし、数々の先人たちが締め切りと戦って生き残ってきたことが支えにもなりました。となると、やはり過去から学ぶことで未来を少しずつ良いほうへ変えられるのかもしれません。余裕を持って間に合わせる方法をこそ歴史から学ぶべきではとか、ギリギリが当たり前という史観が間違っているのではとかいう議論もまた歴史を学ぶ上での面白さでもあり、結局は「面白いから歴史を学ぶ」でいいのかもしれません。というわけで、修学旅行生たちが異世界の歴史に触れ、自みずからもまた新たな歴史の一ページを綴つづっていく、そんな『異世界修学旅行』第二巻でした。本書に関わったすべての人に感謝を。


    
      二○一六年　一月　岡おか本もとタクヤ

    

  


  
    岡本タクヤ


    Takuya Okamoto


    



    東京都在住。ラーメンの具としては味付煮卵より、味が付いてない単なるゆで卵のほうが好きです。半熟より固茹でが好きです。著作に『僕の学園生活はまだ始まったばかりだ！』（ファミ通文庫）など。
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